
日
本
童
話
祭
（久
留
島
武
彦
顕
彰
）

第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会

入
賞
・入
選
句
集

選
者牧

野

　桂
一 

先
生

秋
篠

　光
広 

先
生

JR久大本線　豊後森駅
ごぶん えきもりだいほんせんきゅう

『くるしま童話名作選』集
『① ともがき』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・古内ヨシ（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　嫌われ者のカラスは、ネズミと友達にな
りたいと頼みました。「怖いカラスと友達だ
なんて！」困ったネズミは、仲良しのカメに
相談することにしました。カメの助言によ
り、シカも仲間に入れて友達になりました。
そんな時に事件が起こり…。
　「ともがき」とは、垣根のように分かちがた

く、固い絆で結ばれた友達の事です。久留島武彦先生の名作
童話の絵本化第１弾！

『② 子ぐものいのり』

出版社：幻冬舎ルネッサンス
著　者：久留島武彦（作）・古内ヨシ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　教会の天井の隅に、２匹のくもの親子が
住んでいました。今夜はクリスマスイブ。大
人たちが朝早くから集まって大掃除をはじ
めました・・・。
　親子愛の深さと反省することの大切さ、
そして悔い改めようとする者に救いの手を
差し伸べる神の慈愛の尊さについての教え

が込められた、久留島武彦先生の名作童話の絵本化第２弾！

『③ ゆめうりふくろう』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・遠山繁年（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　「ゆめうりふくろう」は、今から60年まえ
に書かれたお話です。人間の子どもが見た
夢を集め、その夢で森の動物たちを幸せに
するふくろうの物語が遠山繁年さんの繊細
なイラストで素晴らしい絵本によみがえり
ました。神秘的でユニークな、そして心あた
たまるストーリーで子どもたちを惹き込む

この作品は、彼の数ある久留島武彦先生の代表作の一つです。絵
本化第３弾！

『④ トラの子ウーちゃん』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・篠崎三朗（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　「トラの子ウーちゃん」は、世界各国に
赴いて見聞を広げ、それを基に多くの童
話を残した久留島武彦先生の「虎の子の
大発見」を絵本化した作品です。いたず
らっ子のウーちゃんが「怖い人間」見たさ
にお母さんの言いつけを聞かずに山を下
りて出会う冒険の数々が、ウーちゃんを

大きく成長させます。読み聞かせにも最適、絵本化第４弾！

『⑤ すずむし』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・黒井健（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　「すずむし」は、武彦先生が文学の道を志し
た 22 歳のころに書かれた作品です。すがす
がしい良い音がならせないお宮のすずが、
良い音を出すために修行の旅に出かける、
ユーモラスな作品です。日本を代表する絵
本画家の黒井健氏の手によって、ひたむき
に、真剣に生きることの大切さが、ひしひし

と伝わってくる絵本に仕上がりました。読み聞かせにも最適！

『⑥ ツバメのおんがえし』

出版社：幻冬舎メディアコンサルティング
著　者：久留島武彦（作）・篠崎三朗（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　ツバメの隼雄がせっせと巣をつくって
います。それを見つけて、おばあさんが「お
や、これは縁起がいい」と、うれしそうに言
いました。昔から、ツバメが巣をつくる家
にはよいことが起こるという言い伝えが
あるのです。
　ある日、隼雄が巣を固める泥を探してい

ると、道端の溝の中から、何やらコソコソと話し声が聞こえてき
ました。そっと降りて、のぞいてみると…

『⑦ 月宮殿のおつかい』

出版社：幻冬舎メディアコンサルティング
著　者：久留島武彦（作）・アヤ井アキコ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　「このままでは、おや子ともどもたべられ
てしまう。いったい、どうしたらいいのかし
ら…」狼に狙われるひつじおや子を助ける
ため、うさぎが考えたある方法とは？“愛”と
“勇気”と“知恵”がつまったうさぎとひつじ
おや子の物語。

『⑧ 海に光るつぼ』

出版社：幻冬舎メディアコンサルティング
著　者：久留島武彦（作）・ゴトウノリユキ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　終戦後の日本で靴磨きをする少年ケンイ
チが、おばさんの家に遊びに行き、海の底で
不思議な体験をして成長するお話です。物
語を読み終えた時、ケンイチとともに大き
く成長した子どもの姿が見られることで
しょう。

『⑨ 弾きがえる』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・市居みか（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　音楽の大すきな三きょうだいがバイオリ
ンを弾いていると、音楽の大すきなかえる
が池から出てきて、たのみました。
「うちに来てバイオリンを弾いてください。」
さてさて、どうなることでしょう・・・。

『⑩ なだれうさぎ』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・いしいつとむ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　峠の谷間にくらしている親子が、あるとき、
なだれで家ごと埋まってしまいます。
おかあさん、たあぼう、ちいこが助けをまっ
ていると、いっぴきの白ウサギがとびこん
できました……。



全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
顧
問

大
分
県
玖
珠
町
長
　
宿

　利

　政

　和

大
分
県
玖
珠
町
は
、
人
が
人
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
上
で
、
必
要
な

教
え
を
楽
し
い
お
話
に
の
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り
聞
か
せ
た
久
留
島

武
彦
の
考
え
を
引
き
継
い
だ
、「
童
話
の
里
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
、久
留
島
武
彦
生
誕
一
五
〇
年
を
迎
え
、様
々
な
事
業
の
中
で
、

久
留
島
武
彦
精
神
に
基
づ
い
た
「
信
じ
あ
い
　
助
け
合
い
　
互
い
に
違
い

を
認
め
合
い
　
共
に
生
き
て
い
く
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
」
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

こ
の
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
も
、
日
本
童
話
祭
（
久
留
島
武
彦
顕
彰
）

協
賛
行
事
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
（
１
９
８
４
年
）
五
月
五
日
に
第
一

回
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
で
四
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
大
会

は
、
四
，
九
七
六
人
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ま
方
か
ら
、
一
一
，
六
三
四

句
も
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
十
数
年
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず

海
外
の
ア
メ
リ
カ
や
台
湾
の
日
本
語
学
校
か
ら
も
応
募
い
た
だ
く
大
会

と
な
っ
て
お
り
、
四
十
二
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
で
、
累
計
投
句
数
が

五
十
万
句
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
久
留
島
武
彦
の
座
右
の
銘
で
あ
る

「
継
続
は
力
な
り
」
が
受
け
継
が
れ
た
歴
史
あ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

俳
句
は
季
節
の
風
景
を
五
・
七
・
五
で
詠
む
、
世
界
で
一
番
短
い
定
型
詩

で
す
。
短
い
文
字
数
の
中
に
自
然
へ
の
憧
憬
と
感
動
、
畏
怖
が
詠
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
作
品
の
中
に
も
、
豊
か
な
自
然
に
目
を
向
け
、
何

気
な
い
日
常
に
心
を
寄
せ
て
表
現
し
た
作
品
や
平
和
な
世
界
を
祈
る
作
品

な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
句
集
を
手
に
取
る
皆
さ
ま
は
、
投
句
い
た
だ
い
た
児
童
生
徒
の
豊

か
な
感
性
に
触
れ
、
育
ち
ゆ
く
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来
を
確
信
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
入
選
さ
れ

た
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
句
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ

け
長
き
に
わ
た
り
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
選
者
の
牧
野
桂
一
先

生
、
そ
し
て
俳
人
協
会
評
議
員
秋
篠
光
広
先
生
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
多
忙
の
中
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
皆
さ
ま
が
、
豊
か
な
心
を
育
み
、

未
来
に
向
か
っ
て
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
こ
玖
珠
町
が
「
童
話
の
里
」
と
し
て
、
児
童
文
化
の
振
興
に

寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
玖
珠
町
を
代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
七
年
五
月
四
日

第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
に
よ
せ
て

　
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と

呼
ば
れ
た
久く

留る

島し
ま

武た
け

彦ひ
こ

先
生

は
、
明
治
７
年
大
分
県
玖
珠

町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
10
歳
の
少
年
だ
っ
た

頃
、
武
彦
先
生
は
毎
晩
の
よ

う
に
、
近
所
の
日
蓮
宗
の
お

寺
へ
説
教
を
聞
き
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
算さ
ん

木ぎ

で
高こ
う

座ざ

の
端は
し

を
叩た
た

き

な
が
ら
日
蓮
上
人
の
一
代
記
を
語
る
、
そ
の
お
坊
さ
ん
の
達た
つ

弁べ
ん

の
と
り
こ
に

な
り
、
家
に
帰
っ
て
は
こ
た
つ
や
ぐ
ら
の
上
に
座
り
、
繰
り
返
し
ま
ね
を
し

て
家
族
に
語
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　「
こ
れ
が
今
日
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
私
が
﹃
話
﹄
と
い
ふ
も
の
に
一
生

を
繋つ
な

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
も
そ
も
の
端た
ん

緒し
ょ

を
な
し
て
い
る
」
と
彼
自
身
が

言
う
よ
う
に
、
こ
の
時
人
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
少
年
は
、

そ
の
後
、
口
演
童
話
家
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、日
本
の
児
童
文
化
活
動
の
先
駆
者
と
し
て
、日
本
初
の
「
お
話
の
会
」

開
催
や
、「
児
童
劇
」
の
上
演
、「
全
国
版
子
供
新
聞
」
の
発
刊
な
ど
に
次
々

と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
故
郷
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
記
念
館
設
立
に
貢
献
し
た
こ

と
で
、「
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
中
の
子
ど
も
た
ち
を
魅
了
し
、
多
大
な
業
績
を
残
し
た
武
彦
先
生
の

故
郷
大
分
県
玖
珠
町
で
は
、
彼
に
因ち
な

ん
だ
童
話
祭
が
、
毎
年
５
月
５
日
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
育
た
な
け
れ
ば
日
本
の

将
来
は
な
い
」
と
、
青
少
年
の
教
育
に

生
涯
を
さ
さ
げ
た
武
彦
先
生
の
遺
志
を

受
け
継
い
で
、「
全
国
児
童
生
徒
俳
句

大
会
」
は
、
俳
句
を
通
し
て
児
童
生
徒

の
感
性
を
育
み
、
豊
か
な
心
を
培
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

全国初の「童話碑」が建立されて開幕した
「第１回童話祭」の様子（1950年５月５日
大分県玖珠町にて）

久留島  武彦（くるしま たけひこ）

1874 年	 	６月	19	日大分県玖珠郡森町（現・玖珠町）	
に生まれる。豊後国森藩藩主久留島家の末裔。

1887 年  大分中学（現・大分県立大分上野丘高等学
校）に入学、英語教師のウエンライト博士
と出会う。

1890 年		 	ウエンライト博士の関西学院転任に伴い関
西学院へ転校。

1894 年	 近衛師団入隊。
 1895 年	 	日清戦争に従軍。戦地から「尾上新兵衛」

の筆名で投稿した作品が雑誌『少年世界』
（博文館）に連載される。

1906 年	 	「お伽倶楽部」を設立し、口演童話活動を
本格的に開始。

1911 年	 雑誌『お伽倶楽部』を創刊。
1924 年	 	ボーイスカウトの第２回国際ジャンボリー

大会（現・世界ジャンボリー、デンマーク）	
に参加し、アンデルセンの旧跡を訪問。ア
ンデルセンの復権を訴え、２年後にデン
マーク国王よりダンネブロウ四等勲章を受
ける。「日本のアンデルセン」と呼ばれる
ようになる。

1951 年	 	日本青少年文化センター（全日本移動教室
連盟）初代理事長に就任。

1958 年	 	話し言葉による童話を確立し、児童文化の
向上に貢献したことによって紫綬褒章を授
与される。

1960 年	 	６月27	日内臓ガンのため永眠（享年86	歳）。
日本青少年文化センターが「久留島武彦文
化賞」を創設。童話の口演を行った幼稚園・
小学校は全国	6,000	を超える。

■
発

　行

日
本
童
話
祭
実
行
委
員
会

全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

■
発
行
日

　令
和
七
年
五
月
四
日

小学生の部 中学生の部 高校生の部 計

投　句 6,767 句 3,968 句 899 句 11,634 句

入　賞 10 句 8 句 8 句 26 句

特　選 26 句 24 句 16 句 66 句

入　選 160 句 123 句 52 句 335 句

この句集は、入賞・特選・入選の順で掲載しております。
なお、文字表記については、投句用紙に従いました。
学年は投句時のものです。

－ 49 －



日
本
童
話
祭
（
久
留
島
武
彦
顕
彰
）

　

第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会

入
賞
句

日本童話祭　
大空を舞うジャンボこいのぼりとくぐりぬけ

－ 1－



久

留

島

武

彦

賞

	
	

玖
珠
町
立
八
幡
小
学
校　

１
年

ど
ん
ぐ
り
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
か
わ
い
が
る	

大
分
県		

平　

井　

悠　

聖

朗
　
　
　
　
人
　
　
　
　
賞

	
	

玖
珠
町
立
く
す
星
翔
中
学
校　

３
年

春
の
池
弾
む
水
音
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ	

大
分
県		

佐　

藤　

愛　

香

紘
　
　
　
　
文
　
　
　
　
賞

	
	

中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校　

２
年

宿
題
も
課
題
も
あ
と
で
十
三
夜	

東
京
都		

齊　

藤　
　
　

菫

桂
　
　
　
　
一
　
　
　
　
賞

	
	

大
分
市
立
大
在
小
学
校　

２
年 

ぞ
う
の
は
な
え
さ
を
も
ち
上
げ
秋
の
空	

大
分
県		

林　
　
　

叶　

翔
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大

分

県

知

事

賞

〔
小
学
生
の
部
〕	

	

鳥
取
市
立
美
保
小
学
校　

３
年 

こ
い
の
ぼ
り
世
界
の
平
和
見
つ
め
て
る	

鳥
取
県		

大　

山　

凛　

恩

〔
中
学
生
の
部
〕	

	

臼
杵
市
立
東
中
学
校　

３
年

炎
天
下
そ
れ
で
も
走
る
駅
伝
部	

大
分
県		

川　

邊　

虎
次
郎

〔
高
校
生
の
部
〕	

	

鶯
谷
高
等
学
校　

２
年

医
学
部
か
経
済
学
部
か
蝌
蚪
の
国	

岐
阜
県		

杉　

山　

慶　

多

大
分
県
教
育
長
賞

〔
小
学
生
の
部
〕	

	

崇
華
小
学
校　

３
年

啄
木
鳥
や
樹
木
の
命
を
守
る
医
者	

台

湾		

吳　
　
　

祐　

安

〔
中
学
生
の
部
〕	

	

古
賀
市
立
古
賀
東
中
学
校　

１
年

う
と
う
と
と
が
ん
ば
る
姉
の
夜
学
か
な	

福
岡
県		

佐　

伯　

柚　

葉

〔
高
校
生
の
部
〕	

	

徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校　

３
年

ラ
ム
ネ
瓶
し
ゅ
わ
っ
と
夏
が
始
ま
っ
た	
徳
島
県		

髙　

田　

匠　

輔
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玖

珠

町

長

賞

〔
小
学
生
の
部
〕	

	

玖
珠
町
立
森
中
央
小
学
校　

４
年

サ
ン
グ
ラ
ス
め
が
ね
の
形
で
日
や
け
し
た	

大
分
県		

山　

口　

市　

路

〔
中
学
生
の
部
〕	

	

玖
珠
町
立
く
す
星
翔
中
学
校　

１
年

美
し
い
君
の
ま
つ
げ
に
積
も
る
雪	

大
分
県		

穴　

井　

美　

楽

〔
高
校
生
の
部
〕	

	

湯
梨
浜
学
園
高
等
学
校　

２
年

理
論
派
の
歴
史
教
師
の
夏
帽
子

	

鳥
取
県		

岩　

田　

侃　

大

玖
珠
町
議
会
議
長
賞

〔
小
学
生
の
部
〕	

	

川
口
市
立
元
郷
南
小
学
校　

５
年

夏
の
海
か
が
や
い
て
い
る
沖
縄
だ	

埼
玉
県		

廣　

瀬　

麻　

結

〔
中
学
生
の
部
〕	

	

品
川
区
立
伊
藤
学
園　

９
年

玄
関
で
母
に
つ
か
ま
る
カ
ブ
ト
ム
シ	

東
京
都		

奥　

津　

太　

郎

〔
高
校
生
の
部
〕	

	

徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校　

３
年

朝
顔
と
祖
母
の
微
笑
み
重
ね
浮
く	

徳
島
県		

藤　

見　

叶　

星
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玖
珠
町
教
育
長
賞

〔
小
学
生
の
部
〕	

	

高
崎
市
立
城
東
小
学
校　

４
年

公
園
の
落
ち
葉
を
け
っ
て
逆
上
が
り

	

群
馬
県		

関　

川　

來　

珠

〔
中
学
生
の
部
〕	

	

多
気
町
松
阪
市
学
校
組
合
立
多
気
中
学
校　

３
年

い
わ
し
雲
ホ
ウ
キ
で
散
ら
す
反
抗
期

	

三
重
県		

山　

田　
　
　

凛

〔
高
校
生
の
部
〕	

	

日
本
文
理
大
学
附
属
高
等
学
校　

１
年

プ
レ
ゼ
ン
ト
大
事
な
人
へ
と
編
む
マ
フ
ラ
ー	

大
分
県		

大　

戸　

朝　

陽

大
分
県
俳
句
連
盟
会
長
賞

〔
小
学
生
の
部
〕	

	

飯
塚
市
立
鯰
田
小
学
校　

１
年

は
な
び
し
て
み
ん
な
で
あ
そ
ん
だ
ば
あ
ば
ん
ち	

福
岡
県		

日　

髙　

け
ん
太

〔
中
学
生
の
部
〕	

	

玖
珠
町
立
く
す
星
翔
中
学
校　

３
年

ひ
ぐ
ら
し
の
声
を
す
り
抜
け
帰
路
に
つ
く	

大
分
県		

秋　

好　

泰　

雅

〔
高
校
生
の
部
〕	

	

鶯
谷
高
等
学
校　

３
年

水
槽
に
貼
り
付
く
額
め
だ
か
の
子

	

岐
阜
県		

廣　

瀨　

も
も
こ
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大
分
県
小
学
校
長
会
長
賞

	
	

小
樽
市
立
山
の
手
小
学
校　

４
年

信
長
が
好
き
な
干
し
柿
あ
と
い
っ
こ	

北
海
道		

星　
　
　

環　

汰

大
分
県
中
学
校
長
会
長
賞

	
	

筑
紫
野
市
立
筑
山
中
学
校　

２
年

夏
休
み
平
和
の
鐘
が
鳴
り
響
く

	

福
岡
県		

白　

濱　

颯　

琉

大
分
県
立
学
校
長
協
会
賞

	
	

楊
志
館
高
等
学
校　

３
年

シ
ャ
ー
ペ
ン
を
返
せ
ぬ
ま
ま
に
夏
休
み	

大
分
県		

久
保
田　

彩　

花

読
売
新
聞
社
賞

	
	

宇
佐
市
立
豊
川
小
学
校　

３
年

絵
手
紙
は
青
い
地
球
よ
し
ゅ
う
せ
ん
日	

大
分
県		

小　

野　

咲
結
季
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全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
が
、
今
年
も
海
外
か

ら
の
応
募
も
含
め
、
四
，
九
七
六
人
か
ら
一
一
，

六
三
四
句
も
の
投
句
を
得
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す

こ
と
を
、
私
た
ち
選
者
も
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

例
年
こ
の
よ
う
に
「
日
本
童
話
祭
」
に
協
賛
し
て

行
わ
れ
る
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
は
、
今
年
で

四
十
二
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
第
一
回
大
会

か
ら
今
回
の
第
四
十
二
回
大
会
ま
で
に
、
全
国
か
ら

こ
の
大
会
に
投
句
し
て
い
た
だ
い
た
俳
句
の
数
は
、

五
十
万
句
を
超
え
ま
し
た
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
の

五
十
万
句
と
い
う
投
句
数
は
、
他
の
児
童
生
徒
を
対

象
と
し
た
俳
句
大
会
の
投
句
数
に
比
べ
て
も
、
群
を

抜
い
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
大
き
な
規

模
で
、
四
十
年
を
超
え
る
長
い
間
、
一
回
も
休
む
こ

と
な
く
俳
句
大
会
を
続
け
て
い
る
所
は
他
に
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会

が
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
、
こ
の
大
会
に
投

句
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
と
と
も
に
、
運
営
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
し
、
共
に
喜
び

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
に
お
い
て
、
全
国
の
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
の
他
、
台
湾
の
崇
華
小
学

校
並
び
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校
か

ら
も
貴
重
な
作
品
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

せ
ら
れ
た
一
人
一
人
の
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

や
地
域
の
自
然
の
美
し
さ
と
人
々
の
優
し
さ
が
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
日
々
の
生
活
の

中
で
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
、
発
見
し
た
こ
と
、
平

和
や
戦
争
や
災
害
に
関
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
友
達
と

と
も
に
活
動
し
た
こ
と
、そ
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

悲
し
か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
周
り
の
人

に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
感
動
的

に
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
全
国
の
皆
さ
ん
の
作
品
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
風
土
に
根
ざ
し
た
感
銘
深
い
体
験
や

平
和
を
願
う
切
実
な
活
動
が
、
五
七
五
と
い
う
俳
句

の
伝
統
的
な
リ
ズ
ム
に
乗
せ
ら
れ
、
若
々
し
い
希
望

に
満
ち
た
感
性
で
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
読
む
人
を
力

強
く
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、投
句
者
の
皆
さ
ん
が
、

学
校
や
公
民
館
の
俳
句
教
室
の
中
で
素
敵
な
仲
間
と

共
に
魅
力
溢
れ
る
素
敵
な
先
生
に
出
会
っ
て
、
楽
し

く
俳
句
を
学
ん
で
い
る
姿
も
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
一
句
一
句
を
丁
寧
に
読
ん
で

い
く
と
、
私
た
ち
読
者
も
次
の
世
代
を
受
け
継
い
で

い
く
皆
さ
ん
と
同
じ
時
代
を
生
き
て
い
る
こ
と
を
確

か
に
実
感
さ
せ
ら
れ
、
未
来
を
共
に
生
き
て
い
く
勇

気
が
湧
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
寄
せ
ら
れ

た
作
品
に
は
、
八
十
六
年
の
生
涯
の
う
ち
六
十
年
も

の
間
、｢

お
話
は
子
ど
も
の
生
命
の
糧
だ｣

と
い
う

信
念
の
も
と
に
、
世
界
中
を
隈
な
く
歩
き
、
子
ど
も

に
夢
と
希
望
と
勇
気
を
与
え
続
け
て
く
れ
て
い
る
久

留
島
武
彦
先
生
の
深
い
思
い
が
し
っ
か
り
と
受
け
継

が
れ
て
お
り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
も
こ
の
よ
う
に
し
て
寄
せ
ら
れ
た
一
人
一
人

の
作
品
を
直
接
読
む
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
感
謝
も
込
め
て
、
入
賞
し
た

作
品
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
、
私
の
感
じ
た
こ
と
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
作
品
が
創
り
出
す
素
敵
な
世

界
を
共
に
味
わ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
42
回
全
国
児
童
生
徒

　
　
　

  

俳
句
大
会
に
寄
せ
て

選
者　

牧
野　

桂
一

久
留
島
武
彦
賞

ど
ん
ぐ
り
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
か
わ
い
が
る 

　

玖
珠
町
立
八
幡
小
学
校　

１
年	

　

平
井 

悠
聖

　

こ
こ
に
出
て
く
る
「
ど
ん
ぐ
り
」
は
、
秋
の
深

ま
る
頃
に
、
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
、
カ
シ
の
木
の
あ
る

雑
木
林
に
行
く
と
、
た
く
さ
ん
見
か
け
る
先
っ
ぽ

の
と
が
っ
た
丸
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
と
て
も
可
愛

い
木
の
実
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
ど
ん
ぐ
り

に
は
、
大
き
な
丸
い
形
を
し
た
ク
ヌ
ギ
の
ど
ん
ぐ

り
や
、
ク
ヌ
ギ
と
比
べ
る
と
ち
ょ
っ
と
細
長
い
コ

ナ
ラ
の
ど
ん
ぐ
り
な
ど
が
あ
り
、
私
た
ち
に
は
と

て
も
身
近
な
親
し
み
や
す
い
木
の
実
で
す
。　

　

こ
の
ど
ん
ぐ
り
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
童

話
に
も
時
々
出
て
き
て
、
読
む
人
を
喜
ば
せ
て
く

れ
ま
す
。
宮
沢
賢
治
の
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
の

よ
う
に
、
ど
ん
ぐ
り
が
人
間
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
て
、
話
の
中
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
面
白
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
か
わ
い
が
る
」

と
い
う
俳
句
を
見
る
と
、
悠
聖
さ
ん
が
ど
ん
ぐ
り

た
ち
と
と
て
も
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
姿
が
浮
か
び

上
が
り
、
私
た
ち
も
そ
の
中
に
入
っ
て
一
緒
に
遊

ん
で
み
た
く
な
り
ま
す
。
そ
の
楽
し
い
遊
び
は
、

童
謡
の
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
に
も
広
が
り
「
ど

ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
ど
ん
ぶ
り
こ　

お
い
け
に
は

ま
っ
て　

さ
あ
た
い
へ
ん　

ど
じ
ょ
う
が
で
て
き

て　

こ
ん
に
ち
は　

ぼ
っ
ち
ゃ
ん
い
っ
し
ょ
に
あ

そ
び
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
童
謡
の
世
界
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
俳
句
で
も
、
悠
聖
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
と
っ

て
か
わ
い
が
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
ど
ん
ぐ
り
を

弟
の
よ
う
に
可
愛
が
る
様
子
が
浮
ん
で
き
て
読
む

人
の
心
を
温
か
く
包
ん
で
く
れ
ま
す
。
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悠
聖
さ
ん
は
小
学
一
年
生
で
す
の
で
、
学
校
の
中

で
は
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
、
ど
ん
ぐ
り
の
よ
う
に

優
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。

朗
人
賞

春
の
池
弾
む
水
音
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ

　

玖
珠
町
立
く
す
星
翔
中
学
校　

３
年	

　

佐
藤 

愛
香

 　

こ
の
俳
句
は
「
春
の
池
」
と
い
う
季
語
が
大
き
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
夏
の
池
で
も
秋
の
池
で
も
、

ま
し
て
や
冬
の
池
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
が
明
け
て

暖
か
く
な
り
、
生
き
て
い
る
も
の
が
み
ん
な
目
覚
め

始
め
る
、
ま
さ
に
「
春
の
池
」
な
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
上
五
に
置
か
れ
て
い
る
「
春
の
池
」
を

目
に
し
て
、
真
っ
先
に
「
は
る
に
な
れ
ば　

し
が
こ

も
と
け
て　

ど
じ
ょ
っ
こ
だ
の　

ふ
な
っ
こ
だ
の　

よ
る
が
あ
け
た
と　

お
も
う
べ
な
」
と
い
う
歌
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
弾

む
水
音
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
と
い
う
弾
ん
だ
フ
レ
ー
ズ
に

広
が
り
、
私
た
ち
を
楽
し
く
春
の
池
で
遊
ば
せ
て
く

れ
ま
す
。「
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」と
い
う
弾
ん
だ
音
は
、「
春

の
池
」
に
生
き
る
生
き
物
た
ち
と
共
に
楽
し
く
遊
ぶ

愛
香
さ
ん
の
姿
に
も
広
が
り
、
楽
し
く
弾
ん
で
踊
っ

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
て
き
ま
す
。
春
の
池
に
弾
む

水
音
を
「
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
と
受
け
止
め
た
と
こ
ろ
に
、

愛
香
さ
ん
の
詩
人
と
し
て
の
感
性
が
見
ら
れ
、
と
て

も
印
象
的
で
す
。

　
「
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
と
い
う
よ
う
な
音
の
表
現
を
、

詩
や
俳
句
で
は
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
と
言
う
の
で
す

が
、こ
こ
で
は
そ
の
「
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
が
、「
春
の
池
」

と
と
て
も
よ
く
響
き
合
い
、
春
が
来
て
弾
ん
で
い
る

愛
香
さ
ん
の
楽
し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

紘
文
賞

宿
題
も
課
題
も
あ
と
で
十
三
夜

　

中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校　

２
年	

　

齊
藤 　

菫

　　

こ
の
俳
句
は
「
十
三
夜
」
と
い
う
美
し
い
秋
の
季

語
が
主
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の「
十
三
夜
」と
は
、

陰
暦
の
九
月
十
三
日
の
夜
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ

の
日
の
夜
に
見
ら
れ
る
月
の
こ
と
も
言
い
ま
す
。
陰

暦
の
八
月
十
五
夜
に
見
ら
れ
る
満
月
を
名
月
と
言
い

ま
す
が
、
次
の
九
月
に
見
ら
れ
る
十
五
夜
の
満
月
の

二
夜
前
の
欠
け
た
月
の
こ
と
を
「
十
三
夜
月
」
と
言

う
の
で
す
。
盆
の
月
、
中
秋
の
名
月
に
次
ぐ
、
こ
の

秋
最
後
の
美
し
い
月
で
あ
る
こ
と
か
ら「
名
残
の
月
」

と
か「
後
の
月（
の
ち
の
つ
き
）」な
ど
と
も
呼
ば
れ
、

豆
や
栗
な
ど
を
お
供
え
す
る
こ
と
か
ら
豆
名
月
、
栗

名
月
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
宿
題
も
課
題
も
あ
と
に
す
る
」
こ
と
が
、
今
年

最
後
の
月
を
愛
で
る
「
十
三
夜
の
月
」
と
重
な
る
と
、

味
わ
い
は
い
っ
そ
う
深
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
満
月
の
二
日
前
の
ま
だ
少
し
欠
け
た
所
の
あ
る

「
十
三
夜
月
」
と
も
響
き
合
い
ま
す
。
そ
れ
は
宿
題

や
課
題
も
あ
と
回
し
に
し
て
も
見
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
「
十
三
夜
」
の
美
し
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
油
断
を
す
る
と
毎
日
同
じ
よ

う
に
心
に
留
め
る
こ
と
も
な
く
過
ご
し
て
し
ま
う
の

で
す
が
、
実
は
一
日
一
日
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
か

け
が
え
の
な
い
今
日
の
一
日
な
の
で
す
。
俳
句
の
中

で
出
会
う
「
十
三
夜
」
は
、自
然
の
営
み
の
中
で
「
そ

の
日
し
か
な
い
一
日
」
と
し
て
、
私
た
ち
に
一
日
一

日
の
大
切
さ
を
し
み
じ
み
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

桂
一
賞

ぞ
う
の
は
な
え
さ
を
も
ち
上
げ
秋
の
空

　

大
分
市
立
大
在
小
学
校　

２
年	

　

林　

 

叶
翔

　

こ
の
俳
句
は
、
象
が
あ
の
独
特
な
長
い
鼻
を
使
っ

て
持
ち
上
げ
な
が
ら
餌
を
食
べ
る
姿
を
見
て
、
そ
の

し
ぐ
さ
に
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い

る
こ
と
を
と
て
も
素
直
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
鼻
を

上
手
に
使
っ
て
餌
を
空
に
向
か
っ
て
高
く
持
ち
上
げ

る
の
は
、
側
で
見
て
い
な
い
と
気
づ
く
こ
と
の
で
き

な
い
象
だ
け
の
特
徴
で
す
。「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」

と
も
言
い
ま
す
の
で
、
象
も
食
欲
が
旺
盛
で
、
絶
え

間
な
く
餌
を
鼻
で
持
ち
上
げ
な
が
ら
口
に
運
び
、
一

生
懸
命
に
食
べ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。こ
こ
で
の「
秋

の
空
」
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
秋
の
空
は
、
こ
の
俳
句
で
は
「
食
欲
の
秋
」

と
言
う
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
秋
の
季
語
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
の
で
、
夏
の
空
で
も
冬
の
空
で
も
春
の
空

で
も
な
い
象
の
食
欲
を
そ
そ
る
、
高
く
澄
み
き
っ
た

秋
の
空
な
の
で
す
。
ち
な
み
に
秋
の
空
と
言
う
季
語

は
、
天
高
く
澄
み
き
っ
た
空
を
言
い
、
台
風
の
後
な

ど
か
ら
り
と
晴
れ
上
が
り
、
爽
や
か
な
食
欲
を
誘
う

空
と
な
り
ま
す
。

　

俳
句
で
は
、
季
語
は
と
て
も
大
切
な
働
き
を
し
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
に
季
語
の
特
徴
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
て
使
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
こ
の
俳
句
は
、「
秋
の
空
」

で
一
句
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら

い
季
語
が
よ
く
働
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
こ
で

の
「
秋
の
空
」
は
、
他
の
ど
の
よ
う
な
言
葉
に
も
置

き
換
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
他
の

ど
の
よ
う
な
言
葉
に
も
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
の
こ
と
を
、
俳
句
で
は
「
言

葉
が
動
か
な
い
」
と
言
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
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大
分
県
知
事
賞 （
小
学
生
の
部
）

こ
い
の
ぼ
り
世
界
の
平
和
見
つ
め
て
る

　

鳥
取
市
立
美
保
小
学
校　

３
年	

　

大
山 

凛
恩

　

こ
の
俳
句
は
「
世
界
の
平
和
」
が
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
報
道
で
も
、
連
日
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
東
の
ガ
ザ
地
区
な
ど
で

見
る
に
堪
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
無
惨
な
戦
争
の
現
実

が
、
日
々
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
争

を
、
世
界
の
人
々
は
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
見
つ

め
て
い
ま
す
。
そ
の
「
戦
争
と
平
和
」
を
、
こ
い
の

ぼ
り
と
共
に
空
高
く
見
つ
め
て
い
る
の
で
す
。　

　

こ
の
俳
句
で
は
、
最
初
の
五
音
に
屋
根
よ
り
高
い

「
こ
い
の
ぼ
り
」
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
「
こ
い
の

ぼ
り
」
は
、
男
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て
、

五
月
五
日
の
子
供
の
日
（
端
午
の
節
句
）
に
立
て
る

鯉
の
形
を
し
た
「
の
ぼ
り
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

生
命
力
の
強
い
鯉
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
男
の
子

も
、
平
和
な
世
界
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
た
く
ま
し

く
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

大
空
に
泳
が
せ
る
の
で
す
。

　

こ
の
俳
句
は
、
こ
の
「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
五
音
で

い
っ
た
ん
切
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
俳
句
で
は
「
切

れ
」
と
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
大
空
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」

が
泳
い
で
い
る
風
景
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
、
そ
こ

で
切
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
風
景
の
中
で
、「
世

界
の
平
和
見
つ
め
て
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
出
て

き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
上
五
に
「
切
れ
」
が
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
「
世
界
の
平
和
見
つ
め
て
る
」

の
を
「
こ
い
の
ぼ
り
だ
け
で
あ
る
」
と
短
絡
的
に
結

び
つ
け
て
読
む
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
俳
句
と
し
て

は「
世
界
の
平
和
見
つ
め
て
る
」の
は
、作
者
で
あ
り
、

作
者
に
つ
な
が
る
多
く
の
人
々
と
読
む
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
中
に
は
「
こ
い
の

ぼ
り
」
も
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
読
ん
で
く

る
と
、
こ
の
俳
句
は
世
界
中
の
人
々
の
平
和
へ
の
思

い
を
、包
み
込
む
よ
う
に
大
き
く
広
が
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
二
〇
二
四
年
に
は
日
本
被

団
協
（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
）
の
「
世

界
の
平
和
を
見
つ
め
る
願
い
」
は
世
界
の
人
々
に
認

め
ら
れ
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
い

の
ぼ
り
に
託
し
て
見
つ
め
続
け
て
き
た
世
界
平
和
の

願
い
は
今
、
世
界
中
の
人
々
の
願
い
と
な
っ
て
大
空

を
泳
ぎ
続
け
て
い
る
の
で
す
。　

大
分
県
知
事
賞 （
中
学
生
の
部
）

炎
天
下
そ
れ
で
も
走
る
駅
伝
部

　

臼
杵
市
立
東
中
学
校 

３
年	

川
邊 

虎
次
郎

　

こ
の
俳
句
は
、
真
夏
の
太
陽
の
照
り
つ
け
る
中
で

駅
伝
部
の
部
員
た
ち
が
、
猛
暑
に
も
負
け
ず
に
駅
伝

の
練
習
を
し
て
い
る
真
剣
な
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
特
に
、「
そ
れ
で
も
走
る
」
と
言
う
中
七

の
フ
レ
ー
ズ
が
、「
炎
天
下
」
と
言
う
季
語
の
働
き

を
受
け
て
、
練
習
に
取
り
組
む
一
人
一
人
の
真
剣
な

姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
選
手
た
ち
の
噴
き
出
し
て

い
る
汗
ま
で
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
の「
炎

天
」
と
言
う
季
語
は
、
太
陽
の
日
差
し
が
強
く
、
焼

け
付
く
よ
う
な
真
夏
の
空
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
一

方
「
炎
天
下
」
と
は
、
そ
の
炎
天
の
下
の
こ
と
で
、

焼
き
付
け
る
強
い
太
陽
の
日
差
し
の
下
の
こ
と
に
な

り
、「
炎
天
」
と
は
異
な
り
駅
伝
部
が
練
習
を
し
て

い
る
地
上
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ

の
俳
句
で
は
、
練
習
を
し
て
い
る
駅
伝
部
に
焦
点
を

絞
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
練

習
に
打
ち
込
む
一
人
一
人
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
た

す
き
の
受
け
渡
し
の
場
面
ま
で
読
む
人
に
想
像
さ
せ

て
く
れ
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
「
駅

伝
部
」
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
で
の
駅
伝
と
言
う
競

走
は
、
各
走
者
が
競
技
用
の
「
た
す
き
」
を
身
に
着

け
て
ス
タ
ー
ト
し
、「
中
継
所
」ま
で
の
区
間
を
走
り
、

次
の
区
間
の
走
者
に
た
す
き
を
渡
し
、
チ
ー
ム
と
し

て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
各
走
者
が
走
る
距
離
や

総
距
離
、
区
間
数
の
組
み
合
わ
せ
は
、
駅
伝
の
競
技

大
会
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
駅
伝
は
日
本
独
特
の
も
の
で
、
古
く
は
日
本

書
紀
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
昔
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
も
の
で
す
。
近
年
ま
で
は
日
本
で
し
か
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
で
は
ハ
ワ
イ
、
グ
ア

ム
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
駅
伝
が
俳
句
の
中

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
全
国
児
童
生
徒

俳
句
大
会
と
し
て
も
、
と
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。　
　

大
分
県
知
事
賞 （
高
校
生
の
部
）

医
学
部
か
経
済
学
部
か
蝌
蚪
の
国

　

鶯
谷
高
等
学
校 　

２
年	

　

杉
山 

慶
多

　

こ
の
俳
句
は
、
眼
前
の
「
蝌
蚪
の
国
」
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
蝌
蚪
の
国
」
と
言
う
の

は
、
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、俳
句
で
は
時
々
出
て
き
ま
す
。
ま
ず
「
蝌
蚪
（
か

と
）」
と
は
、
古
い
中
国
か
ら
来
た
言
葉
で
、
一
般

的
に
は
「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
た
く
さ
ん
群
れ
て
泳
い
で
い
る

の
で
、
そ
れ
を
一
つ
の
国
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
見

立
て
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は 

卵
か
ら
尾
を
振
っ
て
飛
び
出
す
と
き
、
卵
の
中
で
一

括
り
に
さ
れ
て
い
た
一
匹
一
匹
が
独
立
し
て
い
く
よ
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う
に
見
え
る
の
で
、
あ
の
無
数
に
も
見
え
る
大
き
な

群
れ
は
、
俳
人
に
は
一
つ
の
国
の
よ
う
に
見
え
た
の

で
し
ょ
う
。

　

慶
多
さ
ん
は
、
そ
の
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
見
つ
め

て
い
る
と
、
私
た
ち
と
同
じ
人
間
の
よ
う
に
見
え
て

き
た
の
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
慶
多
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
進
路
に
悩
む
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
も
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
こ
で
は
「
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
の
群
れ
」
で
は
な
く
、
敢
え
て
「
蝌
蚪
の
国
」
と

言
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
群
れ
て
騒
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
た
ち
を
、
慶
多
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
進
路
を
「
医
学
部
か
経
済
学
部
か
」
と

真
剣
に
議
論
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
う
見

え
始
め
た
と
き「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
群
れ
」は「
蝌

蚪
の
国
」
と
言
う
言
葉
に
変
化
し
て
き
た
の
で
す
。

　
大
分
県
教
育
長
賞 （
小
学
生
の
部
）

啄
木
鳥
や
樹
木
の
命
を
守
る
医
者

　

台
湾 

崇
華
小
学
校  

３
年	

　

吳　

 

祐
安

　
「
啄
木
鳥
（
き
つ
つ
き
）」
と
は
、
く
ち
ば
し
で
樹

の
幹
を
つ
つ
き
、
樹
の
皮
の
下
や
樹
の
芯
に
い
る
虫

を
食
べ
る
キ
ツ
ツ
キ
科
の
小
げ
ら
、
青
げ
ら
、
赤
げ

ら
な
ど
の
鳥
の
こ
と
を
ま
と
め
て
言
い
ま
す
。
木
を

つ
つ
く
の
で
「
き
つ
つ
き
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
で
、

漢
字
で
は
「
啄
木
鳥
」
と
書
い
た
り
「
木
突
」
と
書

い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
秋
の
終

わ
り
頃
に
雑
木
林
な
ど
に
い
て
目
に
付
く
色
と
、
餌

を
採
る
と
き
の
木
を
つ
つ
く
音
に
特
徴
の
あ
る
鳥
で

す
。
最
近
は
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
森
の
中
に
入
っ
て
散
策
を
し
て

い
る
と
時
々
見
か
け
ま
す
。
こ
の
俳
句
で
は
、
こ

の
啄
木
鳥
を
「
樹
木
の
命
を
守
る
医
者
（
樹
木
医
）」

と
重
ね
て
み
て
い
る
と
こ
ろ
に
祐
安
さ
ん
の
独
特
な

見
方
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
言
う
樹
木
の
命
を
守
る
樹
木
医
と
は
、「
樹

木
の
調
査
・
研
究
、
診
断
・
治
療
、
公
園
緑
地
の
計

画・設
計・設
計
監
理
な
ど
を
通
し
て
、樹
木
の
保
護・

育
成
・
管
理
や
倒
木
な
ど
に
よ
る
人
的
・
物
損
被
害

の
抑
制
、
後
継
樹
の
育
成
、
樹
木
に
関
す
る
知
識
の

普
及
・
指
導
な
ど
を
行
う
専
門
家
」
の
こ
と
を
言
い

ま
す
が
、
こ
の
俳
句
で
は
、
啄
木
鳥
が
樹
木
医
の
働

き
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
立
て
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
俳
句
を
読
ん
で
、
台
湾
で
も
身
の
回
り
の
豊
か
な

緑
を
「
文
化
財
」
と
し
て
守
る
環
境
運
動
が
根
付
い

て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
共
感
し

私
た
ち
に
も
励
み
に
な
り
ま
す
。　
　

大
分
県
教
育
長
賞 （
中
学
生
の
部
）

う
と
う
と
と
が
ん
ば
る
姉
の
夜
学
か
な

　

古
賀
市
立
古
賀
東
中
学
校 

１
年	

　

佐
伯 

柚
葉

　

こ
の
俳
句
は「
夜
学
」と
言
う
季
語
が
俳
句
の
テ
ー

マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
学
と
は
、
定
時
制
の
高

校
、
大
学
等
で
夜
間
に
学
ぶ
こ
と
を
言
い
ま
す
。
本

来
夜
学
そ
の
も
の
に
は
季
節
感
は
な
い
の
で
す
が
、

夕
刻
か
ら
一
つ
の
灯
に
集
ま
っ
て
学
ぶ
も
の
で
す
か

ら
「
灯
火
親
し
む
夜
長
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
落
ち
着
い
て
勉
強
す
る
に
は
秋
が
適
し
て
い
る

の
で
、
俳
句
で
は
「
秋
の
季
題
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

柚
葉
さ
ん
は
中
学
一
年
生
で
す
の
で
、
こ
の
俳
句

に
出
て
く
る
お
姉
さ
ん
は
高
校
生
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
お
姉
さ
ん
は
夜
遅
く
ま
で
学
校
で
学
び
、
そ
れ

か
ら
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、「
う
と
う
と
と
し
な
が

ら
」
頑
張
っ
て
勉
強
を
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
俳

句
で
は
、
お
姉
さ
ん
の
頑
張
る
姿
を
温
か
い
目
で
見

つ
め
て
い
る
柚
葉
さ
ん
の
姿
も
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
青
年
期
に
成
長
し
て
い
る
二
人
の
き
ょ

う
だ
い
愛
も
伝
わ
っ
て
き
て
、
改
め
て
家
庭
生
活
の

中
で
の
き
ょ
う
だ
い
の
関
わ
り
の
重
要
さ
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。　

　

こ
の
俳
句
で
は
、「
う
と
う
と
と
」
と
言
う
お
姉

さ
ん
の
細
か
い
描
写
が
、お
姉
さ
ん
へ
の
深
い「
き
ょ

う
だ
い
愛
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
俳

句
で
は
、
短
い
言
葉
で
も
人
間
の
豊
か
な
心
を
深
く

描
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。　

大
分
県
教
育
長
賞 （
高
校
生
の
部
）

ラ
ム
ネ
瓶
し
ゅ
わ
っ
と
夏
が
始
ま
っ
た

　

徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校 

３
年	

　

髙
田 

匠
輔

　

こ
の
俳
句
は
「
ラ
ム
ネ
瓶
」
と
言
う
夏
を
象
徴
す

る
季
語
が
俳
句
の
中
心
に
な
っ
て
、
最
も
夏
ら
し
い

感
動
を
表
現
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
の
ラ
ム
ネ
と
は
、

レ
モ
ン
の
香
り
や
甘
味
を
炭
酸
水
に
加
え
た
炭
酸
飲

料
の
一
つ
で
す
。
瓶
の
口
に
ガ
ラ
ス
の
ビ
ー
玉
が
栓

の
代
わ
り
に
は
め
ら
れ
て
お
り
、
飲
む
と
き
は
瓶
の

中
に
こ
れ
を
押
し
込
ん
で
飲
み
ま
す
。
こ
の
ラ
ム
ネ

玉
を
押
し
込
む
と
き
に
独
特
な
「
し
ゅ
わ
っ
」
と
言

う
音
を
立
て
る
の
で
す
。
こ
の
俳
句
で
は
、
ラ
ム
ネ

好
き
な
人
に
と
っ
て
は
、
た
ま
ら
な
い
心
地
の
良
い

「
し
ゅ
わ
っ
」と
言
う
一
瞬
の
爽
快
な
音
を
切
り
取
っ

て
、一
句
に
仕
立
て
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
俳
句
が「
瞬

間
の
文
学
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。
こ
の
切
り
取

ら
れ
た
一
瞬
は
、「
夏
が
始
ま
っ
た
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
で
永
遠
の
時
間
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
「
し
ゅ
わ
っ
」
と
い
う
音
は
読
む
人
に
も
そ

の
経
験
を
引
き
出
し
、
共
感
を
誘
う
の
で
す
。　
　
　

　

俳
句
で
は
一
般
的
に
「
ラ
ム
ネ
瓶
」
と
「
夏
が
始
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ま
っ
た
」
の
よ
う
な
二
つ
の
季
語
が
重
な
る
こ
と
を

嫌
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
ラ
ム
ネ
瓶

し
ゅ
わ
っ
と
」
が
一
気
に
「
夏
が
始
ま
っ
た
」
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
季
重
な
り
が
む
し
ろ
有
効

に
働
い
て
、
夏
の
始
ま
る
一
瞬
を
鮮
や
か
に
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。　

玖
珠
町
長
賞 （
小
学
生
の
部
）

サ
ン
グ
ラ
ス
め
が
ね
の
形
で
日
や
け
し
た

　

玖
珠
町
立
森
中
央
小
学
校  
４
年	

　

山
口 

市
路

　　

こ
の
俳
句
は
「
サ
ン
グ
ラ
ス
」
が
主
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
太
陽
の
日
差
し
の
強
い
中
、
サ
ン
グ
ラ
ス

を
か
け
て
い
た
ら
、
そ
の
サ
ン
グ
ラ
ス
の
あ
と
が
日

焼
け
と
し
て
残
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
サ

ン
グ
ラ
ス
と
言
う
言
葉
が
、
季
語
と
し
て
し
っ
か
り

と
位
置
付
い
て
市
路
さ
ん
の
日
焼
け
し
た
姿
を
描
き

出
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
グ
ラ
ス
は
一
般
的
に
は
、
屋
外
で
の
強
烈
な

太
陽
の
光
線
に
対
し
て
目
の
保
護
の
た
め
に
使
わ
れ

る
も
の
で
、
黒
い
色
で
日
差
し
を
避
け
る
よ
う
に
加

工
し
た
め
が
ね
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と

し
て
も
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
路
さ
ん
は
、

「
め
が
ね
の
形
に
日
焼
け
し
た
」
と
言
う
こ
と
で
す

の
で
、
か
な
り
長
い
間
強
い
日
差
し
の
中
に
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、

真
夏
の
太
陽
の
中
で
す
の
で
、
海
水
浴
に
出
か
け
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

市
路
さ
ん
は
小
学
四
年
生
で
す
の
で
、
日
常
の
生

活
の
中
で
は
、
そ
ん
な
に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る
機

会
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
し

た
と
き
に
「
め
が
ね
の
形
に
日
焼
け
し
て
い
る
」
自

分
の
顔
を
鏡
で
見
て
び
っ
く
り
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
市
路
さ
ん
の
そ
の
時
の
驚
き
が
、

そ
の
ま
ま
こ
の
一
句
に
な
っ
て
読
む
人
に
と
て
も
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
俳
句
は
、
そ
こ
で
感
じ

た
感
動
を
具
体
的
に
目
に
見
え
る
よ
う
に
言
葉
で
表

現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

玖
珠
町
長
賞 （
中
学
生
の
部
）

美
し
い
君
の
ま
つ
げ
に
積
も
る
雪

　

玖
珠
町
立
く
す
星
翔
中
学
校 

１
年	

　

穴
井 

美
楽

　

こ
の
俳
句
は
「
ま
つ
げ
に
積
も
っ
て
い
る
雪
」
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
と
対
象
物
の
小
さ

い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
俳
句
は
、
こ
れ
ま
で

四
十
二
回
の
入
選
作
品
の
中
で
も
、
最
も
小
さ
な
も

の
を
描
い
て
い
る
俳
句
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
小
さ
い
ま
つ
げ
に
積
も
る
雪
が
、
読
者
に

し
っ
か
り
と
見
え
て
き
ま
す
。そ
し
て
そ
の
映
像
が
、

美
し
い
君
を
い
っ
そ
う
際
立
て
て
い
る
の
で
す
。　
　
　

　

一
般
的
に
は
、
俳
句
の
中
で
「
美
し
い
」
と
言
う

言
葉
を
そ
の
ま
ま
使
う
と
、
逆
に
美
し
さ
が
見
え
に

く
く
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
俳
句
で

は
「
ま
つ
げ
に
積
も
る
雪
」
の
よ
う
に
、
細
か
く
し

か
も
具
体
的
に
雪
に
焦
点
を
当
て
て
描
き
ま
し
た
の

で
、「
君
の
美
し
さ
」
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
「
美
し
い
君
」
と
言
う
抽
象
的

な
言
葉
が
、
具
体
的
な
人
間
の
姿
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。　

　

こ
こ
に
出
て
く
る
「
雪
」
は
、
詩
歌
の
中
に
「
雪

月
花
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
数
多
く
あ
る

日
本
の
季
語
の
中
で
も
取
り
分
け
大
切
な
も
の
と
し

て
、古
く
か
ら
日
本
人
に
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
雪
の
俳
句
は
数
え
切
れ
な
い
程
た
く
さ
ん

の
人
が
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
君
の
ま
つ
げ
に
積

も
る
雪
」
と
言
う
俳
句
に
は
、
私
は
初
め
て
出
会
い

ま
し
た
。
美
楽
さ
ん
は
、
美
し
い
雪
の
降
る
中
で
、

日
本
人
が
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
俳
句
の
美
意

識
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
君
の
ま
つ
げ
に
積
も
る
雪
」

と
言
う
新
し
い
「
美
し
さ
」
を
発
見
し
た
の
で
す
。

玖
珠
町
長
賞 （
高
校
生
の
部
）

理
論
派
の
歴
史
教
師
の
夏
帽
子

　

湯
梨
浜
学
園
高
等
学
校 　

２
年	

　

岩
田 

侃
大

　

こ
の
俳
句
は
「
理
論
派
の
歴
史
教
師
」
と
言
う
固

い
言
葉
と
麦
わ
ら
帽
や
パ
ナ
マ
帽
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
「
夏
帽
子
」
と
い
う
柔
ら
か
い
言
葉
が
取
り
合

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
い
つ
も
授
業
を
受

け
て
い
る
身
近
な
教
師
を
「
理
論
派
の
歴
史
教
師
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
身
近
に
接
し
て
い

な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
言
葉
で
す
。
こ
こ
で
の
「
理

論
派
の
歴
史
教
師
」
と
は
、
と
て
も
短
い
言
葉
で
す

が
、
高
等
学
校
で
歴
史
を
教
え
る
教
師
に
は
ぴ
っ
た

り
の
言
葉
で
す
。
そ
こ
に
は
、
歴
史
上
の
事
件
の
年

月
日
な
ど
を
一
日
の
ズ
レ
も
無
く
把
握
し
て
い
て
、

事
件
と
事
件
の
関
連
性
な
ど
も
正
確
に
捉
え
て
、
そ

れ
を
高
校
生
に
も
分
か
る
よ
う
に
整
然
と
説
明
す
る

教
師
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

一
方
「
夏
帽
子
」
と
は
、
概
略
的
に
言
え
ば
夏
用

の
帽
子
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
直
射
日
光
や
紫
外
線

か
ら
の
日
焼
け
や
皮
膚
を
保
護
す
る
た
め
の
、
つ
ば

の
広
い
麦
わ
ら
帽
子
や
パ
ナ
マ
帽
、
か
ん
か
ん
帽
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、「
理

論
派
の
歴
史
教
師
」
と
「
夏
帽
子
」
の
取
り
合
わ
せ

に
は
、
少
な
か
ら
ず
違
和
感
が
漂
い
ま
す
。
こ
の
違

和
感
が「
理
論
派
の
歴
史
教
師
」と
い
う
固
い
イ
メ
ー

ジ
を
一
転
さ
せ
て
、
と
て
も
親
し
み
の
あ
る
ユ
ー
モ

ア
の
あ
る
教
師
を
思
い
浮
か
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
夏
帽
子
は
本
来
の
意
味
に
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加
え
て
人
間
味
を
も
醸
し
出
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
働
き
を
俳
句
で
は
「
取
り
合
わ
せ
の
働

き
」
と
言
っ
て
と
て
も
大
切
に
し
ま
す
。

玖
珠
町
議
会
議
長
賞
（
小
学
生
の
部
）

夏
の
海
か
が
や
い
て
い
る
沖
縄
だ

　

川
口
市
立
元
郷
南
小
学
校  

５
年	

　

廣
瀬 

麻
結

　

こ
の
俳
句
は
、「
沖
縄
の
夏
の
海
」
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
を
読
ん
で
、
私
は
真
っ

先
に
第
四
十
回
俳
句
大
会
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
長
瀬
み
ゆ
さ
ん
の
「
美
ら
海
の
平
和
を
祈
る

蝉
時
雨
」
と
い
う
俳
句
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
沖
縄

で
は
、
こ
の
「
美
し
い
海
」
の
こ
と
を
「
美
ら
の
海

（
ち
ゅ
ら
の
う
み
）」
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
「
美
ら

（
ち
ゅ
ら
）」
と
は
、「
美
し
い
、
清
ら
か
」
と
言
う

意
味
を
表
す
そ
う
で
す
。
沖
縄
の
海
は
青
く
青
く
、

ど
こ
ま
で
も
透
き
通
っ
て
い
て
、
異
次
元
の
美
し
さ

が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
か
が
や
い
て
い
る
」
と
言

う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
美
し
い
海
で
す
。
こ
の
「
か

が
や
い
て
い
る
沖
縄
の
夏
の
海
」
に
は
、
ま
た
私
た

ち
日
本
人
に
と
っ
て
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
悲

し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

こ
こ
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
か
が
や
く
夏
の
海
」
に

浮
か
ぶ
「
伊
江
島
」
で
は
、
一
九
四
五
年
四
月
十
六

日
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
て
、
家
ひ
と
つ
残
ら

な
い
よ
う
に
焼
き
尽
く
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
苛

烈
な
戦
争
で
、
島
の
人
た
ち
と
軍
人
お
よ
そ
約
三
，

五
〇
〇
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
米

軍
が
四
月
二
十
一
日
に
伊
江
島
を
攻
略
し
た
と
宣
言

し
た
後
も
、
島
の
住
民
は
ガ
マ
で
の
集
団
自
決
（
強

制
集
団
死
）に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
た
と
言
い
ま
す
。

（『
死
闘
伊
江
島
戦
』
琉
球
新
報
社
）　

　

こ
の
よ
う
に
沖
縄
で
の
戦
争
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
人
に
と
っ
て
、
沖
縄
の
「
か
が
や
い
て
い
る

美
し
い
海
」
は
、
そ
の
ま
ま
む
ご
い
戦
争
と
結
び

つ
い
て
し
ま
う
の
で
す
。
沖
縄
で
は
こ
の
戦
争
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
沖
縄
戦
が
事
実
上
終
結
し
た

一
九
四
五
年
六
月
二
十
三
日
を
「
沖
縄
忌
」
と
し
て
、

平
和
祈
念
の
式
典
も
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
下
五

の
「
沖
縄
だ
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
沖
縄
に
思
い
を

寄
せ
る
人
々
の
「
平
和
へ
の
願
い
」
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

玖
珠
町
議
会
議
長
賞 （
中
学
生
の
部
）

玄
関
で
母
に
つ
か
ま
る
カ
ブ
ト
ム
シ

　

品
川
区
立
伊
藤
学
園  

９
年	

　

奥
津 

太
郎

　

こ
の
俳
句
は
、
虫
好
き
の
少
年
・
少
女
に
と
っ
て

は
た
ま
ら
な
い
昆
虫
の
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
が
一
句
の

中
心
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
カ
ブ
ト

ム
シ
」
の
名
前
は
、
オ
ス
に
あ
る
一
対
の
格
好
い
い

角
が
侍
の
か
ぶ
っ
て
い
た
兜
の
飾
り
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
俳
句
に

出
て
く
る
漢
字
で
は
「
兜
虫
」
と
か
「
甲
虫
」「
独

角
仙
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
私
た
ち
が
身
近
で
見
か
け
る「
カ
ブ
ト
ム
シ
」

は
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
甲
虫
で
体
長
は
だ
い
た
い
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
形
は
縦
長
い

円
形
で
ふ
っ
く
ら
と
膨
ら
み
、
体
の
色
は
黒
褐
色
で

光
沢
を
帯
び
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
人
気
の
あ
る
オ

ス
の
頭
の
上
に
は
、
先
端
が
二
股
に
な
っ
た
Ｙ
字
形

の
魅
力
的
な
長
い
角
が
あ
り
ま
す
。
メ
ス
は
少
し
小

さ
め
で
角
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
虫
は
堆
肥
や
朽
ち
木

に
住
み
、
成
虫
に
な
る
と
夏
に
現
わ
れ
、
サ
イ
カ
チ

や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
樹
液
を
吸
い
に
来
ま
す
。こ
の「
カ

ブ
ト
ム
シ
」
が
、
太
郎
さ
ん
の
家
の
玄
関
に
来
て
母

に
つ
か
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、書
か
れ
て
い
る
事
柄
と
し
て
は「
カ

ブ
ト
ム
シ
が
お
母
さ
ん
に
つ
か
ま
っ
た
」
だ
け
の
こ

と
に
見
え
る
の
で
す
が
、
つ
か
ま
っ
た
も
の
が
「
カ

ブ
ト
ム
シ
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
太
郎
さ
ん
に
感
動
を

呼
び
起
こ
し
た
の
で
す
。
お
母
さ
ん
も
太
郎
さ
ん
が

関
心
を
持
っ
て
い
る
カ
ブ
ト
ム
シ
で
す
か
ら
、
特
別

な
思
い
を
持
っ
て
つ
か
ま
え
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

日
、
玄
関
に
カ
ブ
ト
ム
シ
が
飛
び
込
ん
で
き
た
こ
と

が
、
太
郎
さ
ん
一
家
に
と
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
俳
句

が
で
き
る
ほ
ど
の
大
き
な
事
件
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
に
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
と
言
う
俳
句
の
季
語
が
働

い
て
い
る
の
で
す
。　

玖
珠
町
議
会
議
長
賞 （
高
校
生
の
部
）

朝
顔
と
祖
母
の
微
笑
み
重
ね
浮
く

　

徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校  

３
年	

　

藤
見 

叶
星

　

こ
の
俳
句
は
、季
語
と
と
も
に
「
祖
母
の
微
笑
み
」

が
感
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
朝
、
特
別
に

鮮
や
か
に
咲
い
て
い
る
「
朝
顔
」
が
、
祖
母
の
微
笑

み
の
姿
を
誘
い
出
し
て
く
れ
、
し
み
じ
み
と
朝
顔
と

重
な
り
合
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
こ
の
一

句
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
出
て
く
る
朝
顔
と
は
、
秋
の
訪
れ
を
告
げ

る
花
で
「
秋
の
季
語
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
花
は
夜

明
け
前
に
開
い
て
、
昼
に
は
も
う
し
ぼ
ん
で
し
ま
う

印
象
的
な
花
で
、
日
本
人
は
こ
の
朝
顔
の
花
に
、
秋

の
訪
れ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
も
と
も

と
朝
顔
は
、
奈
良
時
代
に
遣
唐
使
に
よ
っ
て
薬
と
し

て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
江
戸
時
代
に
は
、
広
く
観
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
身
近
な
花
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
朝
顔
は
、
ち
ょ
う
ど
旧
暦
の
七
夕
の
頃

咲
く
の
で
、
牽
牛
星
に
ち
な
ん
で
「
牽
牛
花
（
け
ん
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ぎ
ゅ
う
か
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
朝
顔
と
祖
母
の
微
笑
み
が
重
な
る
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
叶
星
さ
ん
に
と
っ
て
祖
母
は
特
別
な
存

在
で
、
深
い
愛
情
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
小
学
生
の
頃
に
は
、
祖
母
の
大
好
き
だ
っ
た
朝

顔
を
一
緒
に
育
て
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、

朝
顔
日
記
な
ど
も
一
緒
に
書
い
て
い
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
祖
母
と
の
生
活
の
中
で
、
叶

星
さ
ん
も
祖
母
と
同
じ
よ
う
に
朝
顔
が
大
好
き
に
な

り
、
自
分
で
も
朝
顔
を
植
え
て
育
て
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
よ
う
な
こ
と
が
、

「
祖
母
の
微
笑
み
」
と
言
う
言
葉
と
「
微
笑
み
重
ね

浮
く
」と
言
う
愛
情
に
満
ち
た
言
葉
か
ら
想
像
さ
れ
、

私
た
ち
を
ほ
の
ぼ
の
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。　

 

玖
珠
町
教
育
長
賞 （
小
学
生
の
部
）

公
園
の
落
ち
葉
を
け
っ
て
逆
上
が
り

　

高
崎
市
立
城
東
小
学
校　

４
年	

　

関
川 

來
珠

　

こ
の
俳
句
は
、「
落
ち
葉
」
が
秋
の
季
語
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
來
珠
さ
ん
は
そ
の
落
ち
葉
の
降
り

積
も
る
中
で
、
落
ち
葉
を
蹴
っ
て
鉄
棒
の
逆
上
が
り

を
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
逆
上
が
り
は
、
鉄
棒
で

両
足
を
そ
ろ
え
て
伸
ば
し
た
ま
ま
前
に
上
げ
、
腕
の

力
を
使
っ
て
体
を
逆
さ
に
し
て
引
き
上
げ
る
技
で
す

が
、
鉄
棒
の
競
技
の
中
で
は
難
関
の
一
つ
で
、
苦
労

し
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
練

習
で
こ
の
コ
ツ
を
つ
か
む
と
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
嘘
の
よ
う
に
気
持
ち
よ
く
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
落
ち
葉
を
け
っ
て
逆
上

が
り
」
か
ら
逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ま

だ
間
も
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
表

現
か
ら
、
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
逆
上
が
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
胸
の
と
き
め
き
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
俳
句
で
、
逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
胸
の
ド
キ
ド
キ
が
、
こ
ん
な
に
も
強
く
私
た
ち
に

伝
わ
っ
て
く
る
の
は
、「
落
ち
葉
を
け
っ
て
」
と
い

う
言
葉
の
働
き
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

が
単
純
に
「
地
面
を
け
っ
て
」
と
い
う
表
現
に
な
っ

て
い
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
感
動
が
強
く
響
い
て
こ

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
俳
句
は
読
み
返
す
度
に
季

語
の
力
の
大
き
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
読
ん
で
く
る
と
、
こ
こ
で
の
落
ち
葉
は
、
食
欲

の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
き
て
、
來
珠
さ
ん
の
成
長
も

見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。　

玖
珠
町
教
育
長
賞 （
中
学
生
の
部
）

い
わ
し
雲
ホ
ウ
キ
で
散
ら
す
反
抗
期

  

多
気
町
松
阪
市
学
校
組
合
立
多
気
中
学
校 

３
年

	

　

山
田 　

凛

　

こ
の
俳
句
は
、
秋
の
象
徴
的
な
雲
で
あ
る
「
い
わ

し
雲
」
が
季
語
と
し
て
俳
句
の
中
心
を
な
し
て
い
ま

す
。
こ
の
い
わ
し
雲
と
は
、
秋
の
澄
ん
だ
空
に
斑
点

の
よ
う
に
、
ま
る
で
鰯
（
い
わ
し
）
が
群
れ
て
散
ら

ば
り
、
空
に
「
ホ
ウ
キ
で
散
ら
し
た
」
よ
う
に
広
が

る
雲
の
こ
と
で
、
魚
の
鱗
（
う
ろ
こ
）
に
も
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鱗
雲
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
鰯
雲
が
見
ら
れ
る
と
、
鰯
の
大
群
が
や
っ
て
き
て

大
漁
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鰯
雲
は

巻
積
雲
（
け
ん
せ
き
う
ん
）
の
こ
と
で
、
雲
自
体
は

氷
の
細
か
な
結
晶
で
出
来
て
お
り
、
高
度
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
か
ら
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ

ろ
に
発
生
し
ま
す
。
温
暖
前
線
や
熱
帯
低
気
圧
が
接

近
す
る
時
に
現
れ
る
た
め
、
天
候
の
悪
化
の
前
兆
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
俳
句
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
中
学

生
の
精
神
的
な
特
徴
と
し
て
の
「
反
抗
期
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
反
抗
期
と
は
、
思
春
期
の
子

ど
も
が
自
立
に
向
け
て
成
長
し
て
い
く
過
程
に
起
こ

る
矛
盾
や
葛
藤
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
た
め
に
、
外
部
に

対
し
て
反
抗
的
な
態
度
を
ぶ
つ
け
る
小
学
校
高
学
年

か
ら
高
校
生
に
な
る
ま
で
の
時
期
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　

こ
の
俳
句
で
は
、
こ
の
反
抗
期
の
心
の
状
態
を
ホ

ウ
キ
で
散
ら
す
い
わ
し
雲
に
ぶ
つ
け
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
は
実
際
に
体
験
し
て
い
る
凛
さ
ん
し
か
表
現
で

き
な
い
複
雑
な
気
持
ち
が
描
か
れ
て
い
て
、
読
む
人

の
共
感
を
呼
び
ま
す
。

玖
珠
町
教
育
長
賞 （
高
校
生
の
部
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
大
事
な
人
へ
と
編
む
マ
フ
ラ
ー

　

日
本
文
理
大
学
附
属
高
等
学
校 

１
年	

　

大
戸 

朝
陽

　

こ
の
俳
句
は
、「
大
事
な
人
へ
と
編
む
マ
フ
ラ
ー
」

が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
大

事
な
人
と
は
、
朝
陽
さ
ん
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
人

だ
ろ
う
と
思
い
を
巡
ら
せ
る
時
、「
編
む
マ
フ
ラ
ー
」

と
言
う
言
葉
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
手
編
み
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
思
う
よ
う

な
大
事
な
人
と
い
う
わ
け
で
す
。
大
事
な
人
と
言
葉

で
言
っ
て
し
ま
え
ば
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
が
、
そ
れ

に
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
が
く
っ
つ
い
て
く
る
と
、
そ

の
思
い
の
深
さ
は
具
体
的
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。　

　

マ
フ
ラ
ー
と
は
、 

首
周
り
に
巻
い
て
寒
さ
を
防
ぐ

防
寒
具
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
マ
フ
ラ
ー
を
大
事
な

人
へ
と
手
編
み
す
る
と
言
う
の
で
す
。
こ
こ
で
手
編

み
す
る
の
は
誰
か
と
考
え
る
と
、
そ
れ
は
一
義
的
に

は
朝
陽
さ
ん
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
「
大
事

な
人
」
へ
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
ま
す
。
そ
の
大
切
な

人
は
、
私
に
は
朝
陽
さ
ん
と
同
じ
世
代
の
異
性
の
よ
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う
な
感
じ
が
し
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
朝
陽
さ
ん

が
心
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
大
切
な
人
の
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
て
く
る
と
、
手
編
み
し
て
い
る
マ
フ

ラ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
の
輪
郭
ま
で
見
え
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
思
い
も
伝
わ
っ
て
き
て
私
た
ち
も
嬉
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
こ
の
俳
句
を
丁
寧
に
読
み
返
し

て
み
る
と
、
こ
の
大
事
な
人
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
、
兄
弟
姉
妹
と
も
読
め
て
き
ま
す
し
、
先
生
な
ど

の
恩
師
と
も
読
め
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
の

手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
に
は
そ
の
よ
う
に
想
像
を
広
げ

さ
せ
て
く
れ
る
不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。
俳
句
は

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
省
略
し
て
表
現
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
に
様
々
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特

性
も
あ
り
ま
す
。

大
分
県
俳
句
連
盟
会
長
賞 （
小
学
生
の
部
）

は
な
び
し
て
み
ん
な
で
あ
そ
ん
だ
ば
あ
ば
ん
ち 

　

飯
塚
市
立
鯰
田
小
学
校　

１
年	

日
髙 

け
ん
太

　

こ
の
俳
句
は
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
で
し
た
花
火
」
が

主
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
も「
ば
あ
ち
ゃ

ん
ち
」
で
し
た
と
言
う
こ
と
と
「
み
ん
な
で
遊
ん
だ
」

こ
と
に
特
別
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、

け
ん
太
さ
ん
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
て
お
り
、
今
も
ド

キ
ド
キ
し
て
い
る
の
で
す
。　

　
「
花
火
」
と
言
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
火
薬
を
組
み

合
わ
せ
、
夜
空
に
高
く
打
ち
上
げ
て
爆
発
の
際
の
光

の
色
や
音
を
楽
し
む
も
の
で
す
。
も
と
も
と
は
、
秋

祭
り
の
奉
納
と
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す

が
、こ
の
俳
句
の
最
初
に
出
て
く
る
「
は
な
び
」
は
、

「
は
な
び
し
て
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う

な
本
格
的
な
も
の
で
は
な
く
、
小
学
一
年
生
の
け
ん

太
さ
ん
も
皆
と
一
緒
に
で
き
る
よ
う
な
「
手
花
火
」

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
夜
空
に
上
が
る
大
き
な
花

火
は
美
し
い
け
れ
ど
も
、
見
る
だ
け
で
自
分
た
ち
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
で
し
た「
は

な
び
」
は
、
皆
が
一
人
一
人
自
分
の
手
で
持
っ
て
、

目
の
前
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
が
楽
し
い
の
で
す
。
そ
の
ド
キ
ド
キ
が
こ

の
俳
句
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ド
キ
ド
キ
に

は
、
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
そ
ば
で
一
緒
に
し

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
大
き
な
お
ま
け
も
つ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
こ
の
俳
句
で
は
、
普
通
の
文
章
で
は
「
ば
あ

ち
ゃ
ん
ち
で
み
ん
な
で
は
な
び
を
し
て
あ
そ
ん
だ
」

と
書
く
と
こ
ろ
を
「
は
な
び
し
て
み
ん
な
で
あ
そ
ん

だ
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
最
初
に
も
っ
て
き
て
、ひ
っ

く
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
を
俳
句
の
表
現
で

は
倒
置
法
と
言
う
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
、
け
ん

太
さ
ん
の
感
動
を
伝
え
る
大
き
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
感
動
を
他
人
に
伝
え
よ
う
と
す
る
と
俳

句
で
は
、
こ
の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
こ
と
を
教
え

ら
れ
ま
す
。

大
分
県
俳
句
連
盟
会
長
賞 （
中
学
生
の
部
）

ひ
ぐ
ら
し
の
声
を
す
り
抜
け
帰
路
に
つ
く

　

玖
珠
町
立
く
す
星
翔
中
学
校 

３
年	

　

秋
好 

泰
雅

　

こ
の
俳
句
は
、「
ひ
ぐ
ら
し
の
声
」
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
俳
句
の
意
味
は
、
そ
の
「
ひ
ぐ
ら

し
の
声
を
す
り
抜
け
る
よ
う
に
し
て
帰
路
に
つ
い

た
」
と
言
う
の
で
す
。
こ
こ
で
の
「
ひ
ぐ
ら
し
」
と

は
、
そ
の
名
前
の
通
り
、
明
け
方
や
夕
暮
れ
ど
き
に

鈴
を
振
る
よ
う
な
声
で
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
と
哀
し
げ
な

響
き
の
あ
る
声
で
鳴
く
蟬
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
カ

ナ
カ
ナ
カ
ナ
と
鳴
き
ま
す
の
で
「
か
な
か
な
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
他
の
多
く
の
蝉
は
夏
の

盛
り
に
鳴
き
ま
す
の
で
、「
夏
の
季
語
」
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
ひ
ぐ
ら
し
は
秋
の
初
め
に
鳴
き
始

め
ま
す
の
で
「
秋
の
季
語
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
俳
句
で
は
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
始
め
る
秋
の

初
め
の
季
節
感
を
う
ま
く
と
ら
え
て
「
ひ
ぐ
ら
し
の

声
を
す
り
抜
け
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
す

り
抜
け
」
と
言
う
描
写
が
、
ひ
ぐ
ら
し
の
声
と
響
き

あ
っ
て
、
泰
雅
さ
ん
の
帰
路
に
つ
く
様
子
を
見
事
に

言
い
当
て
て
い
ま
す
。
泰
雅
さ
ん
は
中
学
三
年
生
で

す
の
で
、
夏
休
み
も
終
わ
り
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
始
め

る
頃
は
、
受
験
の
た
め
の
勉
強
も
本
格
的
に
な
り
、

と
て
も
忙
し
く
な
り
ま
す
。
泰
雅
さ
ん
は
そ
の
忙
し

さ
の
中
で
、
学
校
か
ら
の
帰
路
に
つ
く
の
で
す
が
、

そ
の
受
験
勉
強
で
忙
し
い
自
分
の
姿
を
「
ひ
ぐ
ら
し

の
声
を
す
り
抜
け
」
と
表
現
し
た
の
で
す
。
俳
句
は

こ
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
普
段
の
日
常
生
活

の
中
に
あ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を
独
特
な
詩
的
感

性
で
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
的

な
俳
句
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

大
分
県
俳
句
連
盟
会
長
賞 （
高
校
生
の
部
）

水
槽
に
貼
り
付
く
額
め
だ
か
の
子

　

鶯
谷
高
等
学
校　

３
年	

廣
瀨 

も
も
こ

　

こ
の
俳
句
は
、
水
槽
の
中
を
泳
ぐ
金
魚
を
水
槽
に

額
を
貼
り
付
け
て
一
心
に
見
て
い
る
も
も
こ
さ
ん
の

姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
面
白
い
の
は
、
自
分

が
金
魚
を
見
て
い
る
姿
を
、
も
う
一
人
の
自
分
が
見

て
い
る
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
な
見
方
は
、
な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
見
事
に
で
き
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、も
も
こ
さ
ん
が
金
魚
を
見
て
い
る
姿
は
、

こ
の
俳
句
を
読
む
人
に
も
自
分
も
一
緒
に
見
て
い
る

よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現
の
仕
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方
を
俳
句
で
は
「
客
観
写
生
」
と
も
言
う
の
で
す
が
、

そ
の
こ
と
が
短
い
俳
句
に
お
い
て
は
と
て
も
大
切
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
、
こ
の
俳
句
は
私
た
ち
に
教

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
俳
句
で
も
、
日
髙
け
ん
太
さ
ん
の
「
は
な
び

し
て
み
ん
な
で
あ
そ
ん
だ
ば
あ
ば
ん
ち 

」
の
説
明

の
中
で
紹
介
し
た
倒
置
法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
作
者
の
も
も
こ
さ
ん
が
、
一
番
み
ん
な
に
伝

え
た
か
っ
た「
水
槽
に
貼
り
付
く
額
」を
最
初
に
も
っ

て
き
た
の
で
す
。
読
者
も
そ
れ
が
最
初
に
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
で
、
も
も
こ
さ
ん
の
感
動
が
と
て
も

強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
こ
の
倒
置
法
に
よ
っ

て
、
も
も
こ
さ
ん
も
自
分
の
額
に
つ
い
て
い
る
平
た

く
な
っ
た
「
水
槽
の
あ
と
」
に
び
っ
く
り
し
て
い
る

様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
は
も
も
こ
さ
ん
が
、

水
槽
か
ら
額
を
離
し
た
後
、
水
槽
の
硝
子
に
写
っ
て

い
る
自
分
の
顔
を
見
た
時
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
俳
句
の
最
初
に
置
か
れ
た
「
水

槽
に
貼
り
付
く
額
」
と
言
う
言
葉
は
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
次
々
に
私
た
ち
に
想
像
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。　

大
分
県
小
学
校
長
会
長
賞

信
長
が
好
き
な
干
し
柿
あ
と
い
っ
こ

　

小
樽
市
立
山
の
手
小
学
校 

４
年	

　

星　

 

環
汰

　

こ
の
俳
句
は
「
信
長
が
好
き
な
干
し
柿
」
と
言
う

フ
レ
ー
ズ
が
特
別
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
環
汰
さ

ん
は
、
織
田
信
長
も
干
し
柿
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
き
っ
と
環
汰
さ
ん
も

干
し
柿
が
好
き
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
俳
句
を
読
み
な
が
ら
、
私
は
テ
レ
ビ
で
放
送

し
て
い
る
「
博
士
ち
ゃ
ん
」
の
番
組
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
小
学
四
年
生
の
環
汰
さ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な

知
識
を
持
っ
て
い
る
の
は
尋
常
で
は
な
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。「
博
士
ち
ゃ
ん
」
の
番
組
に
で
て
く
る

歴
史
博
士
ち
ゃ
ん
は
、
大
人
の
人
が
知
ら
な
い
よ
う

な
細
か
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
私
た
ち
を
驚
か
せ
ま

す
が
、
織
田
信
長
が
干
し
柿
を
好
ん
で
い
た
と
い
う

よ
う
な
細
か
い
知
識
も
私
た
ち
を
驚
か
せ
ま
す
。
ち

な
み
に
石
田
三
成
も
柿
が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

歴
史
ド
ラ
マ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
よ
う
に
俳
句
と
し
て
出
て
き
て
も
信
長

の
干
し
柿
ほ
ど
に
は
驚
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

俳
句
に
は
、
こ
の
よ
う
に
深
い
知
識
に
よ
っ
て
感

動
を
共
有
す
る
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
芭
蕉
の
知
識
は

当
時
で
は
比
較
す
る
人
が
な
い
く
ら
い
広
く
て
深

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
の
も
と
に
多
く

の
人
が
集
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
知
識
に
も
魅

力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

も
う
一
つ
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
こ
の
俳
句
の
魅

力
に
、
最
後
の
五
音
の
「
あ
と
い
っ
こ
」
が
あ
り
ま

す
。
い
く
つ
か
の
干
し
柿
を
食
べ
て
い
て
、
あ
と
一

個
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
干
し
柿
の
存
在
感
へ
の
感
慨

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
あ
と
一
個
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
し
み
じ
み
と
干
し
柿
を
見
つ
め
て
い
る
の

で
す
。
そ
し
て
、「
干
し
柿
が
美
味
し
か
っ
た
な
あ
」

と
い
う
満
足
感
も
同
時
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

ら
の
感
慨
が
「
信
長
が
好
き
な
干
し
柿
」
と
言
う
言

葉
を
引
き
出
し
て
く
れ
こ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
一
句

に
な
っ
た
の
で
す
。　

大
分
県
中
学
校
長
会
長
賞

夏
休
み
平
和
の
鐘
が
鳴
り
響
く

　

筑
紫
野
市
立
筑
山
中
学
校　

２
年	
　

白
濱 

颯
琉

　　

こ
の
俳
句
は
「
平
和
の
鐘
が
鳴
り
響
く
」
と
い
う

特
別
な
音
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

分
県
で
は
、夏
休
み
の
「
八
月
六
日
」
の
原
爆
忌
に
、

全
県
一
斉
で
「
平
和
授
業
」
が
行
わ
れ
て
い
て
、
私

も
教
師
を
し
て
い
る
時
に
は
、
こ
の
「
平
和
授
業
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
俳
句
を
読
ん
で
、
そ

の
こ
と
を
真
っ
先
に
思
い
出
し
ま
し
た
。
筑
紫
野
市

で
は
、
夏
休
み
の
期
間
中
に
「
平
和
の
鐘
が
鳴
り
響

く
」
よ
う
な
平
和
へ
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
夏
休
み
の
八
月
は
、
そ
れ
ほ
ど
日
本

人
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
平

和
の
鐘
の
響
き
を
聞
き
な
が
ら
、
改
め
て
広
島
、
長

崎
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
の
こ
と
へ
思
い
を
つ
な
い

で
い
る
の
で
す
。　

　

最
近
の
報
道
で
は
連
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
中
東
の
ガ
ザ
地
区
と
無
惨
な
戦
争
の
現
実
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
争
の
現
実
を
前

に
、
世
界
の
人
々
の
祈
り
は
「
世
界
の
平
和
」
以
外

に
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
、
こ
こ
で
の
「
平
和
の

鐘
」
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
「
平
和
の
鐘
」
の
願
い
が
世
界
中
に
響
き

渡
れ
ば
、
平
和
へ
の
思
い
も
世
界
中
で
共
有
さ
れ
、

平
和
な
世
界
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
夢
で
は
な
く

な
っ
て
き
そ
う
で
す
。
私
た
ち
大
人
の
中
に
は
「
戦

争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
」
の
人
た
ち
が
、
戦
争
に

関
心
が
無
い
か
の
よ
う
に
言
う
人
が
い
ま
す
が
、
む

し
ろ
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
方
が
、
戦
争
や
原
爆
に

つ
い
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
す
。　

　
「
平
和
の
鐘
」
の
響
き
を
、
こ
の
よ
う
に
尊
く
聞

い
て
く
れ
る
中
学
生
が
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
よ

う
に
戦
争
と
平
和
の
問
題
を
、
後
の
世
に
語
り
継
い

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
大
人
に
と
っ
て
も
、
大

き
な
誇
り
に
な
り
ま
す
。
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大
分
県
立
学
校
長
協
会
賞

シ
ャ
ー
ペ
ン
を
返
せ
ぬ
ま
ま
に
夏
休
み

　

楊
志
館
高
等
学
校　

３
年	

久
保
田 

彩
花

  　

こ
の
俳
句
は
、
彩
花
さ
ん
の
「
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
返

せ
ぬ
ま
ま
に
」
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
心
の
わ
だ
か

ま
り
が
「
夏
休
み
」
と
言
う
楽
し
く
て
胸
の
膨
ら
む

季
語
に
出
会
っ
て
、
高
校
生
ら
し
い
心
の
と
き
め
き

を
生
み
出
し
、
こ
の
よ
う
な
心
の
内
面
を
描
く
俳
句

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
俳
句
は
こ
の
よ
う
に
、
何
で

も
な
い
よ
う
な
日
常
を
季
語
と
取
り
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
初
々
し
い
詩
心
を
育
て
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
読
む
人
は
、
作
者
が
高
校
三
年
生
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
く
る
と
、
こ
こ
で
の
微
妙
な
心
理
が

恋
心
に
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
言
う
よ
う
な
期
待

も
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　

さ
て
こ
こ
に
出
て
く
る
「
夏
休
み
」
で
す
が
、
こ

れ
は
単
な
る
夏
休
み
と
言
う
意
味
を
越
え
て
、
彩
花

さ
ん
に
と
っ
て
は
特
別
の
高
校
生
活
最
後
の
夏
休
み

を
意
味
し
ま
す
。
何
か
の
都
合
で
借
り
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
シ
ャ
ー
ペ
ン
で
す
が
、
こ
の
シ
ャ
ー
ペ

ン
も
、
高
校
三
年
の
今
を
考
え
る
と
特
別
な
意
味
を

持
っ
て
き
ま
す
。
返
し
て
し
ま
え
ば
二
人
の
関
係
も

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

で
も
や
は
り
返
さ
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
に
と
ま
ど
っ
て
い
る
間
に
、

高
校
生
活
最
後
の
大
切
な
夏
休
み
に
入
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。
も
し
夏
休
み
に
入
る
前
に

シ
ャ
ー
ペ
ン
を
返
し
て
、そ
こ
で
何
か
が
起
こ
れ
ば
、

高
校
生
活
最
後
の
夏
休
み
は
彩
花
さ
ん
に
と
っ
て
特

別
な
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。
こ
の
俳
句
に
は
、
そ
の

よ
う
な
高
校
三
年
生
の
物
語
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
、
と
て
も
魅
力
的
な
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

読
売
新
聞
社
賞

絵
手
紙
は
青
い
地
球
よ
し
ゅ
う
せ
ん
日

　

宇
佐
市
立
豊
川
小
学
校　

３
年	

小
野 

咲
結
季　

　

こ
の
俳
句
は
、
今
多
く
の
人
が
楽
し
む
絵
手
紙
が

俳
句
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。咲
結
季
さ
ん
は
、

そ
の
絵
手
紙
で
「
青
い
地
球
」
を
描
い
た
と
言
う
の

で
す
。
描
い
て
い
る
の
は
小
さ
な
絵
手
紙
で
す
が
、

そ
の
内
容
は
「
青
い
地
球
」
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
も
の
で
す
。
こ
こ
で
い
う
「
青
い
地
球
」
と
は
、

世
界
の
平
和
を
象
徴
し
人
類
の
未
来
の
理
想
を
表
し

て
い
ま
す
。
咲
結
季
さ
ん
は
、
そ
の
よ
う
な
「
青
い

地
球
」
を
絵
手
紙
で
描
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
日

は
ち
ょ
う
ど
「
し
ゅ
う
せ
ん
日
」
で
、
そ
の
「
し
ゅ

う
せ
ん
日
」
と
言
う
季
語
が
特
別
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。

　
「
し
ゅ
う
せ
ん
日
」
と
は
、
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
第
二

次
世
界
大
戦
が
終
了
し
、
そ
の
こ
と
を
天
皇
陛
下
が

全
国
民
に
玉
音
放
送
（
ぎ
ょ
く
お
ん
ほ
う
そ
う
）
で

伝
え
た
日
で
す
。
俳
句
の
季
語
と
し
て
は
「
終
戦
記

念
日
」
や
「
終
戦
忌
」「
敗
戦
忌
」
な
ど
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
あ
え
て
「
敗
戦
」
と
言
う
言
葉
を
避
け

て
「
八
月
十
五
日
」
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
俳
句
で
は
、「
し
ゅ
う
せ
ん
日
」
と
平
仮
名
で
書

い
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
思

い
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。「
し
ゅ
う
せ
ん

日
」
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
咲
結
季
さ
ん
は
、
そ
の

よ
う
な
思
い
を
「
青
い
地
球
」
で
統
一
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
を
絵
手
紙
に
心
を
込
め
て
描
い
た
の
で

す
。「
絵
手
紙
は
青
い
地
球
よ
」
と
言
う
時
の
「
よ
」

の
一
字
に
は
、
そ
の
よ
う
な
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。　
　
　

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
も
う
三
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦

争
も
一
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦

争
で
死
ん
で
い
く
人
の
数
や
負
傷
し
て
い
く
人
の
数

は
増
え
て
い
く
ば
か
り
で
す
。「
早
く
終
戦
を
」
と

願
い
、
平
和
な
「
青
い
地
球
」
を
取
り
戻
し
て
い
き

た
い
と
言
う
咲
結
季
さ
ん
の
願
い
が
、
一
日
も
早
く

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
と
私
た
ち
読
者
も
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
俳
句
の
特
性
と
そ
の
理
解

　

第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
の
入
賞
作

品
の
選
評
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
募
集
作
品
の
全
般

的
な
特
徴
と
と
も
に
、
一
一
，
〇
〇
〇
句
を
超
え
る

皆
さ
ん
の
作
品
を
選
句
し
、
選
評
を
書
い
て
い
く
中

で
気
づ
い
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
俳
句
を
作
る
こ
と
の
意
味
や

楽
し
く
俳
句
を
作
る
方
法
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

俳
句
を
楽
し
く
作
る
た
め
に　

　

毎
年
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
俳
句
大
会
に
た
く

さ
ん
の
作
品
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の

た
め
に
、
多
く
の
先
生
方
や
指
導
者
の
皆
さ
ん
が
、

俳
句
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
関
わ

り
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
個
性
を
認
め
、
良
さ

を
引
き
出
し
、
豊
か
な
感
性
を
育
み
な
が
ら
表
現
力

を
伸
ば
す
こ
と
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
達
と
と
も
に
改

め
て
、
私
た
ち
が
作
っ
て
い
る
俳
句
に
つ
い
て
、「
俳

句
と
は
何
か
」「
ど
う
す
れ
ば
上
手
く
俳
句
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
か
」「
俳
句
を
深
く
鑑
賞
す
る
に
は
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ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
言
う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
や
先
人
の
残
さ
れ
た
俳
句
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　

こ
こ
で
、
俳
句
を
作
る
こ
と
で
皆
さ
ん
と
共
通
理

解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
俳
句
は
長
い
歴
史
を
も
つ
文
学
作
品

と
い
う
特
性
か
ら
、
算
数
や
理
科
の
よ
う
に
何
か
一

つ
の
正
し
い
答
え
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
言
う
こ

と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
一
人
一
人
に
一
つ
一

つ
の
俳
句
に
対
す
る
考
え
方
や
俳
句
観
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
少
し
ず
つ
み
ん
な
違
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

俳
句
は
自
分
の
感
動
を
表
現
す
る

　
「
俳
句
と
は
こ
う
言
う
も
の
だ
か
ら
こ
の
よ
う
に

作
る
」
と
言
う
よ
う
な
固
定
的
な
考
え
方
を
し
た

り
、
人
に
押
し
つ
け
た
り
し
な
い
で
、
俳
句
に
向
か

う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
俳
句
を
作

る
と
き
に
は
、
十
七
音
で
作
る
こ
と
を
基
本
に
し
な

が
ら
、
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
な
ど
自
分
の
感
動
し

た
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
考
え
方
も
幅
広
く
受
け
入
れ
な
が
ら
俳

句
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。「
上

手
で
あ
る
と
か
、下
手
で
あ
る
」
と
か
「
俳
句
に
な
っ

て
い
る
と
か
、
な
っ
て
い
な
い
」
と
か
は
あ
ま
り
気

に
し
な
い
で
、
ま
ず
気
楽
に
自
由
に
考
え
て
俳
句
を

作
り
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
つ
ま
り
「
今
、
自

分
が
こ
こ
に
こ
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
全

身
で
感
じ
取
る
こ
と
が
、
俳
句
を
作
る
こ
と
の
出
発

点
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
自
分
が
今
、
人
間
と
し

て
何
か
を
見
て
、
何
か
に
触
れ
、
何
か
を
聞
き
、
何

か
を
味
わ
い
、
何
か
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
る
こ

と
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
の
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
中
に
自
分
の
想
い
が
湧
い
て

く
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
想
い

が
、
十
七
音
と
い
う
限
ら
れ
た
言
葉
に
な
っ
て
立
ち

上
が
っ
て
き
ま
す
。
疑
い
な
く
自
分
が
一
人
の
人
間

と
し
て
こ
こ
に
生
き
て
い
る
と
い
う
証
が
、
十
七
音

の
言
葉
と
し
て
花
開
い
て
く
る
の
で
す
。百
人
百
様
、

そ
れ
ぞ
れ
の
顔
が
違
う
よ
う
に
、
同
じ
も
の
に
接
し

て
い
て
も
人
の
想
い
は
そ
れ
ぞ
れ
百
様
の
花
に
な
っ

て
開
く
の
で
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
言
葉
で
表
す
こ
と

も
で
き
れ
ば
、う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
心
配
し
な
い
で
、
そ
れ
を
今
の
自
分
の
言
葉
で

書
き
留
め
て
お
く
の
で
す
。
上
手
に
言
え
た
時
よ
り

上
手
に
言
え
な
か
っ
た
時
の
方
が
、
俳
句
と
し
て
は

心
が
こ
も
り
、
読
ん
で
く
れ
る
人
の
心
に
素
直
に
伝

わ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
俳
句
は
、
十
七
音
し

か
な
く
て
、
言
い
た
い
こ
と
が
思
い
切
っ
て
言
え
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
上
手
に
言
え
な

か
っ
た
時
の
方
が
、
か
え
っ
て
多
く
の
想
い
や
感
動

を
人
に
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
二
〇
二
三
年
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル・ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
の
準
々

決
勝
で
３
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
て
日
本
を
勝
利

に
導
い
た
岡
本
和
真
選
手
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
感
想
を
聞
か
れ
「
最
高
で
す
」
と
一
言
で

答
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
何
度

も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
「
最
高
で
す
」
と
一

言
で
答
え
ま
し
た
。六
回
目
に
聞
か
れ
た
と
き
に
は
、

胸
の
想
い
を
言
葉
に
し
よ
う
と
涙
を
た
め
て
言
葉
を

探
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
「
最
高
で
す
」
と
精

一
杯
の
真
実
を
込
め
て
一
言
で
答
え
ま
し
た
。
そ
の

時
球
場
に
は
、
最
高
の
拍
手
が
起
こ
り
、
そ
の
言
葉

を
聞
い
た
観
客
も
最
高
の
感
動
を
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
上
手
に
喋
れ
な
い
こ
と
や
、
多
く

を
喋
ら
な
い
こ
と
が
か
え
っ
て
大
き
な
感
動
を
呼
ぶ

こ
と
を
、
私
た
ち
に
実
感
と
し
て
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

俳
句
は
一
人
称
の
文
学

　

俳
句
で
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
と
し
て
「
俳
句
は

一
人
称
の
文
学
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
自
分
の
想

い
を
書
く
」
こ
と
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。
自
分
の
想

い
を
正
直
に
書
こ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
想
い
を
し
っ

か
り
見
つ
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
想
い
を

見
つ
め
る
こ
と
は
、
向
き
合
っ
て
い
る
対
象
を
よ
く

見
つ
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
に
も
な
る

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
作
品
は
、
こ
の
よ
う
な
中
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
一
人
の
作
品

は
「
他
人
事
で
は
な
く
」
自
分
の
た
め
に
自
分
自
身

を
書
い
て
い
る
こ
と
に
も
な
っ
て
き
ま
す
。

俳
句
は
世
界
一
短
い
詩
で
あ
る

　

現
在
で
は
世
界
中
の
人
た
ち
が
俳
句
を
作
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
共
通
に
な
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が
「
世
界
一
短
い
詩
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
「
俳
句
は
世
界
の
最
短
詩
」
な
の
で
す
。
俳

句
は
「
五
七
五
」
の
音
が
基
本
に
な
る
の
で
、
世
界

で
一
番
短
い
「
十
七
音
」
の
定
型
詩
に
な
り
ま
す
。

簡
単
に
言
え
ば
「
十
七
音
詩
」
で
、
本
大
会
の
初
代

選
者
で
あ
っ
た
角
川
春
樹
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
俳

句
の
基
本
を
踏
ま
え
て
俳
句
を
「
魂
の
一
行
詩
」
と

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
短
さ
を
こ
れ
ま
で
に
発

表
さ
れ
て
き
た
先
人
の
作
品
の
中
で
確
認
し
て
い
く

と
、
十
七
音
に
は
届
か
な
い

咳
を
し
て
も
一
人 	

尾
崎
放
哉
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う
ご
け
ば
、
寒
い	

橋
本
夢
道

草
も
月
夜	

青
木
此
君
楼

ま
っ
す
ぐ
な
道
で
さ
み
し
い	

種
田
山
頭
火

と
い
う
短
い
も
の
か
ら
、
十
七
音
を
超
え
る

凡
そ
天
下
に
去
来
程
の
小
さ
き
墓
に
参
り
け
り

	

高
浜
虚
子

た
ん
ぽ
ぽ
た
ん
ぽ
ぽ
砂
浜
に
春
が
目
を
開
く

	

荻
原
井
泉
水

ど
つ
と
笑
ひ
し
が
わ
れ
に
は
病
め
る
母
あ
り
け
り

	
栗
林
一
石
路

の
よ
う
な
長
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
俳
句

の
長
さ
は
、
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
「
一
息
で
言
え

る
く
ら
い
の
長
さ
」
に
な
り
ま
す
。
高
浜
虚
子
は
そ

の
こ
と
を
「
俳
句
は
胸
に
た
め
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
ひ
と
息
に
も
ら
す
よ
う
な
も
の
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
俳
句
大
会
の
作
品
の
中
に
は
、

十
七
音
よ
り
短
い
も
の
や
長
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
入
賞
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
基

本
的
に
は
十
七
音
で
表
現
し
た
作
品
が
中
心
で
し

た
。

　
俳
句
は
十
七
音
の
定
型
詩

　

俳
句
は
基
本
的
に
、
五
七
五
の
十
七
音
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
中
に
は
、
全
体
は
十
七
音
で

す
が
、
七
五
五
や
五
五
七
の
よ
う
に
読
み
方
が
ま

た
が
る
俳
句
も
あ
り
ま
す
。
十
七
音
で
構
成
さ
れ

て
い
て
も
、「
句
ま
た
が
り
」
に
な
り
、
リ
ズ
ム
が

五
七
五
で
は
な
い
俳
句
を
「
定
型
」
の
俳
句
に
対
し

て
「
破
調
」
の
俳
句
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
俳
句
の
五
七
五
音
の
定
型
音
律
か
ら
少
し

は
み
出
し
、
七
七
五
や
八
七
六
に
な
っ
て
い
た
り
、

五
六
五
や
五
七
四
な
ど
の
よ
う
に
字
足
ら
ず
に
な
っ

た
り
と
「
字
余
り
」
や
「
字
足
ら
ず
」
の
句
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
一
応
定
型
の
枠
組
み
の
中
に
入

れ
て
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
破
調
の
俳
句
も
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
も
入
選
の

句
に
入
っ
て
い
ま
す
。　

俳
句
は
詩
で
あ
る

　

俳
句
が「
詩
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、「
詩

は
心
に
感
じ
た
こ
と
を
、
一
定
の
リ
ズ
ム
と
形
式
に

あ
て
は
め
て
言
葉
で
表
し
た
も
の
」
な
の
で
、
日
常

で
私
た
ち
が
使
う
文
章
の
よ
う
な
散
文
と
は
違
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
俳
句
を
含
め
た
詩
は
、
言

葉
の
表
面
的
な
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
美
し
い
言
葉

で
呼
び
か
け
て
、
注
意
や
自
覚
、
良
心
な
ど
を
表
現

す
る
文
学
の
一
つ
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
一
定
の
リ
ズ
ム
を
持
つ
韻
文
で
、
効
果
的
に
感

動
や
叙
情
、
心
の
動
き
な
ど
を
表
す
た
め
の
表
現
上

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。
簡
単
に

言
え
ば
俳
句
は
、
感
動
を
表
現
す
る
十
七
音
定
型
詩

な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
や
今
回
の
入

賞
・
入
選
作
品
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
「
詩
」
か

ら
離
れ
た
散
文
的
な
傾
向
の
強
い
も
の
や
説
明
的
な

傾
向
の
強
い
も
の
は
入
賞
・
入
選
作
品
か
ら
外
し
て

い
ま
す
。

　

俳
句
が
「
詩
」
で
あ
る
こ
と
の
最
も
大
切
な
条
件

は
、
そ
の
作
者
に
し
か
な
い
発
見
や
驚
き
、
悲
し
み

や
喜
び
な
ど
深
い
「
感
動
」
が
あ
る
こ
と
で
す
。
読

む
人
は
、
作
っ
た
人
の
そ
の
感
動
に
共
感
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
然
や
人
間
な
ど
に
つ
い
て
深
く
考
え

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
毎
回
、
作
品
を
選

句
し
て
い
く
中
で
、
日
記
に
出
て
く
る
よ
う
な
説
明

的
な
作
品
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
読
む
人

に
は
作
者
の
言
い
た
い
こ
と
は
よ
く
分
か
る
の
で
す

が
「
あ
あ
そ
う
で
す
か
」
と
受
け
取
っ
て
し
ま
う
だ

け
で
、
作
っ
た
人
の
感
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。

俳
句
で
は
そ
の
よ
う
な
俳
句
を
「
あ
あ
そ
う
で
す
か

俳
句
」
と
か
「
た
だ
事
俳
句
」
な
ど
と
言
い
ま
す
。

芭
蕉
も
そ
の
よ
う
な
説
明
的
散
文
的
な
俳
句
に
対
し

て
『
去
来
抄
』
と
言
う
書
物
の
中
で
「
い
ひ
お
ほ
せ

て
何
か
あ
る
」
つ
ま
り
、「
説
明
し
つ
く
し
た
と
し

て
も
そ
れ
は
な
ん
に
な
る
。
そ
れ
は
俳
句
と
し
て
の

価
値
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
、
説

明
的
な
表
現
を
戒
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、「
い
い

過
ぎ
」や「
説
明
し
す
ぎ
」「
散
文
的
に
な
っ
て
い
る
」

俳
句
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
面
白
い
事
例

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
コ
ス
モ
ス

や
」
の
句
で
、「
コ
ス
モ
ス
や
風
に
揺
れ
た
る
こ
こ

ろ
も
ち
」と
い
う
も
の
で
し
た
。
同
じ
よ
う
な
句
が
、

本
大
会
の
作
品
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
よ
く
見
か
け

る
説
明
的
な
句
の
特
徴
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
俳

句
を
よ
く
読
ん
で
み
ま
す
と
、
一
見
い
い
句
の
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
風
に
揺
れ
る
」

と
は
「
コ
ス
モ
ス
」
と
言
う
言
葉
の
中
に
す
で
に
含

ま
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
。
つ
ま
り
「
い
わ

ず
も
が
な
」
の
こ
と
な
の
で
す
。
コ
ス
モ
ス
と
言
え

ば
、「
風
に
揺
れ
る
」「
ピ
ン
ク
」「
や
さ
し
い
」「
は

か
な
い
」
の
よ
う
な
言
葉
は
、
誰
も
が
普
通
に
思
い

浮
か
べ
る
一
般
的
な
言
葉
な
の
で
す
。
つ
ま
り
「
コ

ス
モ
ス
」
に
対
し
て
「
風
に
揺
れ
た
る
」
は
コ
ス
モ

ス
の
一
般
的
な
説
明
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
わ
け

で
、
わ
ざ
わ
ざ
短
い
十
七
音
の
中
で
言
わ
な
く
て
も
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い
い
こ
と
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

コ
ス
モ
ス
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
は
、「
コ
ス
モ
ス
」
と

言
う
言
葉
に
任
せ
て
し
ま
い
、
作
者
は
深
入
り
せ
ず

省
略
す
る
こ
と
が
俳
句
を
作
る
と
き
に
は
大
切
な
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
昔
か
ら
「
板
敷
き
に
下
女

取
り
落
と
し
た
る
海
鼠
か
な
」
と
言
う
俳
句
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
最
初
の
省
略
は
、「
板
敷

き
に
落
と
し
た
る
海
鼠
か
な
」
の
よ
う
に
「
下
女
」

と
言
う
言
葉
の
省
略
で
す
。
そ
れ
を
も
っ
と
省
略
し

て
「
取
り
落
と
し
取
り
落
と
し
た
る
海
鼠
か
な
」
と

「
板
敷
き
に
」
と
い
う
言
葉
を
省
略
す
る
よ
う
に
推

敲
す
る
の
で
す
。　

　

現
在
で
は
生
活
が
複
雑
に
な
り
、
見
る
も
の
、
聞

く
も
の
、感
じ
る
も
の
も
複
雑
に
な
っ
て
い
く
中
で
、

言
い
た
い
こ
と
、
訴
え
た
い
こ
と
が
、
十
七
音
の
枠

を
越
え
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
す
が
、
俳
句
で

は
そ
の
言
い
た
い
こ
と
を
省
略
し
て
、
十
七
音
で
表

現
す
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
言
え
ば
「
俳
句

は
も
の
を
言
わ
な
い
」
あ
る
い
は
「
も
の
が
言
え
な

い
」「
省
略
」
の
文
学
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。　
　

季
語
に
つ
い
て

　　

俳
句
の
も
う
一
つ
の
特
性
と
し
て
季
語
が
あ
り
ま

す
。
季
語
と
は
季
節
を
表
す
言
葉
で
、
俳
句
で
は
一

句
の
中
に
季
語
を
入
れ
る
と
言
う
約
束
事
が
あ
り
ま

す
。

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡	

松
尾
芭
蕉

　

こ
の
句
は
有
名
な
芭
蕉
の
『
奥
の
細
道
』
の
中
に

出
て
く
る
一
句
で
す
が
、
こ
こ
で
は
「
夏
草
」
が
夏

を
表
す
季
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
季
語
に
つ
い

て
、季
語
と
季
題
を
使
い
分
け
て
使
う
人
も
い
ま
す
。

そ
の
場
合
の
季
語
は
季
節
を
表
す
言
葉
全
般
を
さ
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、季
題
は
俳
句
を
作
る
時
の「
席

題
」
や
「
兼
題
」
な
ど
の
題
に
す
る
季
語
の
こ
と
を

言
い
、
季
語
よ
り
も
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
題
詠
な

ど
で
季
語
を
題
に
す
る
と
き
は
、
そ
の
季
語
の
こ
と

を
季
題
と
し
て
、
季
語
と
い
う
言
葉
と
は
使
い
分
け

て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
一
般
的
に
使

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
季
題
も
季
語
も
区
別
せ
ず
、
一

つ
に
ま
と
め
て
「
季
語
」
と
い
う
言
葉
と
し
て
使
っ

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

俳
句
は
十
七
音
と
い
う
短
い
表
現
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
感
動
を
人
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
し

て
も
一
句
の
中
に
、
普
通
の
言
葉
と
は
次
元
の
違
う

印
象
の
強
い
言
葉
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
俳
句
で
は
、

そ
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
言
葉
を
季
語
と
し
て
一
句

の
中
に
取
り
入
れ
て
詩
情
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
特

別
な
場
合
は
別
と
し
て
、
季
語
が
入
っ
て
い
る
「
有

季
」
が
、
俳
句
を
作
る
時
の
伝
統
的
な
約
束
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
季
語
も
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
季
語
に
対
す
る
受
け
止

め
方
も
様
々
で
あ
っ
て
、
考
え
方
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
中
に
は
、

し
ん
し
ん
と
肺
碧
き
ま
で
海
の
た
び	

篠
原
鳳
作

湾
曲
し
火
傷
し
爆
心
地
の
マ
ラ
ソ
ン	

金
子
兜
太

戦
争
が
廊
下
の
奥
に
立
っ
て
ゐ
た	
渡
辺
白
泉

い
つ
せ
い
に
柱
の
燃
ゆ
る
都
か
な	
三
橋
敏
雄

広
島
や
卵
食
ふ
時
口
ひ
ら
く	

西
東
三
鬼

木
の
股
の
猫
の
む
こ
う
の
空
気
か
な	

橋　

閒
石

号
泣
や
た
く
さ
ん
息
を
吸
っ
て
か
ら	

池
田
澄
子

の
よ
う
な
季
語
の
な
い
無
季
の
俳
句
を
作
る
人
も
い

ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
一
句
の
中
に
は
季
語
に
代

わ
る
詩
的
な
象
徴
的
な
言
葉
が
「
詩
語
」
と
し
て
位

置
づ
い
て
い
ま
す
。　

　

歳
時
記
を
開
い
て
み
ま
す
と
、
現
代
俳
句
協
会
が

中
心
に
な
っ
て
編
纂
し
た
『
現
代
俳
句
歳
時
記
』
に
、

季
語
の
な
い
無
季
の
俳
句
を
「
雑
」
の
部
と
し
て
た

く
さ
ん
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
『
季
題
別
飯
田

龍
太
全
句
集
』
で
は
、
季
語
の
な
い
俳
句
を
「
雑
」

と
し
て
十
九
句
別
に
取
り
上
げ
て
い
る
例
も
あ
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
に
こ
の
大
会
の
選
者
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
有
馬
朗
人
先
生
も
、全
句
集
の
中
に
「
雑
」

と
し
て
無
季
の
俳
句
を
六
句
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の

無
季
に
つ
い
て
は
、
季
語
を
入
れ
る
こ
と
に
非
常
に

こ
だ
わ
っ
て
い
た
水
原
秋
桜
子
も
、
晩
年
に
は
い
く

つ
か
の
無
季
の
俳
句
を
発
表
し
て
い
ま
す
し
、
無
季

は
認
め
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
藤
田
湘
子
も
、

死
の
直
前
の
発
表
作
品
の
中
に
「
無
季
」
と
い
う
前

書
き
の
あ
る
「
死
ぬ
朝
は
野
に
あ
か
が
ね
の
鐘
鳴
ら

む
」
と
言
う
句
を
絶
句
と
し
て
残
し
て
い
ま
す
。　

　

季
語
の
な
い
俳
句
に
つ
い
て
東
北
大
震
災
の
惨
事

を
俳
句
雑
誌
で
特
集
し
て
い
る
も
の
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
有
季
定
型
を
基
本
と
す
る
俳

人
が
無
季
の
俳
句
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
発

表
さ
れ
た
俳
句
を
見
な
が
ら
、
あ
の
よ
う
な
惨
事
の

中
で
は
、
季
語
を
越
え
た
表
現
に
な
る
こ
と
を
改
め

て
教
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
無
季
の
俳
句
も
俳
句
と

し
て
認
め
ら
れ
て
も
い
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
方
で
「
ラ
ム
ネ
瓶
し
ゅ
わ
っ
と
夏
が
始

ま
っ
た
」
の
講
評
の
中
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
季

語
の
重
な
る
「
季
重
な
り
」
も
俳
句
で
は
問
題
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
季
重
な
り
」
と
は
、
一
つ
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の
俳
句
に
季
語
が
二
つ
以
上
入
っ
て
い
る
俳
句
を
言

い
ま
す
。
原
則
と
し
て
一
つ
の
俳
句
に
季
語
は
一
つ

で
作
る
こ
と
が
、
俳
句
を
作
る
と
き
の
暗
黙
の
約
束

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
一
句
の
中
に
、
仮
に
二
つ

の
季
語
が
使
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
ど
ち
ら

か
に
明
ら
か
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
れ
ば
、
必
ず
し

も
俳
句
と
し
て
だ
め
な
作
品
と
言
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
俳
句
の
約
束
事
に
慣
れ
る
ま
で
は
、

季
重
な
り
の
句
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
一
つ
に
絞
る

方
が
、
俳
句
と
し
て
の
乱
れ
は
少
な
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
季
重
な
り
」
に
つ
い
て
は
、

　
秋
風
や
桐
に
動
き
て
蔦
の
霜	
芭
蕉

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
や
五
尺
の
菖
草	
芭
蕉

菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に	

蕪
村

鴬
や
卒
然
と
し
て
霞
め
る
日	

虚
子

障
子
し
め
て
四
方
の
紅
葉
を
感
じ
を
り

	

星
野
立
子

蚊
の
去
り
し
あ
と
あ
か
つ
き
の
青
葉
木
莬

	

秋
桜
子

桜
よ
り
は
じ
ま
つ
て
ゐ
る
初
紅
葉	

稲
畑
汀
子

稲
刈
り
の
進
め
ば
進
む
蝗
か
な	

鷹
羽
狩
行

な
ど
芭
蕉
や
蕪
村
、
高
浜
虚
子
、
水
原
秋
桜
子
な
ど

の
句
や
歳
時
記
の
中
に
も
「
季
重
な
り
」
の
俳
句
を

た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
の
で
、
季
語
が
重
な
っ
て
い

る
俳
句
も
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
十
七
音
と
い
う
短
い
一
句
の
中
で
、
季
語
の

よ
う
に
中
心
に
な
る
強
い
言
葉
が
二
つ
三
つ
と
重
な

る
と
、
俳
句
の
中
心
が
割
れ
て
し
ま
い
、
ま
と
ま
り

が
な
く
な
り
美
的
で
は
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
中
心
を
一
つ
に
絞
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
す
。（
こ
れ
に
つ
い
て
も
河
東
碧
梧
桐
た
ち
の
無

中
心
俳
句
と
い
う
運
動
も
あ
り
ま
し
た
の
で
一
概
に

は
言
え
ま
せ
ん
が
…
）

　

し
た
が
っ
て
「
季
重
な
り
」
に
な
っ
て
い
て
も
一

つ
の
季
語
が
強
く
て
主
に
な
り
、
も
う
一
つ
の
季
語

が
副
に
な
っ
て
支
え
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
俳
句

と
し
て
立
派
に
成
り
立
ち
ま
す
の
で
、
季
重
な
り
と

い
う
だ
け
で
、
そ
の
一
句
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
「
季
重
な
り
」
の
俳
句
の
例
と
し
て

よ
く
出
て
く
る
山
口
素
堂
の

目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹	

山
口
素
堂

の
有
名
な
句
な
ど
は
、
三
つ
も
季
語
が
重
な
っ
て
い

ま
す
が
、
視
覚
と
し
て
の
「
目
に
は
青
葉
」
聴
覚
と

し
て
の
「
山
ほ
と
と
ぎ
す
」
味
覚
と
し
て
の
「
初
鰹
」

の
よ
う
に
感
覚
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
季

重
な
り
」
が
逆
に
有
効
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
切
れ
字
」
に
つ
い
て

　

俳
句
で
は
「
切
れ
」
が
大
切
で
あ
り
、「
切
れ
」

を
作
る
た
め
に
使
わ
れ
る
「
や
」「
か
な
」「
け
り
」

の
こ
と
を
「
切
れ
字
」
と
言
い
ま
す
。
俳
句
で
は
こ

の
切
れ
字
が
特
に
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
切

れ
字
を
使
っ
た
俳
句
と
し
て
は
、　

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音	
松
尾
芭
蕉

月
天
心
貧
し
き
町
を
通
り
け
り	
与
謝
蕪
村

な
ど
が
特
に
有
名
で
、
教
科
書
の
中
に
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。「
切
れ
」が
あ
る
と
俳
句
が
引
き
締
ま
り
、

余
韻
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
「
切
れ
」
は
、
俳
句
独

特
の
特
性
で
す
の
で
、
き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
俳
句
に
お
け
る
「
切
れ
」
を

見
て
い
く
と
、
今
回
の
作
品
の
中
に
は
「
や
、
か
な
、

け
り
」な
ど
の
切
れ
字
を
使
っ
て
い
る
俳
句
と
し
て
、

う
と
う
と
と
が
ん
ば
る
姉
の
夜
学
か
な

啄
木
鳥
や
樹
木
の
命
を
守
る
医
者

な
ど
の
句
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
「
や
、
か
な
、
け

り
」
と
い
う
よ
う
な
切
れ
字
は
使
っ
て
い
な
い
の
で

す
が
、
切
れ
を
使
っ
て
い
る
俳
句
と
し
て
、

「
春
の
池
」
弾
む
水
音
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ

「
こ
い
の
ぼ
り
」
世
界
の
平
和
見
つ
め
て
る

「
ラ
ム
ネ
瓶
」
し
ゅ
わ
っ
と
夏
が
始
ま
っ
た

「
サ
ン
グ
ラ
ス
」
め
が
ね
の
形
で
日
や
け
し
た

「
夏
休
み
」
平
和
の
鐘
が
鳴
り
響
く

な
ど
の
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　

俳
句
の
「
切
れ
」
は
、
文
字
通
り
内
容
を
切
り
分

け
た
り
、
余
韻
を
持
た
せ
た
り
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
俳
句
は
最
短
詩
で
す
か
ら
、
十
七
音
を
途
中
で

切
っ
て
内
容
を
分
け
、
余
韻
を
持
た
せ
る
こ
と
で
詩

的
な
世
界
に
膨
ら
み
を
生
み
出
し
ま
す
。
切
れ
字
の

役
目
は
、
そ
の
前
の
語
句
の
意
味
を
強
調
し
た
り
、

俳
句
を
詠
む
と
き
に
そ
こ
で
一
瞬
息
を
つ
い
た
り
し

て
、
そ
の
語
の
持
つ
意
味
や
印
象
を
よ
り
鮮
明
に
印

象
深
く
す
る
な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
五
七
五
を

切
れ
の
な
い
言
葉
で
表
現
し
て
し
ま
う
と
、
一
句
が

や
や
締
ま
り
の
な
い
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
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あ
り
ま
す
。「
や
」「
か
な
」「
け
り
」
な
ど
の
終
助

詞
に
限
ら
ず
活
用
語
の
終
止
形
や
命
令
形
な
ど
、
ま

た
名
詞
な
ど
も
一
旦
そ
こ
で
切
れ
る
場
合
は
広
い
意

味
で
は
切
れ
字
と
言
い
ま
す
。

冬
の
水
一
枝
の
影
も
欺
か
ず	

中
村
草
田
男

の
句
も
「
冬
の
水
」
で
一
旦
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
は
切
れ
字
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

十
七
音
を
途
中
で
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
直
前

の
言
葉
を
強
調
し
た
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
た

り
、
感
動
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
詠
嘆
し
た
り
し
て
、
読

む
人
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
読
む
人

が
「
や
」「
か
な
」「
け
り
」
で
詠
嘆
さ
れ
る
と
、
俳

句
ら
し
く
感
じ
る
の
も
そ
の
よ
う
な
働
き
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

例
え
ば「
目
の
前
に
真
っ
赤
な
花
が
咲
い
て
い
る
。

空
は
雲
一
つ
な
く
晴
れ
渡
っ
て
い
る
。」
と
書
か
れ

る
と
眼
前
に
真
っ
赤
な
花
が
残
さ
れ
た
ま
ま
雲
一
つ

な
く
晴
れ
わ
た
っ
た
空
に
映
像
が
映
っ
て
い
き
、
直

前
の
花
の
色
が
強
調
さ
れ
瞼
に
残
り
ま
す
。
こ
の
例

文
の
よ
う
な
働
き
が
俳
句
の
「
切
れ
」
に
は
あ
る
の

で
す
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
一
句
の
中
の
「
切
れ
」
は
一

つ
だ
け
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の

俳
句
に
二
つ
の
切
れ
が
入
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
俳

句
は
「
三
段
切
れ
」
と
呼
ば
れ
、俳
句
に
お
け
る
「
切

れ
」
の
効
果
を
失
っ
て
し
ま
い
、
逆
に
一
句
が
ば
ら

ば
ら
に
な
り
単
語
の
羅
列
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
も
俳
句
の
決
ま
り
と

し
て
「
絶
対
に
ダ
メ
だ
」
と
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
切
れ
字
」
を
使
っ
て
俳
句
を
ぶ
つ
ぶ
つ

切
っ
て
し
ま
う
と
、
美
的
な
世
界
が
壊
さ
れ
て
粗
雑

に
な
り
、
短
い
俳
句
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、
ま
と

ま
り
が
な
く
味
わ
い
が
浅
く
な
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
水
原
秋
桜

子
は
、
最
後
の
辞
世
の
句
と
し
て
「
紫
陽
花
や
水
辺

の
夕
餉
早
き
か
な
」
と
い
う
「
や
」
と
「
か
な
」
の

重
な
っ
た
句
を
作
っ
て
い
ま
す
し
、
中
村
草
田
男
は

「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
い
う
よ

う
に
「
や
」
と
「
け
り
」
の
重
な
っ
た
句
を
作
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
切
れ
字
」
を
二
つ
使
っ
て

い
て
も
、
こ
れ
が
有
効
に
働
く
場
合
は
作
品
と
し
て

立
派
に
自
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
水
原
秋
桜
子

の
一
門
で
あ
っ
た
石
田
波
郷
の

機
織
や
田
は
植
ゑ
ら
れ
て
了
ひ
け
り

鮎
打
つ
や
天
城
に
近
く
な
り
に
け
り

茶
を
買
ふ
や
麻
布
も
暑
く
な
り
に
け
り

の
よ
う
な
「
切
れ
字
」
が
二
つ
重
な
っ
た
句
が
あ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
俳
句
の
切

れ
の
働
き
を
ま
と
め
て
み
る
と
、「
余
韻
を
も
た
せ

て
表
現
を
大
き
く
す
る
」「
感
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
易
く
す
る
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
こ

れ
ま
で
の
大
会
の
選
で
「
や
、
か
な
、
け
り
」
な
ど

切
れ
字
が
二
つ
重
な
っ
て
い
る
作
品
は
、
見
当
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
入
選
作
品
の
中
に
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。　

俳
句
の
構
成
に
つ
い
て

　

五
七
五
の
十
七
音
が
ど
の
よ
う
な
組
み
立
て
に

な
っ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
俳
句
の
基
本
的
な
構
成
を

考
え
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

俳
句
で
は
、「
五
七
五
」
の
作
品
を
一
つ
の
ま
と

ま
り
と
し
て
述
べ
る
方
法
を
「
一
句
一
章
の
句
」
と

か
一
物
（
い
ち
ぶ
つ
）
仕
立
て
の
句
」
と
か
言
い
ま

す
。
そ
の
例
と
し
て
は
、

流
れ
ゆ
く
大
根
の
葉
の
早
さ
か
な	

高
浜
虚
子

谺
し
て
山
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
し
い
ま
ま	

杉
田
久
女

滝
落
ち
て
群
青
世
界
と
ど
ろ
け
り	

水
原
秋
桜
子

一
月
の
川
一
月
の
谷
の
中	

飯
田
龍
太

再
軍
備
絶
対
反
対
胸
ま
で
焚
火	

柏
原
和
男

野
に
来
れ
ば
野
に
は
と
ん
ぼ
の
眼
満
つ

	

田
原
千
暉

雛
壇
に
置
き
忘
れ
た
る
貝
釦	

飴
山　

實

草
餅
を
焼
く
天
平
の
色
に
焼
く	

有
馬
朗
人

蛇
下
げ
て
来
し
子
に
弥
撒
の
座
の
く
づ
れ

	

宮
田
カ
イ
子

ま
っ
す
ぐ
に
雪
の
束
来
る
鯉
の
村	

松
田
ひ
ろ
む

山
一
つ
超
せ
ば
余
寒
の
ピ
ア
ノ
鳴
る	

秋
篠
光
広

雑
煮
食
う
も
骨
を
拾
う
も
箸
の
国	

河
野
輝
明

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
子
も
ベ
ト
ナ
ム
の
子
も
聖
夜

	

伊
藤
淳
子

分
校
の
児
童
の
数
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ	

田
島
恵
子

じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け
た
蛍
が
つ
い
て
来
る

	

赤
嶺
友
子

村
中
の
夕
日
集
め
て
稲
を
刈
る	

足
立
町
子

少
年
の
手
話
に
か
ら
ま
る
花
の
雨	

牧
野
桂
一

な
ど
の
俳
句
が
あ
り
ま
す
。
今
大
会
の
作
品
で
は
、
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ど
ん
ぐ
り
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
か
わ
い
が
る

	

平
井
悠
聖

う
と
う
と
と
が
ん
ば
る
姉
の
夜
学
か
な

	

佐
伯
柚
葉

美
し
い
君
の
ま
つ
げ
に
積
も
る
雪	

穴
井
美
楽

玄
関
で
母
に
つ
か
ま
る
カ
ブ
ト
ム
シ	

奥
津
太
郎

公
園
の
落
ち
葉
を
け
っ
て
逆
上
が
り	

関
川
來
珠

な
ど
が
一
句
一
章
の
句
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
全

体
が
季
語
に
関
係
す
る
こ
と
」
で
ま
と
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、五
七
五
が
句
の
中
で
切
れ
て
い
る
の
を「
二

句
一
章
の
句
」
と
か
「
取
り
合
わ
せ
の
句
」
と
か
言

い
ま
す
が
、
そ
の
例
と
し
て
、

春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に
立
つ	

高
浜
虚
子

冬
菊
の
ま
と
ふ
は
お
の
が
ひ
か
り
の
み

	

水
原
秋
桜
子

芋
の
露
連
山
影
を
正
し
う
す	

飯
田
蛇
笏

女
来
と
帯
び
纏
き
出
づ
る
百
日
紅	

石
田
波
郷

萱
さ
む
し
日
本
国
立
療
養
所	

田
原
千
暉

夕
焼
け
や
パ
ン
と
は
立
ち
て
食
う
も
の
か

	

柏
原
和
男

啄
木
忌
春
田
へ
灯
す
君
ら
の
寮	

古
沢
太
穂

白
梅
や
仏
を
入
る
ゝ
経
の
声	

飴
山　

實

祇
園
会
や
千
の
乙
女
に
千
の
櫛	

有
馬
朗
人

名
月
や
は
ば
た
く
も
の
を
籠
の
中	

秋
篠
光
広

背
に
シ
ャ
ワ
ー
そ
こ
は
昨
日
の
羽
根
の
後

	

伊
藤
利
惠

一
月
や
捨
つ
べ
き
も
の
は
早
や
捨
て
て

	

倉
田
紘
文

夏
休
み
時
刻
が
緩
む
壁
時
計	

栗
木
康
恵

吾
亦
紅
揺
れ
た
い
と
き
に
風
が
無
い	

足
立　

攝

秋
の
日
や
調
律
音
は
ラ
の
ひ
び
き	

園
田
真
理
子

エ
プ
ロ
ン
の
袖
口
に
風
大
根
干
す	

大
野
洋
子

神
無
月
墨
汁
描
く
シ
ョ
パ
ン
の
音	

吉
田
由
紀

な
ど
の
俳
句
が
あ
り
ま
す
。
今
大
会
の
作
品
で
は
、

春
の
池
弾
む
水
音
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ	

佐
藤
愛
香

啄
木
鳥
や
樹
木
の
命
を
守
る
医
者	

吳　

祐
安

い
わ
し
雲
ホ
ウ
キ
で
散
ら
す
反
抗
期	

山
田　

凛

夏
休
み
平
和
の
鐘
が
鳴
り
響
く	

白
濱
颯
琉

な
ど
が
二
句
一
章
の
作
品
と
な
り
ま
す
。つ
ま
り『
季

語
』+

『
季
語
に
関
係
の
無
い
こ
と
』
や
『
季
語
に

関
係
の
無
い
こ
と
』+
『
季
語
』
と
言
う
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
俳
句
を
鑑
賞
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
私

た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
胸
に
伝
わ
っ
て

く
る
感
動
が
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
を

自
然
に
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
俳
句
を
作
っ
た
り

推
敲
し
た
り
す
る
と
き
に
、
こ
の
こ
と
を
頭
に
入
れ

て
お
く
と
俳
句
の
世
界
が
広
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
コ

ス
モ
ス
を
例
に
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
コ

ス
モ
ス
」
は
四
音
な
の
で
、
上
の
五
音
に
す
る
た
め

に
何
か
一
音
足
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
コ

ス
モ
ス
の
」「
コ
ス
モ
ス
を
」「
コ
ス
モ
ス
に
」
な
ど

と
考
え
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
一
句
一
章
に

な
っ
て
い
る
も
の
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
は
ど
こ
に
あ
り
て
も
風
少
し

	

細
見
綾
子

コ
ス
モ
ス
も
す
が
れ
る
蝶
も
露
し
と
ど

	

水
原
秋
桜
子

ま
た
こ
の
コ
ス
モ
ス
で
、
二
句
一
章
の
句
に
す
る
た

め
に
「
コ
ス
モ
ス
」
に
切
れ
字
の
「
や
」
を
つ
け
て

「
コ
ス
モ
ス
や
」
と
し
て
い
ま
す
。「
や
」
は
切
れ
字

の
働
き
を
し
て
強
い
詠
嘆
を
表
し
ま
す
の
で
、「
美

し
い
な
あ
。
も
う
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
コ
ス
モ
ス
が

咲
い
て
い
る
よ
」
と
か
「
わ
あ
、
可
愛
ら
し
い
。
こ

ん
な
所
に
コ
ス
モ
ス
が
咲
い
て
い
る
よ
」
と
言
う
よ

う
な
状
況
を
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品

に
は
、

コ
ス
モ
ス
や
二
戸
相
倚
れ
る
柿
葺	

阿
波
野
青
畝

コ
ス
モ
ス
や
倒
れ
ぬ
は
な
き
花
盛
り	

松
本
た
か
し

コ
ス
モ
ス
や
光
か
が
や
く
墓
ば
か
り	

村
山
古
郷

コ
ス
モ
ス
や
墓
銘
に
彫
り
し
愛
の
文
字

	

富
安
風
生

な
ど
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、「
コ
ス
モ

ス
や
も
う
す
ぐ
妻
の
誕
生
日
」
と
い
う
句
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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類
句
、
類
想
句
、
模
倣
句
に
つ
い
て

　

今
回
の
選
句
に
お
い
て
入
賞
・
入
選
の
作
品
に
採

用
し
な
か
っ
た
も
の
に
、
類
句
、
類
想
句
、
模
倣
句

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。「
類
句
、
類
想
句
、
模

倣
句
」
は
、
同
じ
よ
う
な
発
想
で
同
じ
よ
う
な
俳
句

を
作
る
こ
と
で
す
。
俳
句
は
十
七
音
し
か
な
い
短
い

表
現
で
す
の
で
、
似
た
よ
う
な
俳
句
や
全
く
同
じ
俳

句
が
生
ま
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
様
々
な
大
会
に
お
い
て
も
類
句
、
類
想
句
、
模

倣
句
を
検
証
し
、吟
味
し
て
入
賞
を
決
め
て
い
ま
す
。

本
大
会
の
選
句
に
あ
た
っ
て
も
、基
本
的
に
は
類
句
、

類
想
句
は
入
賞
・
入
選
句
か
ら
外
し
て
い
ま
す
。

　

類
句
、
類
想
句
、
模
倣
句
を
調
べ
る
た
め
に
、
本

大
会
の
過
去
の
作
品
を
検
証
し
ま
し
た
。
ま
た
全
国

的
な
大
会
で
の
入
賞
作
品
に
対
し
て
は
、
連
携
し
て

い
る
各
種
俳
句
大
会
の
事
務
局
に
候
補
作
品
を
送

り
、
詳
し
く
検
証
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

類
句
・
類
想
性
や
模
倣
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
作
品

に
つ
い
て
は
、
選
か
ら
外
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

類
想
句
や
模
倣
句
に
つ
い
て
は
、
十
七
音
と
言
う
短

さ
を
特
徴
と
す
る
俳
句
の
持
つ
宿
命
の
よ
う
な
も
の

で
、
似
た
よ
う
な
俳
句
や
全
く
同
じ
俳
句
が
生
ま
れ

る
の
は
常
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
で
す
。そ
の
た
め
、

大
き
な
俳
句
大
会
な
ど
に
お
い
て
も
、
過
去
に
他
の

大
会
で
入
賞
し
た
句
が
、
別
の
俳
句
大
会
で
受
賞
し

た
り
し
て
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は「
受
賞
を
取
り
消
す
」こ
と
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。　
　

　

し
か
し
俳
句
を
作
る
と
き
に
、
類
句
、
類
想
句
を

恐
れ
て
、
俳
句
を
の
び
の
び
作
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
も
困
り
ま
す
の
で
、「
自
分
か
ら

進
ん
で
意
識
的
に
真
似
を
す
る
」
こ
と
は
避
け
る
と

し
て
も
、
結
果
と
し
て
類
句
、
類
想
句
に
な
る
こ
と

は
、必
要
以
上
に
気
に
し
な
い
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

芭
蕉
も
「
自
分
の
句
が
他
人
の
句
に
似
て
し
ま
う
よ

り
、
実
は
自
分
が
似
た
よ
う
な
句
ば
か
り
作
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
か
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
を
避
け
る

に
は
深
く
考
え
て
、
味
わ
い
な
が
ら
句
を
作
る
こ
と

で
す
。
も
し
類
句
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
迷
わ
ず

自
分
の
句
を
捨
て
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
芭
蕉
自
身
も
「
須
磨
は
暮
れ
明
石
の
方
は
あ
か

あ
か
と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
風
ぞ
ふ
く
」
と
い
う
歌

と
関
わ
っ
て
「
あ
か
あ
か
と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の

風　

芭
蕉
」と
い
う
俳
句
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

別
の
例
に

降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り	

中
村
草
田
男

と
言
う
句
に
先
駆
け
て
、　

獺
祭
忌
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り	

志
賀
芥
子

と
言
う
俳
句
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
有
名
な

話
も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
「
良
寛
と
一
茶
」
に
、

焚
く
ほ
ど
は
風
が
も
て
く
る
落
ち
葉
か
な

	

良
寛

焚
く
ほ
ど
は
風
が
く
れ
た
る
落
ち
葉
か
な

	

一
茶

「
池
西
言
水
と
山
口
誓
子
」
に
、

木
枯
ら
し
の
果
は
あ
り
け
り
海
の
音	
池
西
言
水

海
に
出
て
木
枯
ら
し
帰
る
と
こ
ろ
な
し

	

山
口
誓
子

「
川
端
茅
舎
と
多
賀
よ
し
子
」
に
、　

一
枚
の
餅
の
ご
と
く
に
雪
残
る	

川
端
茅
舎

一
枚
の
餅
の
如
く
に
乱
れ
た
く	

多
賀
よ
し
子

「
森
澄
雄
と
鈴
木
真
砂
女
」
に
、

豨
薟
（
め
な
も
み
）
や
旅
に
つ
か
れ
し
ふ
く
ら
は
ぎ	

	

森　

澄
雄

初
蛙
旅
の
疲
れ
の
ふ
く
ら
は
ぎ	

鈴
木
真
砂
女

「
森
澄
雄
と
日
美
清
史
」
に
、　

か
た
か
ご
の
花
や
越
後
に
ひ
と
り
客	

森　

澄
雄

か
た
く
り
の
花
や
常
陸
に
ひ
と
り
客	

日
美
清
史

「
池
田
澄
子
と
櫂
未
知
子
、奥
坂
ま
や
」に
、

新
鮮
に
死
ん
で
い
る
な
り
桜
鯛	

池
田
澄
子

い
き
い
き
と
死
ん
で
ゐ
る
な
り
水
中
花

	

櫂
未
知
子

い
き
い
き
と
死
ん
で
を
る
な
り
兜
虫	

奥
坂
ま
や

な
ど
と
上
げ
て
い
け
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
も
既
に
他
の
大
会
で
賞
に
入
っ
て
い
る
作

品
や
俳
句
の
書
籍
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
が

あ
り
ま
し
た
。
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
そ
の
作
品
は
誰

が
見
て
も
優
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
な
の
で
す
が
、

本
大
会
に
お
い
て
は
、
先
に
発
表
し
た
作
品
を
優
先

す
る
と
言
う
こ
と
で
、
す
で
に
発
表
さ
れ
た
作
品
が

あ
る
場
合
は
、
入
賞
・
入
選
作
品
か
ら
外
す
こ
と
に
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し
ま
し
た
。他
に
も
全
く
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
よ
く
似
て
い
る
類
句
に
つ
い
て
も
、
先
に

作
っ
た
人
の
作
品
を
優
先
す
る
と
言
う
こ
と
で
、
入

賞
・
入
選
か
ら
外
し
て
い
ま
す
。

俳
句
に
お
け
る
推
敲
に
つ
い
て

　

俳
句
を
作
っ
て
い
く
時
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
推
敲
」
で
す
。
推
敲
と
は
、

出
来
上
が
っ
た
俳
句
を
、
質
を
高
め
る
た
め
に
も
う

一
度
見
直
し
て
、
一
句
に
表
現
し
た
字
句
を
吟
味
し

て
練
り
直
す
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
特
に
大
切
に
な
る

こ
と
は
、
最
初
に
読
み
直
す
こ
と
で
す
。
俳
句
で
す

の
で
声
に
出
し
て
、
で
き
れ
ば
朗
々
と
読
み
直
す
こ

と
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
芭
蕉
は
そ
の
こ
と

を
、
去
来
抄
の
中
で
「
舌
頭
に
千
転
せ
よ
」
と
言
っ

て
、「
何
度
も
何
度
も
舌
の
上
に
乗
せ
て
読
み
返
す

こ
と
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
俳
句
で
は
、
リ
ズ
ム
や

調
べ
が
特
に
大
切
で
す
の
で
、
読
み
返
し
て
い
る
う

ち
に
よ
り
良
い
リ
ズ
ム
の
あ
る
表
現
を
獲
得
で
き
る

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
こ
の
読
み
返
し
は
、
誤
字
脱
字
、
言
葉
遣
い

の
間
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
読
み
返
し
の
中
で
、
同
じ
音
の
繰
り
返

し
や
韻
の
踏
み
方
、
あ
る
い
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
響
き

は
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
、
俳
句
と
し
て
よ
り
深
い
表
現
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
出
来
上
が
っ
た
俳
句
を
客
観
的
に
読

み
直
す
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
、
自
分

の
表
現
し
た
か
っ
た
こ
と
が
素
直
に
書
け
て
い
る
か

ど
う
か
や
、
人
が
読
ん
で
真
意
が
伝
わ
る
表
現
に

な
っ
て
い
る
か
を
吟
味
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
作
っ
た
俳
句
を
一
日
お

い
て
推
敲
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

一
方
、
季
語
や
言
葉
、
語
彙
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
く
こ
と
も
完
成
し
た
作
品
に
仕
上
げ
る
た
め
に

は
、
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
季
語
の
使
い
方

は
、
特
に
重
要
で
す
の
で
、
有
効
に
働
い
て
い
る
か

ど
う
か
や
、
別
の
季
語
に
置
き
換
え
を
し
た
方
が
良

い
か
ど
う
か
な
ど
を
丁
寧
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
言
葉
や
語
彙
に
つ
い
て
は
、重
複
は
な
い
か
、

言
い
間
違
い
は
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
辞
典
を
活
用

し
な
が
ら
検
討
し
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
訂
正
し
、
重

複
表
現
が
あ
れ
ば
削
る
よ
う
に
し
、
同
じ
よ
う
な
表

現
が
あ
れ
ば
吟
味
し
省
略
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

次
に
、
言
葉
の
語
順
は
現
状
の
ま
ま
で
良
い
か
を

考
え
、
し
っ
く
り
い
か
な
け
れ
ば
語
順
の
入
れ
替
え

を
試
み
ま
す
。
常
套
的
な
句
や
手
垢
の
付
い
た
よ
う

な
通
俗
的
な
語
句
が
な
い
か
を
見
直
し
、
あ
れ
ば
新

鮮
な
そ
の
場
に
合
っ
た
具
体
的
な
表
現
に
変
え
て
い

き
ま
す
。
加
え
て
、
漢
字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・

ロ
ー
マ
字
・
数
字
・
外
国
語
な
ど
の
表
記
が
効
果
的

か
ど
う
か
も
検
討
し
、
適
切
な
表
現
に
直
し
ま
す
。

助
詞
の
使
い
方
も
俳
句
で
は
独
特
な
使
い
方
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
の
使
い
方
が
適
切

か
ど
う
か
を
検
討
し
、
そ
の
場
面
に
合
っ
た
も
の
に

置
き
換
え
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
作
品
に
「
類
句
、
類
想
句
、
模
倣
句
」

が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
意
図
的
に
真
似
た
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
作
品

を
公
表
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。　

俳
句
に
お
け
る
分
か
り
易
さ

　

俳
句
は
や
は
り
文
学
・
文
芸
で
す
か
ら
、
人
に
伝

え
る
と
言
う
大
切
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
考
え
る
と
「
分
か
り
易
い
」
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
要
素
で
す
が
、
分
か
り
易
い
だ
け
で
は
人
を

感
動
さ
せ
る
い
い
作
品
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。
芭
蕉
以
来
、
多
く
の
先
人
の
優
れ
た

作
品
を
読
ん
で
み
ま
す
と
、
確
か
に
分
か
り
易
い
俳

句
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い

俳
句
も
結
構
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
読
み
手
と
し
て

は
、
分
か
り
易
い
俳
句
に
親
し
み
を
感
じ
ま
す
が
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
分
か
り
易
い
俳
句
だ
け
が
い
い
俳

句
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
、
少
し
早
合
点
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
一
見
難
し
い
と
思
わ
れ
る
俳

句
も
、難
し
い
言
葉
を
辞
書
で
引
い
て
確
か
め
た
り
、

分
か
ら
な
い
所
を
人
に
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
丁
寧
に
読
ん
で
い
く
と
、
そ
の
俳
句
の
良
さ

や
魅
力
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
は
そ
こ
に

俳
句
の
も
う
一
つ
の
価
値
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
よ

う
に
考
え
る
と
俳
句
は
自
分
の
作
品
を
作
る
こ
と

と
、
人
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
同
時
に
行
う
こ

と
が
と
て
も
大
切
に
な
る
の
で
す
。
芭
蕉
は
「
自
分

は
句
を
作
る
こ
と
は
一
番
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
俳
句
を
さ
ば
く
（
選
句
を
し
て
鑑
賞
す
る
）
こ

と
で
は
人
に
負
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
こ
の
よ
う
に
自
分
で
俳
句
を
作
る
と
と
も
に
、

こ
の
機
会
に
是
非
、
多
く
の
人
の
作
品
を
読
ん
で
味

わ
う
楽
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

俳
句
は
昔
か
ら
「
衆
の
文
学
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
仲
間
の
作
っ
た
作
品
を
読
み
合
っ
て
そ
の
作
品

の
分
か
ら
な
い
こ
と
や
良
い
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
を

仲
間
同
士
で
話
し
合
っ
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
も

伝
統
的
に
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
俳
句
の
中
で
は
と
て
も
大
切

な
の
で
す
。　
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俳
句
の
言
葉
を
増
や
す
た
め
に

　

私
は
こ
の
大
会
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
二
十
年
近

く
、
地
域
の
公
民
館
の
子
ど
も
俳
句
教
室
で
小
学
生

と
一
緒
に
俳
句
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
教
室
に

は
、こ
の
大
会
の
選
者
で
、私
の
俳
句
の
先
生
で
あ
っ

た
有
馬
朗
人
先
生
も
大
分
に
何
回
か
来
て
、
直
接
子

ど
も
俳
句
の
指
導
を
し
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
小
学
三
年
生
の
女
の
子
が
有
馬
先
生
に

「
よ
い
俳
句
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ど
ん
な

勉
強
を
し
た
ら
良
い
で
す
か
」
と
質
問
を
し
た
の
で

す
。
そ
の
時
、
有
馬
朗
人
先
生
は
「
毎
日
、
国
語
辞

典
を
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
読
む
こ
と
が
い
い
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
国
語
辞
典
を
一
冊
全
部
読
め
ば
、
私

達
の
生
活
で
必
要
な
言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

早
速
全
員
で
『
子
ど
も
歳
時
記
』
と
と
も
に
『
国

語
辞
典
』
を
読
む
勉
強
を
始
め
、
全
員
が
季
語
だ
け

で
な
く
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
知
り
、
そ
れ
を
俳
句
の

中
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
見
違
え
る
よ

う
に
レ
ベ
ル
の
高
い
俳
句
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
俳
句
だ
け
で
は
な
く
他
の

教
科
の
勉
強
に
も
広
が
っ
て
、
担
任
の
先
生
を
び
っ

く
り
さ
せ
た
の
で
す
。
そ
れ
以
後
、
私
は
子
ど
も
俳

句
会
で
縁
の
で
き
た
仲
間
に
は
、
必
ず
小
学
生
用
の

『
国
語
辞
典
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。　

俳
句
の
勉
強
の
仕
方
に
つ
い
て

　

俳
句
を
学
ぶ
最
も
よ
い
方
法
は
、
句
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
句
会
と
は
、
分
か
り
易
く
言
え

ば
俳
句
の
勉
強
会
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
り
ま

す
。こ
こ
で
は
、私
が
公
民
館
の
子
ど
も
句
会
で
や
っ

て
い
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

句
会
と
言
っ
て
も
、
小
さ
な
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

で
楽
し
む
句
会
か
ら
、
学
校
な
ど
数
十
人
集
ま
っ
て

す
る
句
会
ま
で
様
々
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
公
民
館

子
ど
も
句
会
で
は
、
二
十
人
く
ら
い
で
行
っ
て
い
ま

す
。
句
会
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
あ
ら
か
じ
め
に
句

会
に
投
句
す
る
俳
句
の
数
（
出
句
数
）
を
決
め
て
お

き
ま
す
。
参
加
す
る
人
は
、
句
会
に
参
加
す
る
前
に

決
め
ら
れ
た
数
の
俳
句
を
作
っ
て
用
意
し
て
お
き
ま

す
。（
先
日
行
っ
た
玖
珠
町
の
小
学
校
の
句
会
で
は
、

句
会
の
前
に
学
校
の
周
り
を
散
策
し
て
句
会
に
出
す

作
品
を
作
り
ま
し
た
）　

句
会
に
参
加
す
る
た
め
に
、

自
分
の
作
っ
た
作
品
を
持
っ
て
出
掛
け
、
会
場
で
は

俳
句
を
書
く
「
短
冊
（
細
長
い
紙
）」
が
配
ら
れ
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
い
た
俳
句
を
短
冊

に
書
い
て
提
出
し
ま
す
。
こ
の
時
自
分
の
名
前
は
書

き
ま
せ
ん
。
句
会
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
が
、
集

め
た
短
冊
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
参
加
者
に
分
け
、
そ

の
短
冊
と
と
も
に
清
記
す
る
用
紙
を
配
り
、
参
加
者

に
清
記
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
時
、
間
違
え
な
い

よ
う
に
丁
寧
に
楷
書
で
書
き
写
し
ま
す
。
全
部
書

き
終
え
た
ら
、そ
の
清
記
用
紙
に
「
一
」｢

二｣

「
三
」

と
番
号
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
選
句
を
し
ま
す
。
清
記
用
紙
を
右
の
座
席
へ

と
回
し
て
い
き
な
が
ら
、
回
っ
て
き
た
清
記
用
紙
の

句
の
中
か
ら
、
良
い
と
思
っ
た
句
を
選
ん
で
自
分
の

ノ
ー
ト
な
ど
に
書
き
写
し
ま
す
。
そ
し
て
す
べ
て
の

句
を
見
終
わ
っ
た
ら
、
決
め
ら
れ
た
数
の
句
を
さ
ら

に
選
ん
で
、
選
句
用
紙
に
清
書
し
ま
す
。
こ
の
時
、

用
紙
の
右
端
に
「
牧
野
桂
一
選
」
と
言
う
よ
う
に
、

誰
が
選
ん
だ
か
が
分
か
る
よ
う
に
自
分
の
名
前
を
書

い
て
お
き
ま
す
。
な
お
、こ
の
選
句
に
あ
た
っ
て
は
、

自
分
の
作
っ
た
俳
句
は
、
自
分
で
は
選
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
そ
し
て
、全
員
の
選
句
用
紙
を
集
め
て
、

い
よ
い
よ
俳
句
の
披
講
が
始
ま
り
ま
す
。　

　

披
講
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
選
句
し
た
句
を
句

会
の
世
話
人
が
読
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
俳
句
の
披

講
で
す
か
ら
、
歌
う
よ
う
に
声
高
ら
か
に
吟
ず
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
自
分
の
俳
句
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
ら
、「
桂
一
」
と
大
き
な
声
で
は
っ

き
り
と
名
乗
り
を
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
が
大
分
で

行
っ
た
句
会
で
も
有
馬
朗
人
先
生
は
、
こ
の
名
の
り

の
時
「
朗
人
」
と
と
て
も
大
き
な
は
っ
き
り
と
し
た

声
で
名
乗
り
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

披
講
が
終
わ
っ
た
ら
合
評
で
す
。
合
評
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
作
品
の
良
か
っ
た
と

こ
ろ
や
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
な
ど
に
つ
い
て
自
由
に

意
見
を
出
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。合
評
の
最
後
に
は
、

そ
の
句
会
の
世
話
人
や
指
導
者
が
、
総
括
的
な
批
評

を
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
俳
句
会
で
は
、
選
に
入

ら
な
か
っ
た
句
も
含
め
て
全
部
の
句
に
つ
い
て
批
評

す
る
こ
と
が
勉
強
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

吟
行
に
つ
い
て

　

吟
行
と
は
、
俳
句
を
作
る
た
め
に
実
際
の
景
色
を

見
て
、
季
語
と
出
会
う
た
め
に
外
へ
散
策
に
出
て
行

く
こ
と
を
言
い
ま
す
。
俳
句
を
作
り
な
が
ら
（
吟
じ

な
が
ら
）
歩
く
こ
と
で
「
吟
行
」
と
言
う
の
で
す
。

こ
の
吟
行
は
俳
句
を
作
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　

俳
句
で
は
俳
句
を
作
る
た
め
に
、
郊
外
や
名
所
な

ど
景
色
の
よ
い
所
や
旧
跡
な
ど
に
出
か
け
て
行
く
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
外
国
に
ま
で

出
か
け
て
行
く
よ
う
な
大
が
か
り
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
先
輩
や
仲
間
と
一
緒
に
出
か
け
、
同
じ
も
の
を

見
て
俳
句
を
作
る
の
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
自
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然
に
触
れ
て
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
通
し
て
俳
句
を

作
る
の
で
、
草
や
鳥
や
虫
な
ど
の
季
語
を
覚
え
る
こ

と
も
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
す
。

俳
句
に
お
け
る
選
句
に
つ
い
て

　

俳
句
の
特
徴
と
し
て
選
句
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

自
分
で
俳
句
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
人
の
作
っ
た
俳

句
の
良
し
悪
し
を
選
別
し
て
、
良
い
句
を
選
ぶ
わ
け

で
す
。
そ
こ
で
は
「
ど
う
い
う
俳
句
が
良
い
俳
句
な

の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
自
分
で
選
ば
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
慣
れ
な
い
時
に
は
と
て
も
戸
惑
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
選
句
の
場
で
「
ど
の
俳
句
が

良
く
て
、
ど
の
俳
句
が
悪
い
の
か
」
を
考
え
て
い
く

場
合
大
切
な
こ
と
は
、自
分
が
好
き
か
ど
う
か
で
す
。

つ
ま
り
そ
の
作
品
を
読
ん
だ
時
に
、
す
っ
と
心
に

入
っ
て
く
る
も
の
、
単
純
に
「
こ
の
俳
句
に
は
引
き

つ
け
ら
れ
、
自
分
は
好
き
」
と
思
う
俳
句
が
一
番
良

い
句
と
考
え
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
言
う
と
、「
本

当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
」
と
少
し
不
安
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
俳
句
を
読
ん
だ
新
鮮
な
自
分
の
感

覚
が
大
切
な
の
で
す
。
何
の
雑
念
も
な
く
、
ま
っ
さ

ら
な
心
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
読
ん
だ
自
分

の
新
鮮
な
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ど
こ

ま
で
も
自
分
の
感
性
、
価
値
観
を
信
じ
て
選
ぶ
の
が

一
番
い
い
の
で
す
。

　

良
い
句
を
探
す
時
は
、
自
分
が
良
い
と
感
じ
る
句

を
探
す
の
が
第
一
で
あ
っ
て
、
他
人
が
良
い
と
感
じ

る
句
を
探
す
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
人
は

他
人
と
は
違
う
感
じ
方
を
す
る
の
が
当
た
り
前
で

す
。
こ
の
違
い
が
、
俳
句
で
も
他
の
芸
術
で
も
大
切

な
の
で
す
。
こ
れ
は
、
俳
句
を
作
る
時
と
全
く
同
じ

こ
と
で
す
。人
の
意
見
に
同
調
ば
か
り
し
て
い
る
と
、

人
と
は
違
う
感
じ
方
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
。「
人
と
は
違
う
感
じ
方
を
す
る
」「
自
分
ら
し

い
感
じ
方
を
す
る
」
こ
と
が
、
文
学
で
あ
る
俳
句
の

最
も
大
切
な
要
素
で
、
そ
れ
が
俳
句
を
作
る
原
動
力

に
な
り
、
俳
句
を
作
る
喜
び
に
も
な
り
ま
す
。

　

高
浜
虚
子
は
「
選
は
創
造
な
り
」
と
周
り
の
人
た

ち
に
教
え
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
俳
句
で
は
、
人
の

作
品
の
選
を
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
作
品
を
創
る
こ

と
と
同
じ
よ
う
に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
今
回
の
大
会
の
入
選
作
品
の
選
句
に
つ
い

て
説
明
を
付
け
加
え
れ
ば
、
私
た
ち
選
者
は
、
特
別

な
俳
句
の
指
導
を
す
る
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
皆
さ
ん
の
作
品
を
添
削
す
る
こ
と
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
一
般
の
句
会
で
選
を
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
私
た
ち
選
者
の
良
い
と
思
っ
た
作
品
を
選
ん
で

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
誤
字
脱
字
や
表
記
に
明
ら

か
な
間
違
い
の
あ
る
も
の
、
内
容
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
は
、
い
く
ら
内
容
が
よ
い
よ
う
に

見
え
て
も
入
賞
・
入
選
句
の
中
に
は
入
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。　

子
ど
も
俳
句
指
導
者
へ
の
お
願
い

　

最
後
に
俳
句
の
学
び
方
に
つ
い
て
、
野
見
山
朱
鳥

が
あ
る
著
書
の
中
で
面
白
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て

い
ま
す
の
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
黄
金
時
代
を
作
っ

た
俳
人
に
村
上
鬼
城
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の

鬼
城
は
句
会
の
指
導
で
、
選
に
漏
れ
た
作
品
を
取
り

上
げ
、
そ
の
欠
点
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
し
た
そ
う

で
、
そ
の
指
導
の
仕
方
が
的
確
で
分
か
り
易
く
、
皆

を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
と
て
も
人
気

が
高
く
鬼
城
に
俳
句
の
教
え
を
乞
う
人
が
た
く
さ
ん

出
て
き
た
と
言
い
ま
す
。

　

一
方
、
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
主
宰
者
で

あ
る
高
浜
虚
子
は
、
入
選
し
た
作
品
の
良
い
と
こ
ろ

を
指
摘
し
て
誉
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

こ
の
二
人
の
指
導
の
結
果
と
し
て
、
高
浜
虚
子
の
弟

子
か
ら
は
、
次
々
と
俳
壇
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
優

秀
な
俳
人
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
村
上
鬼
城
の
門
下

か
ら
は
、
虚
子
の
門
下
ほ
ど
に
は
、
俳
壇
を
リ
ー
ド

す
る
よ
う
な
俳
人
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

人
は
、
自
分
の
欠
点
は
案
外
自
覚
し
て
い
る
の
で

す
が
、
長
所
は
な
か
な
か
見
え
難
い
と
言
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
指
導
す
る
方
と
し
て
も
、
俳
句
の
欠
点

を
探
す
の
は
割
に
簡
単
に
で
き
る
の
で
す
が
、
逆
に

良
い
所
、
優
れ
て
い
る
所
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
難

し
い
と
言
う
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
有

馬
朗
人
先
生
は
、
子
ど
も
の
指
導
の
中
で
欠
点
を

言
っ
た
り
、
添
削
し
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
一
つ
一
つ
の
作
品
の
良
い
所
を
取
り
上
げ
て
丁

寧
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

俳
句
会
な
ど
で
児
童
生
徒
の
俳
句
の
指
導
に
あ
た
っ

た
り
、
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
句
会
を
し
た
り
し

て
、
俳
句
を
教
え
る
機
会
が
あ
る
時
は
、
こ
の
こ
と

も
俳
句
の
特
性
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
い
た

だ
け
た
ら
有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。
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日
本
童
話
祭
（
久
留
島
武
彦
顕
彰
）

　

第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会

特
選
句

満開のコスモス畑

－ 27 － － 26 －



小
　
学
　
校

大
分
県

先
生
の
白
髪
が
増
え
る
秋
の
空

大
分
市
立

大
在
小
学
校
６
年

太　

田　

美　

結

大
分
県

毛
糸
編
む
母
の
手
元
に
折
れ
た
針

大
分
市
立

大
在
小
学
校
６
年

宮　

﨑　

胡　

翠

大
分
県

く
も
の
す
の
空
中
ぶ
ら
ん
こ
さ
か
さ
づ
り

大
分
市
立

坂
ノ
市
小
学
校
３
年

日　

野　

桃　

子

大
分
県

う
ろ
こ
ぐ
も
キ
ュ
ッ
と
曲
が
っ
た
ス
ラ
イ
ダ
ー

中
津
市
立

沖
代
小
学
校
３
年

中　

田　

朝　

陽

大
分
県

遠
足
で
み
ん
な
で
見
た
よ
石
仏
を

臼
杵
市
立

臼
杵
南
小
学
校
３
年

安　

藤　

夢　

釣

茨
城
県

い
ね
か
り
や
田
ん
ぼ
一
面
き
ら
き
ら
と

稲
敷
市
立

あ
ず
ま
西
小
学
校
３
年

宮　

本　

葵　

白

茨
城
県

ラ
ン
ド
セ
ル
お
ろ
し
い
っ
き
に
の
む
麦
茶

常
総
市
立

玉

小

学

校
３
年

大　

野　
　
　

葵

群
馬
県

赤
と
ん
ぼ
夕
日
と
い
っ
し
ょ
に
帰
っ
て
く

高
崎
市
立

城
東
小
学
校
４
年

加　

藤　

美　

希

埼
玉
県

寝
袋
に
包
ま
れ
響
く
虫
の
声

川
口
市
立

元
郷
南
小
学
校
６
年

佐　

藤　

こ
は
る

東
京
都

星
月
夜
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
の
練
習
中

国
立
東
京
学
芸
大
学
附
属

竹
早
小
学
校
６
年

上　

野　
　
　

咲

東
京
都

秋
の
風
ふ
し
ぎ
な
子
ね
こ
い
な
く
な
る

江
戸
川
区
立

南
篠
崎
小
学
校
４
年

五
十
嵐　

大　

翔

東
京
都

た
け
と
ん
ぼ
た
か
く
と
ん
だ
よ
ひ
つ
じ
ぐ
も

江
戸
川
区
立

南
篠
崎
小
学
校
４
年

銭　
　
　

愷　

恩

東
京
都

い
ず
る
日
が
富
士
に
輝
く
初
も
う
で

江
戸
川
区
立

南
篠
崎
小
学
校
５
年

荒　

木　

琢　

磨
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東
京
都

ど
ん
ぐ
り
を
集
め
て
拾
う
宝
物

武
蔵
村
山
市
立
小
中
一
貫
校	

大
南
学
園
第
七
小
学
校

４
年

原　

野　
　
　

葵

神
奈
川
県

涼
し
げ
に
は
に
わ
の
男
子
ク
ワ
を
持
つ

横
浜
市
立

元
石
川
小
学
校
４
年

荒　

川　

麻
梨
子

富
山
県

あ
き
ま
つ
り
の
お
し
し
ほ
ん
ば
ん
ふ
え
を
ふ
く

高
岡
市
立

伏
木
小
学
校
２
年

高　

井　

春　

妃

富
山
県

秋
祭
り
ふ
え
の
け
い
こ
の
つ
づ
く
夜

高
岡
市
立

伏
木
小
学
校
３
年

竹　

本　

結　

咲

富
山
県

後
ろ
か
ら
赤
い
と
ん
ぼ
の
羽
つ
ま
む

高
岡
市
立

伏
木
小
学
校
３
年

村　

田　
　
　

惇

富
山
県

寒
い
夏
き
り
に
か
く
れ
る
黒
部
ダ
ム

高
岡
市
立

伏
木
小
学
校
４
年

前　

原　

琉　

風

富
山
県

新
し
い
水
着
を
選
ぶ
し
着
室

高
岡
市
立

伏
木
小
学
校
４
年

大　

野　

小　

花

富
山
県

初
め
て
の
サ
ー
カ
ス
夏
の
大
テ
ン
ト

高
岡
市
立

伏
木
小
学
校
５
年

角　

村　

昴　

瑠

鳥
取
県

ス
イ
カ
わ
り
兄
を
だ
ま
し
た
左
右

鳥
取
市
立

美
保
小
学
校
３
年

西　

田　

芽　

生

徳
島
県

つ
ば
め
の
子
み
ん
な
ソ
プ
ラ
ノ
歌
っ
て
る

徳
島
文
理
小
学
校
５
年

中　

村　

健　

汰

徳
島
県

暴
力
の
連
な
る
世
界
春
を
待
つ

美
馬
市
立

江
原
南
小
学
校
６
年

坂　

本　

孝　

仁

福
岡
県

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
っ
し
ょ
に
ね
た
ね
夏
休
み

嘉
麻
市
立

嘉
穂
小
学
校
２
年

篠　

原　

陽　

菜

台

湾

鯉
の
ぼ
り
空
で
遊
ん
で
い
る
竜
だ

崇
華
小
学
校
３
年

陳　
　
　

彥　

哲
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中
　
学
　
校

大
分
県

静
電
気
バ
チ
ッ
と
ひ
か
る
指
と
指

大
分
市
立

滝
尾
中
学
校
３
年

山　

田　

茅　

奈

大
分
県

お
に
ご
っ
こ
お
に
に
な
れ
な
い
雀
の
子

大
分
市
立

滝
尾
中
学
校
３
年

大　

田　

華　

蓮

大
分
県

青
空
に
近
づ
く
僕
の
シ
ャ
ボ
ン
玉

大
分
市
立

滝
尾
中
学
校
３
年

柴　

田　

鉄　

生

大
分
県

暗
が
り
の
浴
室
響
く
除
夜
の
鐘

大
分
市
立

滝
尾
中
学
校
３
年

北　

村　

朝　

日

大
分
県

祖
母
と
み
た
最
後
の
夏
の
青
い
海

大
分
市
立

大
在
中
学
校
３
年

首　

藤　

瑞　

希

大
分
県

い
き
も
の
の
気
配
が
消
え
て
山
眠
る

大
分
市
立

大
在
中
学
校
３
年

熊　

井　

絵　

蓮

大
分
県

麦
茶
注
ぐ
氷
か
ら
ん
と
崩
れ
け
り

大
分
市
立

大
在
中
学
校
３
年

高　

橋　

航　

輝

大
分
県

灯
籠
や
平
和
を
願
い
流
し
け
り

佐
伯
市
立

米
水
津
中
学
校
３
年

渡　

辺　

蒼　

佑

大
分
県

指
揮
者
だ
け
見
つ
め
た
演
奏
夏
休
み

臼
杵
市
立

東

中

学

校
３
年

江　

藤　

未　

來

大
分
県

天
の
川
十
人
十
色
願
い
星

九
重
町
立

こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校

１
年

佐　

藤　

天　

音

大
分
県

冬
来
た
る
山
の
頂
き
オ
リ
オ
ン
座

九
重
町
立

こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校

３
年

安　

部　

陽　

翔

宮
城
県

原
爆
忌
あ
の
日
を
ず
っ
と
忘
れ
な
い

岩
沼
市
立

岩
沼
中
学
校
１
年

渡　

辺　

瑠　

依

宮
城
県

針
供
養
見
よ
う
見
ま
ね
で
折
れ
た
針

岩
沼
市
立

岩
沼
中
学
校
１
年

本　

郷　

真　

望
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宮
城
県

い
や
な
こ
と
消
え
て
す
っ
き
り
流
し
雛

岩
沼
市
立

岩
沼
中
学
校
１
年

加　

藤　

舞
友
叶

東
京
都

ハ
イ
キ
ン
グ
雲
と
重
な
る
富
士
の
山

品
川
区
立

伊

藤

学

園
９
年

星　

野　

泰　

駕

静
岡
県

夕
暮
れ
に
忘
れ
た
浮
き
輪
波
の
音

裾
野
市
立

須
山
中
学
校
２
年

川　

勝　

蒼　

大

静
岡
県

麦
茶
飲
む
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
逆
さ
立
ち

裾
野
市
立

須
山
中
学
校
３
年

横　

山　

悠　

真

福
岡
県

雨
う
け
て
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
空
を
向
く

筑
紫
野
市
立

筑
山
中
学
校
２
年

赤　

坂　

未　

來

福
岡
県

窓
に
触
れ
凍
る
指
先
冬
の
雨

筑
紫
野
市
立

筑
山
中
学
校
２
年

佐　

藤　

茉　

紘

福
岡
県

立
冬
に
響
く
夜
空
の
笛
の
音

筑
紫
野
市
立

筑
山
中
学
校
２
年

鳥　

羽　
　
　

周

福
岡
県

病
室
の
窓
ま
で
届
く
虫
の
声

古
賀
市
立

古
賀
東
中
学
校
１
年

中　

村　

百　

助

福
岡
県

壱
岐
島
や
心
も
透
け
る
夏
の
海

古
賀
市
立

古
賀
東
中
学
校
１
年

北　

野　

景　

愛

福
岡
県

雲
の
な
い
空
い
っ
ぱ
い
の
渡
り
鳥

古
賀
市
立

古
賀
東
中
学
校
１
年

盛　

川　

文　

翔

福
岡
県

新
人
戦
柔
道
優
勝
秋
高
し

古
賀
市
立

古
賀
東
中
学
校
１
年

松　

﨑　

慶　

人

高
　
等
　
学
　
校

大
分
県

い
つ
も
よ
り
夕
日
が
赤
い
の
は
君
の
せ
い

日
本
文
理
大
学

附
属
高
等
学
校
３
年

品　

矢　

奈　

那

大
分
県

指
先
の
か
じ
か
む
君
に
手
を
重
ぬ

楊
志
館
高
等
学
校
３
年

外　

山　

彩　

純
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埼
玉
県

句
読
点
ば
か
り
の
嘘
や
雪
蛍

星
野
高
等
学
校
１
年

鴫　

原　

音　

羽

岐
阜
県

原
野
ゆ
く
寝
台
列
車
冬
銀
河

鶯
谷
高
等
学
校
１
年

加　

藤　

佑　

理

岐
阜
県

長
き
夜
の
ぱ
さ
と
新
刊
め
く
る
音

鶯
谷
高
等
学
校
２
年

松　

口　

遥　

陽

岐
阜
県

泥
水
の
大
波
小
波
蝌
蚪
の
群
れ

鶯
谷
高
等
学
校
３
年

安　

居　

瑞　

海

岐
阜
県

本
堂
の
床
軋
む
音
山
眠
る

鶯
谷
高
等
学
校
３
年

小　

川　

桃　

奈

兵
庫
県

赤
と
ん
ぼ
夕
焼
け
小
焼
け
さ
よ
う
な
ら

神
戸
市
立

神
港
橘
高
等
学
校
３
年

堀　

江　

さ
さ
ら

鳥
取
県

台
風
が
ひ
と
り
の
夜
に
ノ
ッ
ク
す
る

湯
梨
浜
学
園

高

等

学

校
１
年

岡　

田　

明　

子

山
口
県

伯
父
か
ら
の
懐
中
時
計
冬
の
星

山
口
県
立

下
松
工
業
高
等
学
校
１
年

松　

原　

征　

春　

徳
島
県

夕
立
ち
や
ひ
と
つ
の
傘
を
は
ん
ぶ
ん
こ

徳
島
県
立

脇
町
高
等
学
校
３
年

鎮　

山　

小　

春

徳
島
県

抜
け
落
ち
た
乳
歯
を
屋
根
に
春
う
ら
ら

徳
島
県
立

脇
町
高
等
学
校
３
年

前　

田　

妃　

織

徳
島
県

補
習
の
灯
消
え
た
教
室
秋
北
斗

徳
島
県
立

脇
町
高
等
学
校
３
年

𠮷　

田　

百　

花

徳
島
県

水
澄
ん
で
蒼
く
流
れ
る
朝
の
川

徳
島
県
立

脇
町
高
等
学
校
３
年

河　

埜　

綾　

音

徳
島
県

あ
の
人
に
会
い
た
い
真
っ
赤
な
彼
岸
花

徳
島
県
立

脇
町
高
等
学
校
３
年

丹　

田　

菜　

穂

徳
島
県

麦
畑
乾
い
た
風
が
波
を
成
す

徳
島
県
立

脇
町
高
等
学
校
３
年

佐　

藤　

正　

理
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本
童
話
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（
久
留
島
武
彦
顕
彰
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第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会

入
選
句

旧豊後森機関庫と満天の星空
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小
学
校

〈
大
分
県
〉

玖
珠
町
立
森
中
央
小
学
校

か
ぶ
と
む
し
く
わ
が
た
よ
り
も
つ
よ
く
な
る

１
年
日

野

琥

珀

な
つ
や
す
み
ぼ
く
が
う
っ
た
よ
ホ
ー
ム
ラ
ン

２
年
衛　

藤　

晴
太
郎

さ
く
ら
さ
く
か
ぞ
く
み
ん
な
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

３
年
菅　

田　

桃　

那

ク
リ
ス
マ
ス
サ
ン
タ
の
鈴
が
聞
こ
え
る
よ

６
年
高　

田　

瑞　

希

雪
だ
る
ま
中
に
は
誰
が
入
っ
て
る

６
年
青　

木　

菜
々
子

玖
珠
町
立
塚
脇
小
学
校

な
つ
や
す
み
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
で
ボ
ー
リ
ン
グ

１
年
稲　

葉　

章　

人

な
つ
か
げ
と
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
で
あ
い
こ
だ
よ　
１
年
小　

幡　
　
　

湊

な
つ
や
す
み
ら
っ
こ
と
あ
っ
た
し
も
の
せ
き

１
年
平　

井　

菜　

美

す
な
は
ま
で
ト
ン
ネ
ル
つ
く
っ
た
夏
休
み

２
年
中　

島　

碧　

唯

運
動
会
今
鳴
り
響
く
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

４
年
魚　

返　

柊　

伍

い
つ
ま
で
も
み
ん
な
大
好
き
ク
リ
ス
マ
ス

６
年
江　

藤　

双　

葉

冬
凪
や
夕
日
飲
み
込
む
西
の
海

６
年
古　

田　

莉　

瑚

玖
珠
町
立
小
田
小
学
校

は
り
の
中
す
く
す
く
育
つ
あ
ま
い
く
り

５
年
穴　

井　

奏　

大

ド
ン
コ
と
り
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
夏
休
み

５
年
川　

邉　

叶　

真

雪
が
降
る
羽
の
よ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
と

６
年
穴　

井　

佑　

磨

玖
珠
町
立
北
山
田
小
学
校

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
こ
わ
い
か
そ
う
で
お
ど
ろ
か
す

２
年
島　

津　
　
　

歩

秋
の
道
夕
日
が
背
中
を
追
っ
て
い
る

４
年
藤　

野　

未　

祐

夏
の
空
打
っ
た
ボ
ー
ル
は
ス
タ
ン
ド
へ

５
年
琴　

谷　

隼　

大

玖
珠
町
立
八
幡
小
学
校

か
き
氷
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
が
美
味
し
い
な

５
年
倉　

成　

美　

琴

玖
珠
町
立
古
後
小
学
校

家
の
庭
マ
フ
ラ
ー
ま
い
て
雪
遊
び

６
年
河　

津　

智　

樹

玖
珠
町
立
く
す
若
草
小
中
学
校

ま
つ
ぼ
っ
く
り
十
人
十
色
個
性
だ
ね

４
年
小　

森　

悠　

輝

日
田
市
立
桂
林
小
学
校

風
景
画
ひ
ま
わ
り
の
向
き
太
陽
へ

６
年
德　

丸　
　
　

蒼

日
田
市
立
日
隈
小
学
校

ゆ
う
や
け
に
に
ゅ
う
ど
う
ぐ
も
の
か
き
ご
お
り
１
年
諌　

山　

絢　

音

大
分
市
立
城
南
小
学
校

空
高
く
白
鳥
の
む
れ
と
ん
で
い
く

２
年
首　

藤　

陽　

香

ち
り
り
り
ん
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
る
風
り
ん
さ
ん
２
年
山　

村　
　
　

渚

大
分
市
立
明
野
西
小
学
校

ひ
ま
わ
り
の
笑
顔
に
ぼ
く
も
負
け
な
い
ぞ

５
年
森　

田　

朝　

陽

大
分
市
立
明
治
小
学
校

秋
の
夜
風
が
ふ
い
た
ら
色
が
ま
う

５
年
坂　

本　

結　

愛

風
鈴
が
風
と
お
ど
る
よ
リ
ン
リ
ン
と

５
年
松　

本　

和
香
那

大
分
市
立
大
在
小
学
校

運
動
会
笑
顔
と
バ
ト
ン
つ
な
ぐ
と
き

６
年
松　

本　

未　

緒

紅
葉
ま
で
ご
う
か
に
染
ま
る
金
閣
寺

６
年
梅　

木　

琉　

莉

学
校
法
人
別
府
大
学
明
星
小
学
校

稲
光
激
し
い
雨
と
や
っ
て
く
る

６
年
阿　

南　

匡　

邦

ふ
と
見
れ
ば
風
に
揺
ら
れ
る
初
日
の
出

６
年
宮　

﨑　

莉　

紗

大
分
県
立
別
府
支
援
学
校

虫
が
出
た
温
泉
ま
つ
り
あ
せ
が
出
た

６
年
佐　

藤　

有　

悟

中
津
市
立
上
津
小
学
校

干
し
た
稲
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
秋
の
色

６
年
相　

原　

煌　

太
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佐
伯
市
立
佐
伯
小
学
校 

七
夕
で
会
っ
て
ほ
し
い
な
あ
の
二
人

２
年
團　

塚　

健　

太

カ
ブ
ト
ム
シ
か
い
た
い
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
た
い
３
年
オ
ル
ベ
ソ=

ハ
ン
ス
キ
ー

新
米
が
ふ
っ
く
ら
た
け
て
い
い
に
お
い

４
年
佐　

藤　

陽　

一

炎
天
下
か
げ
が
ど
ん
ど
ん
逃
げ
て
い
く

５
年
柳　

井　
　
　

健

秋
が
来
た
紅
葉
を
見
れ
ば
笑
顔
咲
く

５
年
岩　

佐　

彩　

羽

雨
の
中
咲
き
続
け
る
よ
七
変
化

６
年
簀
河
原　

美　

和

臼
杵
市
立
臼
杵
南
小
学
校

あ
ま
か
っ
た
さ
く
ら
ま
つ
り
の
い
ち
ご
あ
め

３
年
首　

藤　

隆　

成

な
の
は
な
が
じ
ゅ
う
た
ん
み
た
い
に
さ
い
て
い
る
４
年
首　

藤　

季　

樹

赤
ト
ン
ボ
夕
日
の
色
に
ま
ぎ
れ
こ
む

５
年
橋　

迫　
　
　

愛

教
室
に
ひ
び
き
わ
た
る
よ
セ
ミ
の
声

６
年
太　

田　

徠　

哉

か
た
つ
む
り
し
ば
ら
く
た
っ
て
も
ま
だ
そ
こ
に
６
年
木　

許　

琉　

唯

竹
田
市
立
祖
峰
小
学
校

い
え
の
ま
え
大
き
く
な
ら
ぶ
ゆ
き
だ
る
ま

３
年
天　

野　

貴　

仁

夏
空
に
入
道
雲
が
背
伸
び
す
る

５
年
天　

野　

凛　

香

竹
田
市
立
城
原
小
学
校

七
夕
の
た
ん
ざ
く
山
ほ
ど
か
な
う
か
な

３
年
早　

瀬　

こ
の
は

う
れ
し
い
な
ラ
ッ
コ
に
な
れ
た
初
プ
ー
ル

５
年
内　

藤　
　
　

鈴

稲
刈
り
で
大
変
そ
う
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

６
年
森　
　
　

結　

夢

由
布
市
立
阿
南
小
学
校

水
泳
で
宿
題
全
部
わ
す
れ
ち
ゃ
う

４
年
芝　

野　

天　

音

由
布
市
立
東
庄
内
小
学
校

た
け
の
こ
が
に
ょ
き
に
ょ
き
に
ょ
き
っ
と
顔
を
出
す

４
年
髙　

橋　
　
　

緣

み
つ
け
た
よ
か
わ
い
い
つ
ぼ
み
ふ
き
の
と
う

５
年
岩　

田　

一　

輝

由
布
市
立
西
庄
内
小
学
校

く
ち
な
し
の
に
お
い
の
中
を
さ
か
の
ぼ
る

３
年
坂　

本　
　
　

嬉

昼
さ
が
り
一
人
の
田
植
え
さ
み
し
い
な

６
年
稲　

田　

康　

太

冬
の
空
べ
テ
ル
ギ
ウ
ス
の
光
る
夜

６
年
篠　

田　

彩　

杜

〈
北
海
道
〉

小
樽
市
立
山
の
手
小
学
校

プ
ー
ル
す
き
ゴ
ー
グ
ル
つ
け
て
お
よ
ぎ
た
い

１
年
秋　

葉　

優　

月

サ
ン
タ
さ
ん
い
ま
ご
ろ
な
に
を
し
て
い
る
の

１
年
佐　

藤　

碧　

海

お
か
の
上
ゆ
れ
る
す
す
き
に
人
の
か
げ

４
年
阿　

部　

美　

月

い
わ
し
雲
見
て
た
ら
た
ま
に
眠
く
な
る

４
年
山　

谷　

あ
り
あ

ふ
る
雪
に
は
し
ゃ
ぐ
ぼ
く
ら
の
手
は
ま
っ
か

５
年
中　

野　

悠　

翔

雪
合
戦
や
き
い
も
食
べ
た
ら
や
ろ
う
か
な

５
年
古　

谷　

涼　

羽

木
枯
ら
し
や
登
校
の
道
い
そ
ぎ
行
く

５
年
古　

川　
　
　

駿

あ
っ
見
え
た
願
い
が
叶
う
流
れ
星

６
年
荒　

又　

梨　

乃

帰
り
道
空
全
体
に
い
わ
し
雲

６
年
千　

葉　

愛　

里

ぶ
な
林
葉
ご
と
に
結
び
光
る
つ
ゆ

６
年
𠮷　

田　

小
寿
々

旭
川
市
立
大
有
小
学
校

ひ
や
け
す
る
お
み
ず
あ
そ
び
で
た
の
し
い
な

４
年
松　

尾　

日　

生

〈
宮
城
県
〉

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校

そ
ば
の
実
を
つ
る
す
軒
先
善
光
寺

５
年
阿　

部　

英　

明

〈
茨
城
県
〉

稲
敷
市
立
あ
ず
ま
西
小
学
校

や
き
い
も
の
ゆ
げ
が
ほ
か
ほ
か
も
う
一
こ

３
年
千
代
田　

菜　

生

わ
た
の
実
が
た
く
さ
ん
は
じ
け
て
ふ
わ
ふ
わ
と
３
年
中　

澤　

美　

空

か
き
落
ち
て
ぼ
く
の
シ
ュ
ー
ト
は
七
本
目

３
年
吉　

田　

一　

裟

真
っ
赤
だ
な
細
い
花
び
ら
ひ
が
ん
花

３
年
藤　

澤　

心　

陽
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〈
群
馬
県
〉

高
崎
市
立
城
東
小
学
校

パ
パ
よ
り
も
大
き
く
作
る
雪
だ
る
ま

４
年
加　

賀　

未
桜
香

お
も
し
ろ
い
会
話
で
は
ず
む
白
い
息

４
年
土　

岐　

綾　

音

し
ょ
う
ぶ
湯
で
パ
パ
と
勝
負
だ
指
ず
も
う

４
年
鳥　

居　

孝　

洋

天
の
川
は
し
ご
み
た
い
に
の
ぼ
れ
そ
う

４
年
望　

月　

ひ
か
り

秋
の
朝
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
で
響
か
せ
る

５
年
松　

尾　

青　

葉

〈
埼
玉
県
〉

川
越
市
立
名
細
小
学
校

ラ
イ
オ
ン
が
わ
た
し
を
見
て
る
夏
休
み

２
年
大　

室　

史　

華

川
口
市
立
元
郷
南
小
学
校

今
日
も
ま
た
冷
や
し
そ
う
め
ん
食
べ
る
昼

５
年
堀　

畑　

彰　

里

盆
踊
り
屋
台
に
い
っ
て
タ
コ
ラ
イ
ス

５
年
島　

田　

和　

空

夏
の
海
飛
び
か
う
声
と
白
い
雲

５
年
遠　

藤　

芽　

生

日
の
下
で
黒
い
地
面
に
汗
垂
ら
す

６
年
渡　

邉　

漣　

介

旅
先
の
部
屋
か
ら
見
え
る
夏
の
川

６
年
磯　

谷　

ま
ど
か

か
き
ご
お
り
ふ
わ
っ
と
甘
く
冷
え
て
い
く

６
年
吉　

田　

真　

穂

何
日
も
晴
天
続
く
大
暑
か
な

６
年
間　

野　

凪　

咲

暑
そ
う
だ
黒
い
ケ
ー
ス
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

６
年
前　

田　

莉　

玖

〈
東
京
都
〉

葛
飾
区
立
柴
原
小
学
校

ふ
う
り
ん
が
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る

４
年
及　

川　

颯　

太

七
色
の
に
じ
が
か
な
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

５
年
桐　

谷　

唯　

吹

バ
レ
ン
タ
イ
ン
も
ら
え
な
か
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
５
年
舘　

澤　

暖　

人

金
町
線
ゆ
う
や
け
空
に
人
を
の
せ

５
年
冨　

山　

優　

吉

帰
り
道
す
ず
む
し
い
っ
ぴ
き
な
い
て
い
る

５
年
横　

田　

花　

音

江
戸
川
区
立
南
篠
崎
小
学
校

で
っ
か
い
ぞ
つ
ち
を
も
ぐ
も
ぐ
お
い
も
ほ
り

１
年
金　

子　

侑　

生

秋
の
朝
え
ん
ぴ
つ
ち
い
さ
く
な
っ
て
き
た

３
年
蓮　

沼　

絢　

音

お
ま
ま
ご
と
ど
ん
ぐ
り
つ
か
っ
て
お
し
ょ
く
じ
会
５
年
南　

雲　

海　

志

不
知
火
を
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
見
た
い
夜

５
年
渡　

辺　

陽　

羽

夏
の
よ
る
星
が
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
る

６
年
佐
々
木　

美　

嘉

武
蔵
村
山
市
立
小
中
一
貫
校
大
南
学
園
第
七
小
学
校

あ
さ
が
お
が
と
て
も
お
お
き
く
さ
い
て
い
た

１
年
清　

水　

惺　

己

さ
む
い
雨
マ
マ
は
し
ご
と
に
い
き
ま
し
た

１
年
加　

藤　
　
　

優

夏
の
海
会
っ
て
み
た
い
な
ウ
ミ
ガ
メ
に

２
年
川　

島　

豪　

太

あ
お
ば
が
ね
さ
さ
や
き
な
が
ら
う
た
っ
て
る

３
年
土　

方　

彩　

楓

か
た
つ
む
り
つ
ん
と
さ
わ
る
と
お
じ
ぎ
す
る

３
年
小　

野　

帆
乃
夏

秋
の
空
と
ん
ぼ
が
指
に
止
ま
っ
た
よ

４
年
大　

沼　

悠　

文

夏
休
み
感
想
文
は
あ
と
ま
わ
し

４
年
倍　

賞　

朝　

陽

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
も
え
て
る
赤
い
ほ
の
お
だ
よ

４
年
藤　

田　

聖　

也

ど
ん
ぐ
り
が
あ
た
ま
に
ポ
ツ
ン
と
あ
た
っ
た
よ
４
年
金　

子　

莉
央
奈

赤
と
ん
ぼ
夕
や
け
空
を
飛
ん
で
い
る

４
年
富　

山　

陽　

咲

夜
の
宝
ま
ど
を
の
ぞ
け
ば
星
月
夜

５
年
張　
　
　

依　

涵

祝
日
の
朝
は
こ
た
つ
に
一
直
線

５
年
内　

田　

秀　

翔

森
の
中
ぴ
ょ
こ
っ
と
シ
カ
が
の
ぞ
い
て
る

５
年
長　

内　

心　

陽

学
校
の
帰
り
道
に
は
鰯
雲

６
年
岸　

野　

愛　

莉

冬
の
空
犬
と
オ
リ
オ
ン
三
角
形

６
年
田　

村　

紗　

和

〈
神
奈
川
県
〉

横
浜
市
立
元
石
川
小
学
校

キ
ト
ラ
古
墳
ド
ー
ム
み
た
い
な
夏
の
雲

４
年
荒　

川　

麻
梨
子
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〈
富
山
県
〉

高
岡
市
立
伏
木
小
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
あ
き
の
く
も
ま
で
は
ね
と
ば
す
１
年
満　

田　

禅　

大

た
ね
い
っ
ぱ
い
あ
さ
が
お
た
く
さ
ん
さ
き
ま
し
た
１
年
岡　

田　

幸　

大

お
月
さ
ま
み
た
い
な
ま
る
い
め
だ
ま
や
き

１
年
古　

市　

一　

桜

あ
き
ば
れ
の
お
出
か
け
く
ま
に
え
さ
を
や
る

２
年
濱　

谷　

依
千
華

と
ん
で
く
る
よ
る
の
あ
か
り
に
か
ぶ
と
む
し

２
年
橋　

本　

壮　

太

山
小
や
の
ね
ぶ
く
ろ
み
ん
な
と
ね
む
っ
て
る

２
年
吉　

川　

澄　

虹

木
曜
日
か
ぞ
く
そ
ろ
っ
て
は
か
ま
い
り

２
年
ヤ　

オ　

美　

樹

ひ
ろ
し
ま
へ
し
ん
か
ん
せ
ん
で
い
っ
た
夏

２
年
渡　

辺　

栞　

帆

ザ
リ
ガ
ニ
を
と
っ
た
九
月
の
じ
い
ち
ゃ
ん
ち

２
年
橋　

本　

朔　

空

水
鉄
ぽ
う
た
く
さ
ん
と
ば
し
て
ぬ
ら
し
っ
こ

４
年
引　

田　

裕　

太

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ゆ
っ
く
り
散
歩
夏
の
空

４
年
高　

井　

勇
貴
人

風
り
ん
に
願
い
を
こ
め
る
宝
徳
寺

５
年
髙　

有　

健　

伸

一
時
間
か
け
た
遠
泳
そ
う
か
い
感

５
年
中　

村　

優　

希

夏
は
じ
め
か
が
み
の
顔
は
も
う
黒
い

５
年
谷　

口　

愛　

心

前
日
の
う
き
輪
パ
ン
パ
ン
早
く
ね
る

６
年
村　

上　

佑　

樹

〈
愛
知
県
〉

学
校
法
人
江
西
国
際
学
園

ち
ょ
う
が
舞
う
青
い
舞
台
で
美
し
く

５
年
甲　

斐　

凛　

香

名
古
屋
市
立
田
代
小
学
校
（
リ
ト
ル
♪
ラ
ン
ド
）

な
が
れ
ぼ
し
お
ね
が
い
し
た
い
ゆ
め
が
あ
る

３
年
藤　

井　

新　

大

名
古
屋
市
立
陽
明
小
学
校
（
リ
ト
ル
♪
ラ
ン
ド
）

雪
だ
る
ま
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
か
わ
い
い
な

４
年
園　

原　

璃　

子

〈
滋
賀
県
〉

学
校
法
人
燈
影
学
園
一
燈
園
小
学
校

き
ょ
う
り
ゅ
う
を
サ
イ
ズ
で
分
け
る
冬
ほ
く
と
４
年
太　

田　
　
　

慈

〈
鳥
取
県
〉

鳥
取
市
立
美
保
小
学
校

秋
風
に
さ
そ
わ
れ
長
い
髪
を
切
る

３
年
下　

澤　

心　

香

そ
っ
と
来
て
う
る
さ
く
鳴
い
て
帰
る
蝉

３
年
田　

中　

誠
志
朗

二
才
な
る
弟
い
わ
う
五
月
晴
れ

３
年
橋　

本　
　
　

薫

わ
た
げ
は
ね
ふ
く
と
と
ん
で
く
白
い
た
ね

３
年
水　

田　

潤　

登

す
ず
虫
が
人
の
心
を
ひ
び
か
せ
る

３
年
園　

田　

啓　

人

〈
広
島
県
〉

安
芸
太
田
町
立
筒
賀
小
学
校

ツ
ユ
ク
サ
は
青
く
ひ
か
っ
て
ま
ん
か
い
だ

２
年
藤　

本　

す
ず
か

シ
ロ
イ
ル
カ
水
平
線
を
飛
び
こ
し
た

４
年
渡　
　
　

菜
々
緒

光
る
空
の
び
る
ひ
ま
わ
り
進
む
時

６
年
佐
々
木　

悠　

貴

〈
愛
媛
県
〉

愛
媛
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

か
ん
ら
ん
車
足
を
く
す
ぐ
る
夏
の
風

１
年
若　

狹　
　
　

早

〈
福
岡
県
〉

福
岡
市
立
赤
坂
小
学
校

こ
こ
ち
い
い
ほ
っ
ぺ
で
わ
か
る
春
の
風

３
年
佐　

藤　

志　

帆

嘉
麻
市
立
嘉
穂
小
学
校

パ
パ
と
み
た
花
火
大
か
い
と
一
や
じ
ょ
う

１
年
鎌　

田　

朝　

陽

〈
長
崎
県
〉

南
島
原
市
立
堂
崎
小
学
校

ど
ん
ぐ
り
の
ト
ト
ロ
並
べ
る
友
の
顔

５
年
松　

尾　

か
ん
な

持
久
走
前
行
く
背
中
渡
り
鳥

６
年
本　

多　

姫　

奈

〈
鹿
児
島
県
〉

南
九
州
市
立
大
丸
小
学
校

秋
の
空
体
そ
う
を
す
る
く
じ
ら
ぐ
も

３
年
上
久
保　

美　

羽
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ラ
ム
ネ
玉
カ
ラ
ン
と
鳴
ら
し
花
火
さ
く

３
年
中
ノ
森　
　
　

環

起
立
礼
て
ん
と
う
虫
も
勉
強
だ

３
年
中　

原　

彩　

絢

夏
祭
り
子
犬
の
「
コ
コ
」
は
お
留
守
番

４
年
末　

永　

和　

心

バ
イ
キ
ン
グ
少
し
欲
張
る
秋
の
シ
ャ
ケ

６
年
大　

坪　

千　

春

伊
佐
市
立
湯
之
尾
小
学
校

さ
つ
ま
い
も
も
も
の
形
の
う
み
そ
だ

２
年
井　

上　
　
　

翼

き
り
ぎ
り
す
は
っ
ぱ
に
と
ま
っ
て
か
く
れ
ん
ぼ
２
年
中　

間　

琉　

斗

こ
い
の
ぼ
り
み
ん
な
で
お
よ
ぐ
あ
お
い
空

３
年
外
木
場　

怜　

愛

夕
方
に
夕
立
ぐ
も
が
や
っ
て
き
た

４
年
國　

生　

慶　

至

さ
む
い
あ
さ
こ
た
つ
の
中
が
た
こ
の
あ
し

５
年
瓜
生
島　

純　

大

夏
の
海
カ
ツ
オ
ノ
エ
ボ
シ
フ
ラ
ダ
ン
ス

６
年
梶　

本　

壮　

悟

〈
台
湾
〉

崇
華
小
学
校

蝶
々
や
空
で
踊
っ
て
い
る
舞
人

４
年
林　
　
　

宥　

妘

オ
ン
ラ
イ
ン
終
わ
り
を
告
げ
る
秋
学
期

５
年
蔡　
　
　

和　

軒

甲
虫
郷
里
を
守
る
兵
士
か
な

５
年
蔡　
　
　

和　

軒

蛍
飛
ぶ
未
知
の
未
来
へ
導
く
か

６
年
楊　
　
　

子　

瑤

〈
ア
メ
リ
カ
〉

ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校

ホ
タ
ル
飛
ぶ
ま
た
た
く
光
か
く
れ
ん
ぼ

３
年
松　

下　

誠　

至

　
中
学
校

〈
大
分
県
〉

玖
珠
町
立
く
す
星
翔
中
学
校

花
火
の
夜
君
と
見
上
げ
る
花
畑

１
年
佐　

藤　

ま
な
み

ひ
ま
わ
り
は
前
を
向
こ
う
と
誘
う
花

２
年
見
良
津　

明
香
里

枯
木
道
靴
紐
結
び
震
え
る
手

２
年
新　

川　

太　

晴

反
射
し
て
き
ら
め
く
机
炎
天
下

３
年
江　

藤　
　
　

紬

溶
け
て
な
お
き
ら
き
ら
し
て
る
雪
う
さ
ぎ

３
年
小　

幡　

泉　

奈

受
験
の
日
睫
毛
に
溶
け
た
淡
い
雪

３
年
後　

藤　

美　

織

横
で
み
る
あ
な
た
の
肩
に
白
い
雪

３
年
平　

野　

葉　

菜

玖
珠
町
立
く
す
若
草
小
中
学
校

寒
い
朝
ス
イ
ッ
チ
つ
け
て
こ
た
つ
む
り

３
年
河　

津　

奏　

志

大
分
市
立
大
在
中
学
校

立
秋
と
母
待
つ
夜
な
べ
わ
ら
び
も
ち

３
年
國　

岡　

彩　

希

北
風
の
少
し
寂
し
く
吹
く
日
か
な

３
年
神
志
名　

彩　

羽

さ
つ
ま
い
も
食
べ
る
幸
せ
半
分
個

３
年
佐　

藤　

希　

風

猫
じ
ゃ
ら
し
色
な
き
風
に
あ
お
ら
れ
て

３
年
後　

藤　

陽
菜
乃

夏
の
海
潮
の
香
り
と
波
の
音

３
年
神　

田　

彩
香
理

ブ
ラ
ン
コ
の
余
韻
が
響
く
校
庭
に

３
年
田　

本　

勇　

斗

指
を
差
す
空
で
輝
く
シ
ャ
ボ
ン
玉

３
年
越　

智　

快　

和

大
分
市
小
中
一
貫
教
育
校  

賀
来
小
中
学
校

こ
い
の
ぼ
り
私
の
恋
も
昇
っ
て
け

３
年
櫻　

井　

愛
莉
澄

こ
い
の
ぼ
り
ぐ
ん
ぐ
ん
お
よ
げ
ひ
ろ
い
そ
ら

３
年
吉　

松　

真　

央

こ
い
の
ぼ
り
今
日
の
夕
飯
焼
き
魚

３
年
安　

部　

太　

凰

夏
は
夜
蛍
飛
び
か
う
初
瀬
井
路

３
年
山　

田　

篤　

志

大
分
市
立
滝
尾
中
学
校

元
旦
に
立
ち
舞
う
袖
の
神
楽
か
な

３
年
溝　

口　

航　

世

向
日
葵
の
向
く
方
向
は
未
来
か
な

３
年
和　

泉　

翔　

子

と
じ
こ
め
た
つ
も
り
が
も
れ
る
蛍
の
灯

３
年
三
ヶ
尻　

琴　

海

風
呂
の
湯
の
温
度
を
上
げ
る
冬
隣

３
年
田　

口　

琴　

那

こ
お
ろ
ぎ
の
声
が
か
す
か
に
部
屋
の
中

３
年
阿　

部　

夏　

輝

ひ
ま
わ
り
に
つ
つ
ま
れ
て
い
く
君
の
声

３
年
吉　

弘　

光　

緒

セ
ー
タ
ー
の
友
達
そ
れ
は
静
電
気

３
年
菊　

田　

彩　

葉
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卒
業
式
最
後
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
響
く

３
年
後　

藤　

直　

哉

霜
柱
バ
リ
バ
リ
と
な
る
音
楽
会

３
年
佐　

藤　

郁　

人

大
晦
日
あ
っ
と
い
う
ま
に
日
を
ま
た
ぐ

３
年
渡　

来　

怜　

奈

夏
の
水
蛇
口
開
け
ば
光
る
水

３
年
関　
　
　

愛　

美

突
然
に
フ
ク
ロ
ウ
が
鳴
き
ヒ
カ
リ
差
す

３
年
佐　

藤　

風
薫
助

金
木
犀
ほ
ん
の
り
香
る
甘
さ
か
な

３
年
小　

松　

沙　

和

サ
イ
ダ
ー
の
泡
が
弾
け
る
猛
暑
の
日

３
年
日　

吉　

唯　

歌

ラ
ム
ネ
瓶
越
し
で
も
君
は
美
し
い

３
年
佐　

藤　

蓮
太
郎

金
魚
す
く
い
屋
台
の
光
に
つ
つ
ま
れ
て

３
年
大　

野　

壮
二
郎

水
面
に
映
る
花
火
の
大
合
唱

３
年
北　

田　

旺　

佑

山
眠
る
押
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
土
の
中

３
年
衛　

藤　

瑠　

南

大
分
中
学
校

逃
げ
惑
う
河
川
で
泳
ぐ
濁
り
鮒

３
年
渡　

辺　

陽　

詩

別
府
市
立
青
山
中
学
校

ひ
ま
わ
り
と
君
の
笑
顔
が
映
え
る
と
き

３
年
脇　

坂　

凛　

々

別
府
市
立
中
部
中
学
校

雪
降
る
も
地
面
は
黒
い
温
泉
地

３
年
佐
々
木　

奏　

輔

透
明
の
涼
し
さ
感
じ
る
ラ
ム
ネ
瓶

３
年
大　

村　

彩　

夏

中
津
市
立
東
中
津
中
学
校

向
日
葵
の
見
て
い
る
世
界
光
の
中

２
年
大　

畠　

光　

咲

夕
立
に
ぬ
れ
て
い
ら
だ
つ
母
の
声

３
年
熊
埜
御
堂　

風
花

帰
り
道
夏
の
夕
日
で
染
ま
っ
て
る

３
年
奥　
　
　

小　

梅

遠
い
空
入
道
雲
が
泣
い
て
い
る

３
年
遠　

矢　

諭　

史

夏
休
み
こ
こ
が
節
目
の
受
験
生

３
年
渡　

邊　

幸　

太

中
津
市
立
本
耶
馬
渓
中
学
校

雨
上
が
り
君
が
指
さ
す
先
に
虹

２
年
上　

野　

結　

加

ひ
や
け
ど
め
ぬ
れ
ば
ぬ
る
ほ
ど
ま
い
こ
さ
ん

３
年
小　

川　

愛　

莉

日
田
市
立
大
明
中
学
校

明
易
に
窓
か
ら
空
を
な
が
め
け
り

３
年
福　

澤　

璃　

子

日
田
市
立
前
津
江
中
学
校

不
器
用
な
僕
を
見
つ
め
る
も
み
じ
の
木

３
年
佐　

藤　

有　

隼　

佐
伯
市
立
本
匠
中
学
校

秋
時
雨
山
に
響
い
た
陣
太
鼓

１
年
稗　

田　

陽　

仁

新
茶
つ
み
煎
っ
た
茶
葉
か
ら
香
り
た
つ

２
年
川　

野　

智　

久

桜
の
木
根
に
石
を
抱
き
咲
い
て
い
る

３
年
川　

野　

春　

香

カ
ヌ
ー
乗
り
笑
顔
が
映
る
夏
の
川

３
年
稗　

田　

美　

空

臼
杵
市
立
東
中
学
校

本
塁
打
打
た
れ
越
え
ゆ
く
夏
の
果
て

３
年
髙　

司　

悠　

晏

蝉
時
雨
負
け
ぬ
駆
け
足
駅
伝
部

３
年
野　

村　

悠　

仁

一
晩
中
街
の
灯
火
大
晦
日

３
年
野　

口　

真　

央

竹
田
市
立
直
入
中
学
校

小
春
日
や
休
み
時
間
の
勉
強
会

１
年
阿　

南　

芽　

衣

一
番
の
紅
葉
は
や
は
り
祖
母
の
家

１
年
猪　

股　

あ
か
り

ゆ
る
や
か
に
下
る
坂
道
桜
散
る

３
年
河　

井　

未
来
翔

友
達
と
は
ぐ
れ
な
が
ら
も
見
る
花
火

３
年
佐　

保　

滉
太
郎

豊
後
高
田
市
立
真
玉
中
学
校

流
れ
星
願
い
を
言
え
ず
過
ぎ
て
い
く

２
年
山　

下　

愛　

華

茉
莉
花
の
香
り
で
ゆ
ら
ぐ
恋
心

３
年
不
死
原　
　
　

澪

九
重
町
立
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校

帰
り
道
夕
や
け
を
見
て
ふ
り
か
え
る

１
年
小　

柳　

愛　

理

ふ
ら
ふ
ら
と
夕
日
に
酔
っ
た
赤
と
ん
ぼ

１
年
日　

野　
　
　

光

夏
の
空
雲
が
大
き
く
動
い
て
る

１
年
佐　

藤　

謠　

羽

紅
葉
は
大
吊
橋
が
一
番
だ

１
年
末　

長　

穂　

希

桜
舞
う
ス
ー
ツ
に
通
す
大
き
な
手

１
年
田　

中　

陽　

菜
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春
う
ら
ら
歩
幅
揃
え
て
背
伸
び
す
る

１
年
手　

島　

和　

香

鳴
り
渡
る
げ
た
が
お
ど
り
て
夏
祭
り

２
年
吉　

光　

美　

冬

く
つ
な
げ
て
明
日
は
虹
が
見
れ
る
か
な

２
年
永　

樂　

結　

花

つ
ら
ら
け
る
ふ
る
え
る
足
で
バ
ス
を
待
ち

２
年
佐　

藤　

優　

月

迎
春
や
受
験
に
胸
を
引
き
締
め
る

３
年
惠　

良　

竜
太
郎

干
柿
の
向
こ
う
に
み
え
る
空
の
色

３
年
麻　

生　

良　

子

未
来
へ
と
ス
ズ
メ
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
く

３
年
池　

部　

悠　

太　

幼
子
や
母
の
日
傘
を
持
ち
出
し
て

３
年
佐　

藤　

寧　

音

渡
鳥
未
来
へ
の
道
切
り
開
く

３
年
髙　

倉　

次　

郎

〈
宮
城
県
〉

岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

ソ
ー
ダ
水
一
気
飲
み
し
て
痛
い
の
ど

１
年
大　

久　

な
る
み　

蝉
時
雨
一
生
懸
命
生
き
て
い
る

１
年
三　

浦　

蒼　

海

七
五
三
ど
こ
か
切
な
い
祝
い
ご
と

１
年
板　

谷　

悠　

生

星
月
夜
眺
め
な
が
ら
の
深
夜
飯

１
年
目　

黒　

星　

渚

〈
埼
玉
県
〉

星
野
学
園
中
学
校

雪
降
り
て
か
れ
木
に
白
い
花
が
さ
く

１
年
安　

食　

め
る
も

初
め
て
は
ア
ニ
メ
に
映
る
天
の
川

２
年
石　

井　

彩　

葉

〈
東
京
都
〉

品
川
区
立
伊
藤
学
園

バ
ス
を
待
つ
列
は
自
然
と
片
陰
に

７
年
飯　

田　

実　

咲

盆
休
み
日
陰
づ
た
い
の
小
旅
行

８
年
増　

野　

心　

香

父
不
在
鈴
鹿
八
耐
母
昼
寝

８
年
森　

口　

つ
ば
さ

浴
衣
着
た
君
一
目
見
て
息
を
呑
む

９
年
岩　

室　

友
紀
菜

夏
休
み
空
に
咲
く
花
照
ら
す
窓

９
年
西　

川　

茉　

凜

夕
凪
の
海
辺
で
見
つ
め
る
水
平
線

９
年
小　

島　

充　

礼

放
課
後
の
西
日
に
向
か
う
帰
り
道

９
年
長　

島　

亜　

音

冷
風
も
出
た
ら
い
い
の
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

９
年
今　

井　

和　

奏

青
田
を
行
く
汽
車
の
先
に
は
雲
の
峰

９
年
成　

瀬　

誉　

文

帰
り
道
麦
茶
飲
み
干
す
男
の
子

９
年
松　

山　

こ
も
か

〈
岐
阜
県
〉

鶯
谷
中
学
校

ち
ち
ろ
虫
染
み
の
薄
茶
に
文
庫
本

１
年
岡　

部　

莉　

央

〈
静
岡
県
〉

裾
野
市
立
須
山
中
学
校

オ
ト
シ
ブ
ミ
思
い
よ
ど
う
か
子
に
届
け

１
年
大　

澤　

愛　

海

口
の
中
キ
ー
ン
と
す
る
よ
か
き
氷

１
年
土　

屋　

梨　

緒

春
の
蚊
が
夢
の
中
ま
で
追
っ
て
く
る

２
年
田　

代　

礼　

聖

炎
熱
や
勝
ど
き
あ
げ
る
中
体
連

２
年
花　

田　

恋　

菜

黒
南
風
や
見
え
ぬ
未
来
に
抱
く
思
い

３
年
井　

出　

陽　

太

〈
大
阪
府
〉

大
阪
市
立
長
吉
六
反
中
学
校

道
照
ら
す
明
る
い
ラ
イ
ト
冬
の
夜

１
年
ト
レ
ス 

マ
リ
ア 

ロ
ー
リ
ー
レ

〈
鳥
取
県
〉

湯
梨
浜
学
園
中
学
校

真
夜
中
に
ホ
タ
ル
が
照
ら
す
影
ふ
た
つ

１
年
清　

山　
　
　

凜

五
月
病
心
は
家
で
お
留
守
番

１
年
中　

川　

も
も
こ

雪
積
も
る
そ
の
上
走
る
子
ど
も
た
ち

１
年
内　

田　

空　

哉

〈
徳
島
県
〉

徳
島
文
理
中
学
校

お
守
り
を
じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら
つ
け
た
受
験
の
日

１
年
中　

村　

拓　

夢

－ 41 － － 40 －



〈
福
岡
県
〉

筑
紫
野
市
立
筑
山
中
学
校

見
つ
め
れ
ば
動
い
て
逃
げ
る
秋
の
雲

２
年
松　

原　

由　

奈

帰
り
道
君
の
目
の
中
秋
夕
焼

２
年
大　

楠　

珠　

寛

バ
レ
ン
タ
イ
ン
机
の
中
を
何
度
見
る

２
年
矢　

口　

寿　

広

水
鉄
砲
友
達
め
が
け
て
ね
ら
い
う
ち

２
年
長
谷
川　

廉　

人

大
根
を
洗
ふ
双
手
は
川
の
冷
え

２
年
樋　

口　

謙　

人

六
百
の
心
一
つ
に
文
化
祭

２
年
川
原
田　

倖　

玖

先
生
に
写
真
を
ね
だ
る
夏
祭
り

２
年
田　

中　

愛　

莉

雪
降
る
と
家
に
籠
っ
て
こ
た
つ
む
り

２
年
福　

永　

竹　

琉

初
雪
や
ガ
ラ
ス
に
写
る
子
供
達

２
年
山　

下　

紗　

楽

炎
天
下
舞
台
で
輝
く
管
楽
器

２
年
深　

草　

和
可
奈

籠
枕
風
通
し
良
き
祖
母
の
家

２
年
田　

中　

慶
太
郎

古
賀
市
立
古
賀
東
中
学
校

秋
晴
れ
や
風
に
舞
う
葉
の
道
し
る
べ

１
年
川　

上　

奈　

々

木
犀
の
香
り
漂
う
散
歩
道

１
年
山　

本　

明　

佳

孫
五
人
そ
ろ
い
寄
せ
書
き
敬
老
日

１
年
結　

城　

春　

花

秋
深
し
上
着
ふ
わ
り
と
通
学
路

１
年
中　

村　

結　

歩

ぽ
つ
ぽ
つ
と
赤
い
実
つ
け
る
烏
瓜

１
年
谷　

川　

遥　

希

天
高
し
飛
行
機
雲
を
指
差
す
子

１
年
東　
　
　
　

渚
未

〈
長
崎
県
〉

長
崎
市
立
深
堀
中
学
校

暁
の
空
を
見
上
げ
て
袖
の
露

２
年
一
ノ
瀬　
　
　

樹

春
の
風
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
が
揺
れ
て
い
る

２
年
里　

薗　

柊　

希

　
高
等
学
校

〈
大
分
県
〉

日
本
文
理
大
学
附
属
高
等
学
校

卒
業
式
淡
い
記
憶
が
空
に
散
る

１
年
山　

村　

一　

路

ワ
ン
コ
イ
ン
冷
や
し
パ
イ
ン
に
微
笑
ん
で

１
年
川　

﨑　

瑠　

架

分
か
れ
道
ま
だ
話
し
た
い
猫
の
恋

２
年
前　

田　

陽　

菜

十
一
時
雲
は
満
月
ひ
と
り
じ
め

２
年
木　

村　

李　

々

カ
フ
ェ
ラ
テ
の
燻
る
煙
や
春
霞

２
年
大　

見　
　
　

蘭

ひ
ん
や
り
と
甘
く
広
が
る
ソ
ー
ダ
水

３
年
丸　

山　

美　

海

君
の
頬
赤
く
染
め
ゆ
く
遠
花
火

３
年
森　

田　

心　

音

楊
志
館
高
等
学
校

音
楽
を
聴
き
聴
き
歩
く
夏
の
宵

３
年
中　

尾　

大　

輝

秋
桜
や
君
の
瞳
に
映
る
ぼ
く

３
年
徳　

永　

彩　

乃

四
時
間
目
窓
の
外
行
く
子
猫
か
な

３
年
清　

水　

心　

結

天
高
し
緋
色
に
染
ま
る
並
木
道

３
年
都　

甲　

紗　

希

肌
を
刺
す
寒
波
や
今
朝
の
歩
み
か
な

３
年
髙　

盛　

吾　

仁

海
月
浮
く
遊
ぶ
人
な
き
浜
辺
か
な

３
年
田　

村　

未　

羽

戻
り
道
の
ど
う
つ
青
き
ソ
ー
ダ
水

３
年
松　

川　

み　

か

大
分
県
立
日
出
支
援
学
校
高
等
部

ふ
ゆ
の
あ
さ
ふ
わ
ふ
わ
お
ふ
と
ん
さ
よ
う
な
ら
２
年
大　

塚　

涼　

和

〈
埼
玉
県
〉

星
野
高
等
学
校

錠
剤
を
零
し
て
白
し
冬
の
朝

１
年
鴫　

原　

音　

羽

新
宿
も
見
え
る
だ
ろ
う
か
天
の
川

２
年
高　

木　

茉　

利

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
　
坂
戸
ろ
う
学
園

寒
冷
に
襲
わ
れ
て
い
る
縞
も
よ
う

３
年
櫻　

田　

咲　

良
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〈
長
野
県
〉

学
校
法
人
高
松
学
園
飯
田
女
子
高
等
学
校

立
冬
や
家
族
で
作
る
水
餃
子

２
年
田　

中　

美　

佳

〈
岐
阜
県
〉

鶯
谷
高
等
学
校

床
す
れ
す
れ
の
レ
シ
ー
ブ
や
冬
に
入
る

１
年
平　

木　

陽　

翔

祖
父
の
畑
の
土
の
ひ
び
割
れ
北
颪

１
年
加　

藤　

佑　

理

山
粧
ふ
弓
袋
負
ひ
夜
行
バ
ス

２
年
杉　

山　

慶　

多

教
室
に
一
人
の
窓
や
秋
夕
焼

２
年
松　

口　

遥　

陽

夕
暮
れ
に
影
を
分
け
合
ふ
大
薊

２
年
松　

口　

遥　

陽

〈
兵
庫
県
〉

神
戸
市
立
神
港
橘
高
等
学
校

手
を
繋
ぐ
八
月
の
夜
帰
り
道　

３
年
郷　

原　

芽　

依

息
を
止
め
線
香
花
火
火
を
つ
け
る

３
年
溝　

口　

穂　

波

水
面
に
花
火
と
映
る
男
た
ち

３
年
小　

野　

凛　

人

〈
鳥
取
県
〉

湯
梨
浜
学
園
高
等
学
校

夜
闇
の
窓
辺
に
光
る
守
宮
か
な

２
年
山　

本　

健　

太

扇
風
機
猫
が
正
面
陣
取
っ
た

２
年
遠　

藤　

礼　

都

炎
天
下
塁
ま
で
走
る
背
番
号

２
年
近　

藤　

寧　

々

〈
山
口
県
〉

山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校

秋
澄
む
や
母
の
着
物
で
お
点
前
を

１
年
福　

田　

伊　

織

〈
徳
島
県
〉

徳
島
県
立
脇
町
高
等
学
校

落
ち
栗
を
飛
び
越
え
進
む
帰
り
道

３
年
荒　

岡　

美　

希

冬
景
色
ち
ょ
っ
と
彩
る
赤
い
鼻

３
年
梶　

本　

湖　

愛

鳳
仙
花
幼
子
の
指
を
染
め
あ
げ
る

３
年
藤　

井　

優　

佳

暗
闇
を
走
り
抜
け
る
と
彼
岸
花

３
年
藤　

原　

陽　

菜

春
風
に
身
を
乗
せ
駆
け
る
通
学
路

３
年
三　

宅　

拳　

智

秋
晴
れ
て
青
空
の
下
笛
を
待
つ

３
年
山　

口　

光　

毅

味
噌
汁
の
大
根
片
手
に
帰
り
道

３
年
横　

内　
　
　

凱

凍
鶴
の
水
面
の
影
が
伸
び
て
ゆ
く

３
年
知　

野　

稜　

平

冬
の
朝
み
か
ん
と
と
も
に
丸
く
な
る

３
年
三

宅

悠

翔

空
見
る
と
真
っ
赤
な
夕
焼
け
赤
と
ん
ぼ

３
年
喜　

多　

桜　

奈

山
の
上
ふ
る
さ
と
囲
む
桜
の
木

３
年
坂　

口　

真　

悠

寒
空
に
鼻
を
く
す
ぐ
る
ス
ー
プ
の
香

３
年
浦　

川　

真
衣
奈

梅
雨
入
り
の
訪
れ
天
の
神
知
ら
ず

３
年
後
藤
田　

真　

央

夜
も
す
が
ら
駅
に
紅
差
す
彼
岸
花

３
年
佐　

藤　

正　

理

こ
こ
に
来
て
彼
岸
の
風
の
化
石
草

３
年
新　

開　

光　

将

秋
寒
し
青
き
ガ
ラ
ス
器
い
と
ま
ご
い

３
年
瀬　

野　

佳
乃
子

弓
始
め
ま
っ
す
ぐ
進
め
矢
と
と
も
に

３
年
千　

葉　

心　

和

雪
国
へ
ト
ン
ネ
ル
つ
な
ぐ
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

３
年
中　

田　
　
　

櫂

ス
マ
ホ
向
け
蛍
の
光
乱
反
射

３
年
三　

好　

叶　

人

乱
反
射
水
面
に
映
る
返
り
梅
雨

３
年
森　
　
　

翔　

梧

清
水
寺
紅
葉
の
帳
に
包
ま
れ
て

３
年
工　

藤　

瑠
莉
花

－ 43 － － 42 －



五七五は四季の詩
うた

大分県俳句連盟
会　　長　吉 原 白 天

玖珠ライオンズクラブ
玖珠クラブ会長テーマ

「知性に基づきクラブ活動の活性化」
会 長　L 工 藤  重 信
幹 事　L 上 田  英 昭
会 計　L 相 良  泰 介

会 長　  

2024-25年度国際ロータリーのテーマ

斎 藤  淑 子

TEL

ロータリーのマジックTHE MAGIC
OF ROTARY
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一般社団法人 くすみち

求人に関するお問い合わせ ＴＥＬ0973-73-1880
〒879-4721　大分県玖珠郡九重町大字粟野59-1

道の駅  童話の里くす
〈 直売所・土産・レストラン・パン・ファストフード 〉

〒879-4403  大分県玖珠郡玖珠町大字帆足2121
TEL 0973-72-5535　FAX 0973-72-5591
URL  http://www.kusu-michinoeki.jp

道の駅  慈恩の滝くす
〈 直売所・土産・ファストフード 〉

〒879-4332  大分県玖珠郡玖珠町大字山浦618-4
TEL 0973-77-2260　FAX 0973-77-2261

〒879 －4403　大分県玖珠郡玖珠町大字帆足246ー13
TEL 0973 －72 －1313　 FAX 0973－72 －1373

URL  ： https://kusumachi.jp
Email  ： info@kusumachi.jp

新栄合板工業株式会社
〒879-4401
大分県玖珠郡玖珠町大字四日市848番32
TEL 0973-77-2112
FAX 0973-77-2113

－ 45 － － 44 －



産婦人科・内科・麻酔科・脳神経外科

リハビリテーション科

医療法人　友光会

友 成 医 院
（代表）

TEL72-0330

〒879-4413　大分県玖珠郡玖珠町大字塚脇128-2

TEL72-1788（透析）
TEL72-0550（脳神経外科）

介護保険サービスセンター
TEL72-5090

通所・訪問リハビリテーション
TEL72-5050

（市外局番：0973
共通FAX：72-6868）

ＴＥＬ（ ）
ＦＡＸ（ ）

（血液透析）

大分県

879-4522 大分県玖珠郡玖珠町山下 2224
メール： sakamoto.mura@abelia.ocn.ne.jp
 http://sakamotomura.com/
 村長携帯：090-5297-1489

電話注文・地方発送
承ります！

本店：℡0973-73-8641（玖珠店）
〒879-4331
大分県玖珠郡玖珠町大字戸畑1209-1（210号線沿い）

日本旅行JTB 取扱店

外科・胃腸内科・内科・小児科・整形外科・リハビリテーション科

〒879-4403 玖珠郡玖珠町大字帆足125-1
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〒879-4404 大分県玖珠郡玖珠町森868番地の2
全国児童生徒俳句大会実行委員会事務局（わらべの館内）
Tel（0973）72-6012　Ｆax（0973）72-6030
Ｅ-mail warabe@town.oita-kusu.lg.jp

投
句
先

個
人
投
句

団
体
投
句

※
上
記
い
ず
れ
か
を
、〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
団
体
投
句
の
場
合
は
、
必
ず
所
定
の
総
括
表
に

　団
体
名
・
代
表
者
・
連
絡
先
等
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
用
紙
は
コ
ピ
ー
し
て
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。

第43回 全国児童生徒俳句大会3 2 1

コード
（事務局記入）

※入賞句の決定は、令和８年３月頃となります。
※個人情報については、作品の選考や入賞の連絡及び賞状発送のために使用します。応募者本人の許可なく業務以外には使用しません。

Ｆ
Ａ
Ｘ

学年

メール

学 

校 

名

電
話
番
号

住
　
　
所

氏
　
　
名

ふ
り
が
な

郵
便
番
号
　
〒
　
　
　
　
　
ー

学
校

自
宅

（１）小学生の部・中学生の部・高校生の部。
（２）投句は一人３句以内とする。
（３）投句については無料とする。
（４）投句は有季定型句に限る。季節は自由。
（５）盗作・二重投句は禁止。
※玖珠町ホームページにメール投句様式を
　掲載しています。

募 集 要 項・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

令和７年　9月　1日
令和７年11月30日

募集開始
募集締切

（
ふ
り
が
な 

）

（
ふ
り
が
な 

）

（
ふ
り
が
な 

）

牧野 桂一（まきの けいいち）先生略歴
1947 年大分市生まれ。
1970 年大分大学卒。大分県内の小学校、養護学校に勤務の後、大分県教育センター研究員として教育
相談に従事、研究部長を経て大分市稙田小学校教頭へ。その後、大分県教委特別支援教育推進室長か
ら臼杵養護学校、大分県立新生養護学校校長へ。その後筑紫女学園大学日本語日本文学科教授、大分
大学、東亜大学、純真短期大学客員教授。その間、大分県警少年課大分っ子フレンドリーサポートセ
ンターアドバイザー、大分大学客員教授等を努める。
現在は九州大谷短期大学講師、大分こども発達支援研究所所長。1997 年心身障害児教育財団より「辻
村奨励賞」受賞。大谷保育協会認定保育心理士　俳人協会会員　大分県現代俳句協会顧問　俳句結社「天
為」「朝鳥」「鷗座」同人。
有馬朗人先生（1930 年－ 2020 年）のご推挙で、第 32 回全国児童生徒俳句大会（2015 年）より選者と
なり、現在に至る。

秋篠 光広（あきしの みつひろ）先生略歴
1940 年大分市生まれ
1962 年静岡大学農学部卒
1959 年より作句　初学は「馬酔木」「海坂」に拠る
1960 年より飴山　實先生に師事
1961 年澤木欣一主宰の「風」に投句
1971 年「風」同人
1978 年第 23 回「風」賞受賞
1983 年第 29 回角川俳句賞受賞
1990 年「朝鳥」創刊　現在に至る
2002 年「風」終刊により同人を辞す
（公社）俳人協会評議員　俳人協会大分県支部顧問　大分県俳句連盟理事　大分合同新聞社読者文芸欄
俳句部門選者　大分合同新聞社俳句教室講師　「朝鳥」主宰
第 41 回全国児童生徒俳句大会（2024 年）より選者となり、現在に至る。

裏表紙の「くるしま童話名作選」とは

明治・大正・昭和にわたり、楽しいお話にのせて、
人として生きていくための教えを伝えた教育者
久留島武彦の選りすぐりの童話を絵本にしてお
届けします。
「くるしま童話名作選」は久留島精神「信じあう
こと・助け合うこと・違いをみとめ合うこと」を
テーマに、玖珠町が出版社と共に企画出版して
きました。
現代の子どもたちが楽しめるように言葉や見開
き、読み聞かせた時の耳から聞こえる語感にこ
だわって作っています。また画家も日本の絵本
画家を代表する方にお願いして作画していた
だきました。久留島武彦先生が大切にした「子
どもの膝の前の友」として、ぜひ子どもたちに読
んであげてください。
※平成 31 年 3月末で10 巻が刊行されました。
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〒879-4404 大分県玖珠郡玖珠町森868番地の2
全国児童生徒俳句大会実行委員会事務局（わらべの館内）
Tel（0973）72-6012　Ｆax（0973）72-6030
Ｅ-mail warabe@town.oita-kusu.lg.jp

投
句
先

個
人
投
句

団
体
投
句

※
上
記
い
ず
れ
か
を
、〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
団
体
投
句
の
場
合
は
、
必
ず
所
定
の
総
括
表
に

　団
体
名
・
代
表
者
・
連
絡
先
等
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
用
紙
は
コ
ピ
ー
し
て
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。

第43回 全国児童生徒俳句大会3 2 1

コード
（事務局記入）

※入賞句の決定は、令和８年３月頃となります。
※個人情報については、作品の選考や入賞の連絡及び賞状発送のために使用します。応募者本人の許可なく業務以外には使用しません。

Ｆ
Ａ
Ｘ

学年

メール

学 

校 

名

電
話
番
号

住
　
　
所

氏
　
　
名

ふ
り
が
な

郵
便
番
号
　
〒
　
　
　
　
　
ー

学
校

自
宅

（１）小学生の部・中学生の部・高校生の部。
（２）投句は一人３句以内とする。
（３）投句については無料とする。
（４）投句は有季定型句に限る。季節は自由。
（５）盗作・二重投句は禁止。
※玖珠町ホームページにメール投句様式を
　掲載しています。

募 集 要 項・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

令和７年　9月　1日
令和７年11月30日

募集開始
募集締切

（
ふ
り
が
な 

）

（
ふ
り
が
な 

）

（
ふ
り
が
な 

）
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日本童話祭（久留島武彦顕彰）
第 43 回全国児童生徒俳句大会募集要項

【目的】�「童話の里くす」は、日本の児童文化活動の礎を築いた「日本のアンデルセン・久留島武彦」
を顕彰し、児童文化の高揚を図るという主旨のもと、全国より児童生徒の俳句を募集し、
すぐれた作品を表彰する。

応募規定

（１）小学生の部・中学生の部・高校生の部の３部門とする。
（２）投句は一人３句以内とし、別記投句用紙にて投句すること。
 　　  ※団体投句の場合は、所定の総括表を必ず添付すること。
（３）投句については無料とする。
（４）投句は有季定型句に限る。季節は自由。
（５）盗作・二重投句は禁止する。
※玖珠町ホームページ掲載のメール投句にご協力をお願いします。

募集期間 令和７年９月１日～11月30日（持込：必着　郵送：消印有効）

応募先
お問合せ

〒８７９－４４０４
大分県玖珠郡玖珠町森８６８番地の２
玖珠町　わらべの館内　全国児童生徒俳句大会事務局　係
℡0973-72-6012（休館日：毎週月曜日、月曜日祝日の場合翌日）

大会選者
牧野桂一先生

（俳人協会会員「天為」同人） ・ 秋篠光広先生
（俳人協会評議員）

表彰式 令和８年５月４日　大分県玖珠町　わらべの館
※情勢に応じて表彰式が中止となる場合があります。

各　賞

久 留 島 武 彦 賞（1点）※表彰式へご招待（国内受賞者のみ）
朗 人 賞（1点）※表彰式へご招待（国内受賞者のみ）
紘 文 賞（1点）※表彰式へご招待（国内受賞者のみ）
桂 一 賞（1点）※表彰式へご招待（国内受賞者のみ）
大 分 県 知 事 賞（小学生の部1点・中学生の部1点・高校生の部1点）
大 分 県 教 育 長 賞（小学生の部1点・中学生の部1点・高校生の部1点）
玖 珠 町 長 賞（小学生の部1点・中学生の部1点・高校生の部1点）
玖珠町議会議長賞（小学生の部1点・中学生の部1点・高校生の部1点）
玖 珠 町 教 育 長 賞（小学生の部1点・中学生の部1点・高校生の部1点）
大分県俳句連盟会長賞（小学生の部1点・中学生の部1点・高校生の部1点）
大分県小学校長会長賞（小学生の部1点）
大分県中学校長会長賞（中学生の部1点）
大分県立学校長協会賞（高校生の部1点）
読 売 新 聞 社 賞（1点）
※入賞句の決定は、令和８年３月頃となります。

主　催 日本童話祭実行委員会・全国児童生徒俳句大会実行委員会

共　催 玖珠町・玖珠町教育委員会

後　援
大分県・大分県教育委員会・玖珠町議会・大分県俳句連盟
読売新聞社・大分合同新聞社・西日本新聞社・ＮＨＫ大分放送局
ＯＢＳ大分放送・ＴＯＳテレビ大分・ＯＡＢ大分朝日放送
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全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
顧
問

大
分
県
玖
珠
町
長
　
宿

　利

　政

　和

大
分
県
玖
珠
町
は
、
人
が
人
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
上
で
、
必
要
な

教
え
を
楽
し
い
お
話
に
の
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り
聞
か
せ
た
久
留
島

武
彦
の
考
え
を
引
き
継
い
だ
、「
童
話
の
里
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
、久
留
島
武
彦
生
誕
一
五
〇
年
を
迎
え
、様
々
な
事
業
の
中
で
、

久
留
島
武
彦
精
神
に
基
づ
い
た
「
信
じ
あ
い
　
助
け
合
い
　
互
い
に
違
い

を
認
め
合
い
　
共
に
生
き
て
い
く
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
」
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

こ
の
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
も
、
日
本
童
話
祭
（
久
留
島
武
彦
顕
彰
）

協
賛
行
事
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
（
１
９
８
４
年
）
五
月
五
日
に
第
一

回
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
で
四
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
大
会

は
、
四
，
九
七
六
人
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ま
方
か
ら
、
一
一
，
六
三
四

句
も
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
十
数
年
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず

海
外
の
ア
メ
リ
カ
や
台
湾
の
日
本
語
学
校
か
ら
も
応
募
い
た
だ
く
大
会

と
な
っ
て
お
り
、
四
十
二
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
で
、
累
計
投
句
数
が

五
十
万
句
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
久
留
島
武
彦
の
座
右
の
銘
で
あ
る

「
継
続
は
力
な
り
」
が
受
け
継
が
れ
た
歴
史
あ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

俳
句
は
季
節
の
風
景
を
五
・
七
・
五
で
詠
む
、
世
界
で
一
番
短
い
定
型
詩

で
す
。
短
い
文
字
数
の
中
に
自
然
へ
の
憧
憬
と
感
動
、
畏
怖
が
詠
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
作
品
の
中
に
も
、
豊
か
な
自
然
に
目
を
向
け
、
何

気
な
い
日
常
に
心
を
寄
せ
て
表
現
し
た
作
品
や
平
和
な
世
界
を
祈
る
作
品

な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
句
集
を
手
に
取
る
皆
さ
ま
は
、
投
句
い
た
だ
い
た
児
童
生
徒
の
豊

か
な
感
性
に
触
れ
、
育
ち
ゆ
く
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来
を
確
信
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
入
選
さ
れ

た
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
句
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ

け
長
き
に
わ
た
り
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
選
者
の
牧
野
桂
一
先

生
、
そ
し
て
俳
人
協
会
評
議
員
秋
篠
光
広
先
生
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
多
忙
の
中
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
皆
さ
ま
が
、
豊
か
な
心
を
育
み
、

未
来
に
向
か
っ
て
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
こ
玖
珠
町
が
「
童
話
の
里
」
と
し
て
、
児
童
文
化
の
振
興
に

寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
玖
珠
町
を
代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
七
年
五
月
四
日

第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
に
よ
せ
て

　
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と

呼
ば
れ
た
久く

留る

島し
ま

武た
け

彦ひ
こ

先
生

は
、
明
治
７
年
大
分
県
玖
珠

町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
10
歳
の
少
年
だ
っ
た

頃
、
武
彦
先
生
は
毎
晩
の
よ

う
に
、
近
所
の
日
蓮
宗
の
お

寺
へ
説
教
を
聞
き
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
算さ
ん

木ぎ

で
高こ
う

座ざ

の
端は
し

を
叩た
た

き

な
が
ら
日
蓮
上
人
の
一
代
記
を
語
る
、
そ
の
お
坊
さ
ん
の
達た
つ

弁べ
ん

の
と
り
こ
に

な
り
、
家
に
帰
っ
て
は
こ
た
つ
や
ぐ
ら
の
上
に
座
り
、
繰
り
返
し
ま
ね
を
し

て
家
族
に
語
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　「
こ
れ
が
今
日
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
私
が
﹃
話
﹄
と
い
ふ
も
の
に
一
生

を
繋つ
な

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
も
そ
も
の
端た
ん

緒し
ょ

を
な
し
て
い
る
」
と
彼
自
身
が

言
う
よ
う
に
、
こ
の
時
人
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
少
年
は
、

そ
の
後
、
口
演
童
話
家
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、日
本
の
児
童
文
化
活
動
の
先
駆
者
と
し
て
、日
本
初
の
「
お
話
の
会
」

開
催
や
、「
児
童
劇
」
の
上
演
、「
全
国
版
子
供
新
聞
」
の
発
刊
な
ど
に
次
々

と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
故
郷
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
記
念
館
設
立
に
貢
献
し
た
こ

と
で
、「
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
中
の
子
ど
も
た
ち
を
魅
了
し
、
多
大
な
業
績
を
残
し
た
武
彦
先
生
の

故
郷
大
分
県
玖
珠
町
で
は
、
彼
に
因ち
な

ん
だ
童
話
祭
が
、
毎
年
５
月
５
日
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
が
育
た
な
け
れ
ば
日
本
の

将
来
は
な
い
」
と
、
青
少
年
の
教
育
に

生
涯
を
さ
さ
げ
た
武
彦
先
生
の
遺
志
を

受
け
継
い
で
、「
全
国
児
童
生
徒
俳
句

大
会
」
は
、
俳
句
を
通
し
て
児
童
生
徒

の
感
性
を
育
み
、
豊
か
な
心
を
培
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

全国初の「童話碑」が建立されて開幕した
「第１回童話祭」の様子（1950年５月５日
大分県玖珠町にて）

久留島  武彦（くるしま たけひこ）

1874 年	 	６月	19	日大分県玖珠郡森町（現・玖珠町）	
に生まれる。豊後国森藩藩主久留島家の末裔。

1887 年  大分中学（現・大分県立大分上野丘高等学
校）に入学、英語教師のウエンライト博士
と出会う。

1890 年		 	ウエンライト博士の関西学院転任に伴い関
西学院へ転校。

1894 年	 近衛師団入隊。
 1895 年	 	日清戦争に従軍。戦地から「尾上新兵衛」

の筆名で投稿した作品が雑誌『少年世界』
（博文館）に連載される。

1906 年	 	「お伽倶楽部」を設立し、口演童話活動を
本格的に開始。

1911 年	 雑誌『お伽倶楽部』を創刊。
1924 年	 	ボーイスカウトの第２回国際ジャンボリー

大会（現・世界ジャンボリー、デンマーク）	
に参加し、アンデルセンの旧跡を訪問。ア
ンデルセンの復権を訴え、２年後にデン
マーク国王よりダンネブロウ四等勲章を受
ける。「日本のアンデルセン」と呼ばれる
ようになる。

1951 年	 	日本青少年文化センター（全日本移動教室
連盟）初代理事長に就任。

1958 年	 	話し言葉による童話を確立し、児童文化の
向上に貢献したことによって紫綬褒章を授
与される。

1960 年	 	６月27	日内臓ガンのため永眠（享年86	歳）。
日本青少年文化センターが「久留島武彦文
化賞」を創設。童話の口演を行った幼稚園・
小学校は全国	6,000	を超える。

■
発

　行

日
本
童
話
祭
実
行
委
員
会

全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

■
発
行
日

　令
和
七
年
五
月
四
日

小学生の部 中学生の部 高校生の部 計

投　句 6,767 句 3,968 句 899 句 11,634 句

入　賞 10 句 8 句 8 句 26 句

特　選 26 句 24 句 16 句 66 句

入　選 160 句 123 句 52 句 335 句

この句集は、入賞・特選・入選の順で掲載しております。
なお、文字表記については、投句用紙に従いました。
学年は投句時のものです。
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日
本
童
話
祭
（久
留
島
武
彦
顕
彰
）

第
四
十
二
回
全
国
児
童
生
徒
俳
句
大
会

入
賞
・入
選
句
集

選
者牧

野

　桂
一 

先
生

秋
篠

　光
広 

先
生

JR久大本線　豊後森駅
ごぶん えきもりだいほんせんきゅう

『くるしま童話名作選』集
『① ともがき』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・古内ヨシ（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　嫌われ者のカラスは、ネズミと友達にな
りたいと頼みました。「怖いカラスと友達だ
なんて！」困ったネズミは、仲良しのカメに
相談することにしました。カメの助言によ
り、シカも仲間に入れて友達になりました。
そんな時に事件が起こり…。
　「ともがき」とは、垣根のように分かちがた

く、固い絆で結ばれた友達の事です。久留島武彦先生の名作
童話の絵本化第１弾！

『② 子ぐものいのり』

出版社：幻冬舎ルネッサンス
著　者：久留島武彦（作）・古内ヨシ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　教会の天井の隅に、２匹のくもの親子が
住んでいました。今夜はクリスマスイブ。大
人たちが朝早くから集まって大掃除をはじ
めました・・・。
　親子愛の深さと反省することの大切さ、
そして悔い改めようとする者に救いの手を
差し伸べる神の慈愛の尊さについての教え

が込められた、久留島武彦先生の名作童話の絵本化第２弾！

『③ ゆめうりふくろう』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・遠山繁年（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　「ゆめうりふくろう」は、今から60年まえ
に書かれたお話です。人間の子どもが見た
夢を集め、その夢で森の動物たちを幸せに
するふくろうの物語が遠山繁年さんの繊細
なイラストで素晴らしい絵本によみがえり
ました。神秘的でユニークな、そして心あた
たまるストーリーで子どもたちを惹き込む

この作品は、彼の数ある久留島武彦先生の代表作の一つです。絵
本化第３弾！

『④ トラの子ウーちゃん』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・篠崎三朗（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　「トラの子ウーちゃん」は、世界各国に
赴いて見聞を広げ、それを基に多くの童
話を残した久留島武彦先生の「虎の子の
大発見」を絵本化した作品です。いたず
らっ子のウーちゃんが「怖い人間」見たさ
にお母さんの言いつけを聞かずに山を下
りて出会う冒険の数々が、ウーちゃんを

大きく成長させます。読み聞かせにも最適、絵本化第４弾！

『⑤ すずむし』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・黒井健（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　「すずむし」は、武彦先生が文学の道を志し
た 22 歳のころに書かれた作品です。すがす
がしい良い音がならせないお宮のすずが、
良い音を出すために修行の旅に出かける、
ユーモラスな作品です。日本を代表する絵
本画家の黒井健氏の手によって、ひたむき
に、真剣に生きることの大切さが、ひしひし

と伝わってくる絵本に仕上がりました。読み聞かせにも最適！

『⑥ ツバメのおんがえし』

出版社：幻冬舎メディアコンサルティング
著　者：久留島武彦（作）・篠崎三朗（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　ツバメの隼雄がせっせと巣をつくって
います。それを見つけて、おばあさんが「お
や、これは縁起がいい」と、うれしそうに言
いました。昔から、ツバメが巣をつくる家
にはよいことが起こるという言い伝えが
あるのです。
　ある日、隼雄が巣を固める泥を探してい

ると、道端の溝の中から、何やらコソコソと話し声が聞こえてき
ました。そっと降りて、のぞいてみると…

『⑦ 月宮殿のおつかい』

出版社：幻冬舎メディアコンサルティング
著　者：久留島武彦（作）・アヤ井アキコ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　「このままでは、おや子ともどもたべられ
てしまう。いったい、どうしたらいいのかし
ら…」狼に狙われるひつじおや子を助ける
ため、うさぎが考えたある方法とは？“愛”と
“勇気”と“知恵”がつまったうさぎとひつじ
おや子の物語。

『⑧ 海に光るつぼ』

出版社：幻冬舎メディアコンサルティング
著　者：久留島武彦（作）・ゴトウノリユキ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　終戦後の日本で靴磨きをする少年ケンイ
チが、おばさんの家に遊びに行き、海の底で
不思議な体験をして成長するお話です。物
語を読み終えた時、ケンイチとともに大き
く成長した子どもの姿が見られることで
しょう。

『⑨ 弾きがえる』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・市居みか（絵）　価　格：1,430 円（税込）

　音楽の大すきな三きょうだいがバイオリ
ンを弾いていると、音楽の大すきなかえる
が池から出てきて、たのみました。
「うちに来てバイオリンを弾いてください。」
さてさて、どうなることでしょう・・・。

『⑩ なだれうさぎ』

出版社：子どもの未来社
著　者：久留島武彦（作）・いしいつとむ（絵）　
価　格：1,430 円（税込）

　峠の谷間にくらしている親子が、あるとき、
なだれで家ごと埋まってしまいます。
おかあさん、たあぼう、ちいこが助けをまっ
ていると、いっぴきの白ウサギがとびこん
できました……。


